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新約の扉、汝ミクヴァの洗礼よ
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　序奏『シャオ、汝なんじただ佇ちよ立りつする者よ』







　凱がい旋せん都市エンジュ。


　大陸中央部に位置し、最も大きく、また最も古い歴史を持つ都市の一つである。


　昼夜問わずそこかしこに並ならぶ露ろ店てん。深夜でもなお音やまぬ雑ざつ踏とう。公道はおろか、裏うら道みちですら人の喧けん噪そうに満ちた都市。常つねに隣となりの通行人と肩かたをすりあわせ、少しでも足を止めれば後ろの通行人と瞬またたく間に衝しよう突とつする。


　そんな都市の一角で。





　──おはようアルヴィル、そちらはどう？





　誰だれかが、くすりと微笑ほほえんだ。


　性せい別べつの区別のつかない中性的な声。そしてその声を発した人物もまた、少年なのか少女なのか区別のつかない容よう姿しだった。


　端たん整せいでやわらかい顔だちに、憂うれいをおびたように揺ゆれる黒こく瞳どう。身長も、背せの高い少女とも言えるし少年と言っても通じるだろう。ほっそりとした身体からだつきが、葡ぶ萄どう色いろをさらに濃こくした深ふか紫むらさき色いろの外套ローブごしにも感じられる。


「よかった、テシエラとファウマと合流できたんだね。──うん、わかった。ここで待ってるから早くおいで。でもあんまり無理して急がなくてもいいよ。え、急ぐのか急がないのかハッキリしろって？」


　独ひとり言、そうとしか思えない会話を一人で続けるその人物。


　それは傍はた目めに幼おさない口調ながらも、まるで幾いく百ひやく年ねんを生きた大たい樹じゆのような、漠ばく々ばくたる閑しずけさを感じさせる声だった。


「ふふ、そうだね、それなら三人のペースで来てくれれば構かまわない。そこまで急ぐことじゃないから」


　大都市の公道、それも人が行きかう交差点の中央部。そこにただ一人、時の流れからも忘わすれられたかのように、その黒くろ法ほう師しはぼんやりと立っていた。


　薄うす暗ぐらい双そう眸ぼうに、感情を映うつさない奇き妙みような笑みを浮うかべたままで。


「そうだ、あえて言えば列車はやめた方がいいよ。歩いてくるか、ファウマかテシエラに頼たのんで名めい詠えい生物を詠よんでもらうかのどちらかがいい。……なぜかって？　うん、なんとなくだよ。そうそう、今アルヴィルがいるのはアシエン共住区だよね」


　独り言のように呟つぶやくその人物に、周囲の通行人はまるで顔を向けることがなかった。


　公道の真ん中に障しよう害がい物ぶつのように立っている。それなのに、通行人はその人物に衝突することはおろか、まるでその存そん在ざいに気づかぬように誰だれもが避よけてとおっていく。


　その存在に目を向ける者はない。


　その存在に肩かたを触ふれる者もいない。


　その人物は、ただひっそりとその場に佇立していた。


「そこの区く域いき一帯なんだけど、もうじき列車故こ障しようが起きる。修しゆう理りにかかる時間はおよそ二日。運行まではさらに七時間。それだけ待つのは面めん倒どうでしょ。だから足で次の駅舎ステーシヨンまで行って、そこから列車でおいで。……え、なんでそんなのわかるのかって？　ふふ、そんな気がするだけ。本当に勘かんでしかないけれど、たぶんそうなるはずだよ」


　くすりと、その人物がわずかに表ひよう情じようをやわらげた。


「あはは、まあそう言わずに。いいじゃない、この季節なら散歩も悪くない。あとはファウマの体調にだけ気をつけてあげて。それじゃ、また何かあれば」


　独り言、そうとしか思えない会話が終わる。


　と思いきや、外套ローブをひるがえし、シャオは視し線せんを頭上へと持ちあげた。


「──さて、ようやくか」


　まるで頭上の空を抱だきよせるように両手を広げる。


「ネイト、君もここにやってくるのでしょう？　まだ会ったこともないけど、それだけははっきりと感じるよ。だからおいで……早く……もっと早く」


　頭上を見上げたまま目をつむる。そんなシャオの口元には微び笑しようがあった。無む垢くな、生まれたての子こ供どものような。母親に抱ほう擁ようされる赤子のような微笑が。


「ネイト、そしてクルーエルがここに集つどう。そう、集うことが鍵かぎとなる。真しん言ごんに目覚めた二人がこの地のミクヴァ鱗りん片ぺんに接せつ触しよくすることで、ようやく〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉への扉とびらは開かれる」


　唇くちびるに右手の指先をあて、口元を隠かくすような仕草をつくる。が、それはあくまで仕草だけ。クスクスと、隠しきれない笑い声が指先の隙すき間まからこぼれ落ちていた。


「ねえ、ネイト。君もじき〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の声を聴きき、名めい詠えい式しきのもう一つの素す顔がおを知ることになる。全すべてを知った時、君はそれを受け入れる？　それとも対たい峙じする？　……君の旋律こたえが楽しみだ」


　はかなげな双眸に微笑をたたえたまま、道の端はしぞいに並ぶ建物に顔を向ける。


　色いろ褪あせた建物の陰かげに隠れる子こ猫ねこが一匹ぴき。


「やあ、キミも一人ぼっちなの？」


　まるで言葉が通じたかのように、じっとして動かなかった子猫が建物の陰かげから現あらわれる。通行人に踏まれぬよう子猫を抱きかかえ、シャオはにこりと微笑んだ。


「そう……それなら、しばらく話し相手になってくれるかな？」





　その三時間後。


　大都市エンジュから遥はるかに離はなれたアシエン共住区一帯を走る大陸鉄道にて、整せい備び不良の車両が大量に見つかる事故が起きることをまだ誰も知らない。


　修理から運行までかかった時間は、ちょうど二日と七時間だった。




　一奏『予覚』
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　蒼あおみがかった灰はい褐かつ色しよくの風。


　吐はく息が白くにごり、それもまた風に吹ふかれて千々に消えていく。足あし下もとの草花も身をちぢめて堪たえしのんでいるような、無音をもたらす寒気。早朝特有の白い陽ひ射ざしは氷柱つららのように鋭するどく、優やさしいどころか痛いたいほどに眩まぶしい。


　凍こごえる冬の到とう来らいを予感させる、そんな早朝だった。


「……うー、やっぱ朝は寒いんだね。コート着てくれば良かった」


　寒気に身体からだをふるわせ、ネイトは目の前にそびえる駅舎ステーシヨンの門を見上げた。


　ネイト・イェレミーアス、神しん秘ぴ的な夜色の髪かみと瞳ひとみ。中ちゆう性せい的でやわらかな面おもだちに、ほっそりとした体たい格かくの少年だ。


『ネイト、ついこの前、冬服にしたから暖かいと言ってなかったか』


　その肩かたに留とまるのは、同じく夜色をしたトカゲだった。


　子こ猫ねこほどの大きさのある、人語を解かいするトカゲ──正しくは、ネイトの名めい詠えい式しきによって詠よびだされた名詠生物である。


「だって、朝こんなに冷えるなんて思ってなかったんだもん」


　ネイトが着ているのは学園指定の制せい服ふくだ。白を基き調ちようとした細身の設せつ計けいに、襟えりと袖そでには名詠式の専せん攻こう色を示しめす黒の一本線。半袖の夏服と対照的にこの冬服は長袖、生き地じも厚あつめになっている。が、それでも寒いものは寒いのだ。


『まったく、ならばさっさと駅舎ステーシヨンに入ればよかろう』


「そ、そうだね。中に入れば風も少しは防ふせげるし」


　リア・ナクタ。ネイトの通う名詠学校トレミア・アカデミーから最も近い駅舎ステーシヨンである。


　最も寄よりといっても徒と歩ほで優ゆうに半時間。吹きさらしの丘を延えん々えんと歩いてきたせいで、身体が骨ほねの髄ずいまで凍えてしまった。


「……ええと、ケルベルク行きは七番ラインだっけ」


　手にしたチケットを凝ぎよう視ししたまま駅舎ステーシヨンへ。


　リア・ナクタの駅舎ステーシヨンはトンネル形。列車が走る線路の一部を、耐たい雨う用の塗と料りようが塗ぬられた石いし造づくりの両りよう壁かべと天てん井じようが覆おおう。列車の進路は風がとおりぬけるため外気の遮しや断だんは不完全。しかし列車を待つ人の吐と息いきで、駅構こう内ないはわずかに暖かかった。


『しかし唐とう突とつな招しよう待たいだったな』


「明日の朝一番の列車でケルベルクまで来い、だもん。僕ぼく、今日の実験楽しみだったんだけどな……クルーエルさんともペアの約束してたし」


　肩から身を乗りだすアーマ。その頭を軽くなでてやり、ネイトはがっくりと肩を落とした。そう、事の発ほつ端たんは昨日の深夜。とある人物からの突然の連れん絡らくだ。


『小こ娘むすめに今日のことは？』


「ううん、だってそんな時間もなかったし」


　アーマがばさりと翼つばさを広げるのにあわせ、ネイトは首を小さく横にふった。


「でもね、ケルベルクの方から学校に連絡はしてくれるんだって」


『そんな遠回りなことをせずとも、あの小娘に昨夜のうちに伝えておけば良かったではないか』


「……そんなことしたら変な勘かん違ちがいされちゃうよ」


　クルーエルが住んでいるのは学園の女子寮りよう。就しゆう寝しん時間も決められ、その後の訪ほう問もん・外出は特別な事じ情じようがないかぎり許ゆるされない。誰もが寝ね静しずまった時じ刻こく、そんな女子寮に男子生徒ネイトが訪おとずれたなんてことが知られたら大おお騒さわぎだ。


「でも学校のことはなんとかなるよ。クルーエルさんだって、帰ってから説明すればきっと許ゆるしてくれるもん」


『まあ、それはそうかもしれんがな』


　三日月のような細い瞳どう孔こうをいっそう細め、苦く笑しようするようにアーマがうなずく。当人に自覚はないのかもしれないが、その仕草が妙みように人間くさくて面おも白しろい。


『さしあたって今は、目の前のことを先に片かたづけるということか』


「うん、やっぱり気になるからね」


　……いったいどうしたんだろう。こんな突然に呼よばれるなんて。


　ケルベルク。その駅名は、かの地に拠きよ点てんを置く一大研究機関の名に由ゆ来らいしている。


　大陸各所に施し設せつをかまえる大陸有数の研究所。そしてネイトを呼んだ人物は外でもない、ケルベルク研究所を統とう括かつする人物だった。





〝少年ネイト、お前に見せたいものがある。明日一番の列車でケルベルクここに来い〟





　──どうしたんだろ、こんな急に。


　過か去ことある事じ件けんがきっかけで出会い、ネイトもその相手とは面めん識しきがある。だがなぜ今、ここまで唐突に呼ばれる必要があるのか。


　……気になるもんね、やっぱり。


『そろそろ出発の時間か？』


「うん、行くよアーマ」


　肩先のアーマを従したがえ、ネイトは黒くろ塗ぬりの列車へと歩いていった。
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　大陸辺へん境きようの地にありながら、生徒数千五百人を数える大だい規き模ぼな専せん修しゆう学校。それがトレミア・アカデミーである。


　名詠式と呼ばれる特とく殊しゆ技ぎ法ほうを学ぶための学園であり、そのための施設や教育水すい準じゆんも大陸中央部の名門校に劣おとらない。辺境という欠点を逆ぎやくにいかした広大な敷しき地ちには、自然豊ゆたかな山林までもがそのままの姿すがたで残っている。


　秋から冬へ。


　笛のようなかん高い音を立て寒風が校こう舎しやをよぎる中、賑にぎわいをみせているのが二年生校舎の先にある喫きつ茶さ店てんだった。空調のきいた暖かな室内、バイキング形式のケーキと淹いれたての紅こう茶ちやの香かおりが漂ただよう店内。放課後は生徒から教きよう師しまでわけへだてなく賑わう場所だ。


　そんな喫茶店の片かた隅すみで──


「……あー、もう、びっくりした」


　左手で胸むねをおさえ、クルーエルは友人の待つテーブルに腰こしかけた。


　クルーエル・ソフィネット。陽ひに輝かがやく緋ひ色の長ちよう髪はつにすらりとした長身。深い青あお紫むらさきながら冷たい印象をあたえない優やさしげな双そう眸ぼう、端たん整せいな顔だちが特とく徴ちようの少女だ。


「あはは。ね、あたしの言ったとおりでしょ！」


　テーブルの対面に座すわるミオが可お笑かしそうに肩かたを震ふるわせる。


　癖くせのある金髪に愛らしい童顔のミオ・レンティア。クルーエルと同じ十六歳さい、高等部ハイスクールで学ぶ一年生だが、その童顔と小こ柄がらな体たい格かくゆえ中等部ミドルスクールの生徒と間ま違ちがわれることもある少女である。


「だっていきなりすぎるよ……わたし、てっきり部活の勧かん誘ゆうかと思ってたのに」


　早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうはまだしばらく鎮しずまりそうにない。溜ため息いき一つ、クルーエルはテーブルのティーカップを手に取った。


「で、クルル、さっきの人はなんて言ってきたの」


「え、それはダメだよ。あの人に悪いもん」


　カップのふちを指先でなぞりつつ首を横に振ふる。


　それは、クルーエルがミオと喫茶店に入る直前のことだった。顔も知らぬ他クラスの男子生徒に声をかけられたのがきっかけである。


　何やら顔を真っ赤にした男子生徒に呼ばれたと思えば……


「──ああ、やっぱりだめ。恥はずかしすぎるもん！　こんなの人に言えないよ！」


　消え入りそうな声を上げ、クルーエルは顔を隠かくすようにティーカップを持ちあげた。


　しかしその一方、ミオはますます嬉うれしそうにテーブルから身体からだを乗りだして。


「平気平気、あたし誰だれかに言いふらしたりしないってば」


「で……でも……」


「いいからいいから、おねーさんに相談してみなさいな。一人で恥ずかしがってないで、いっそ全部言っちゃえ言っちゃえ！」


「……ええと、廊ろう下かですれ違った時から……好きだったんです。どうか付きあって……くだ……さいって」


　付きあってください、そう大声で迫せまられたのだ。それも見知らぬ男子生徒から。


　あまりに突とつ然ぜんのこと、最初の数秒は息すらできないくらい動どう揺ようしてしまった。


「で、うぶなクルルはあわてて逃にげてきちゃったと」


「う、うん……」
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「ありゃりゃ、もったいないようなクルルらしいような」


　紅茶のカップをスプーンでかき回しつつ、ミオが苦く笑しようするようにはにかんだ。


「でもね、ちゃんとお返事はしたよ。気軽にお話しするくらいなら喜んでって」


「クルルってば、すぐ逃げてきちゃったら逆ぎやく効こう果かだよ。完全無欠に告白拒きよ否ひだもん」


「だって……知らない人からそんなこと言われても」


　中等部ミドルスクールの頃ころからいつもそうだ。どう返事をすればいいのかわからない。たとえばクラスメイトの男子からの告白。嫌きらいじゃないけれど、即そく座ざに付きあえるような仲でもないと思う相手にはどう答えればいいんだろう。


「あはは、まあクルルは入学当初から告白ぜめだったもんね。そういえばさ、一個こ上ですごくハンサムな先せん輩ぱいいたでしょ。あの人は？」


「ううん、同じだよ。だって名前も顔も知らない人だったから」


　クルーエルってば変わってるね、いつも男子からの告白断ことわってるけど嬉しくないの？　そんな質しつ問もんを、女子の友人から聞かれることがしばしばある。


「……わたし、まだよくわからないの」


　自分が変わっているとは思っていない。……だって恋れん愛あいって、互たがいに知り合った二人が同じ時間をすごすうち、少しずつ距きよ離りを詰つめていくはずのものだよね？


　それなのに、互いを知る前から「好きです」とはどういうことなんだろう。


「あたしはいいと思うけどなあ。好きです、が最後の結末じゃなくてきっかけだとしても素す敵てきじゃない。……ていうかクルルが贅ぜい沢たくすぎるの！　そんな理想的な恋愛なんて物語の中だけなんだから。だめだよ、もっとチャンスを活いかさないと！　あたしなんか、あたしなんかね、そんなチャンスそのものが────っ！」


　なぜか感かん極きわまった面おも持もちでテーブルを叩たたくミオ。怒おこりながらも泣きそうという、とにかく鬼き気き迫る表ひよう情じようだ。


「ご、ごめんねミオ……」


　無言の重じゆう圧あつにおされて思わずカップからも手を離はなす。と、思いのほかミオはすぐに普ふ段だんのにこやかな表情で。


「まあクルルはそれでいいと思うよ。気持ちもわからないでもないもん。でもそうなると該がい当とうするような男の子ってほとんど……ほとんど──」


　その言葉が途と中ちゆうで止まった。口を開けたまま、その視し線せんは何もない虚こ空くうでぴたりと停止。


　ミオの癖だ、何かを考えている時の。


「……ミオ？」


「そうそう！　ねえクルル、最近特にネイト君と仲いいよね？」


　ネイト？


　ミオの挙げた名に、クルーエルはぽかんと動きを止めた。


　ネイト・イェレミーアス、今年の夏休み直前に自分のクラスへ飛び級で転入してきた少年である。母の遺のこした夜色名めい詠えい式しきを完成させる。とにかくそのことに夢む中ちゆうで一いち途ずで、そのぶん周りが見えなくなってしまうことも。


　そんな危あぶなっかしさが放ほうっておけなくて、それとなく付きそっていたのがきっかけ。あれからもう数ヶ月。


「もう、何言ってるのミオってば。だってネイトは──」


　確たしかにネイトとは仲悪くないけど、それは割わりと前からだ。一いつ緒しよに名詠式の練習に付きあったり、実験でペアを組んだり。


「ううん、そうじゃないよ」


　ところがミオは机つくえに頰ほお杖づえをついたまま、にこやかに。


「クルルとネイト君が仲いいのは前からだけど、それはなんていうか、悪く言えばお姉さんと弟みたいな感じだったもん。最近はネイト君もうちとけて……んー、違う。イマイチうまく言えないけど、ほらこの前、クルルがネイト君と目を合わせた途と端たんさ、二人して恥ずかしそうに顔そらした時があったじゃない」


「……あれ、そんなことあった？」


　クルーエルにその覚えはない。でも、偶ぐう然ぜんに目が合うのはクラスメイトならあることだろう。たまたま顔をそらしてしまうことだって。


「先週のことだよ。あたしはそれがすごい印象的だったな。今までとは別の目で互いを見るようになったって感じで」


「そ、そんなことないよ！　だってわたしとネイトは単なる──」


　慌あわてて取り繕つくろおうとして、だけどその先が続かなかった。


　単なる、単なる、単なる……そんな言葉で済すませられるの？　本当に？


　夏のこと、競演会コンクールで五つ首の巨きよ大だいなヒドラが暴ぼう走そうした時。


　原げん因いん不明の高熱で自分が倒たおれ、空白名詠の浸しん透とう者しやに襲おそわれた時。


　そしてついこの前、昏こん睡すい状じよう態たいでケルベルク研究所へと運びこまれた時、誰より先に駆かけつけ、わたしの身を案じてくれていた。


　……うれしかった、ありがとう。


　お礼を言おうとするとネイトは恥ずかしがって逃にげるけど、それだけは今でも素す直なおにそう言える。


「ほらやっぱり！　黙だまっちゃうなんてクルルも案外自覚アリだね？」


「え、い、いやだなミオってば。ちょっと考え事してただけよ。確かにネイトと仲がいいのはそうかもしれないけど」


　単なるクラスメイトという関係でないとはクルーエルも思う。


　けれど弱ったことに、自分は今まで恋れん愛あいらしき恋愛をしたことがない。どこまでが友人でどこからが恋こい人びとなのか、その境きよう界かい線せんがわからないのだ。


「むぅ、クルルってば頑がん固こなんだから」


「だって、本当にそういうのわからないんだもん」


　すると目の前の友人は突とつ如じよ、とっておきの悪戯いたずらでも思いついたような含ふくみのある笑顔を浮かべてみせた。


「じゃあ逆にさ、もしネイト君から『好きです』って告白してきたらどうする？」


「……え？」


「あ、もちろん仮かりの話だよ。でもクルルとネイト君はまだ単なるオトモダチなんでしょ。さっきの人と同じで、やっぱり断ことわっちゃう？」


　……もしネイトに……付きあってくださいって言われたら……？


　文字どおり頭の中が真っ白に。しかし次の瞬しゆん間かんには、ネイトが夜色の双そう眸ぼうでじっと自分を見上げる光景が。


「ちょ、ちょっと待って！　いきなりそんなの──」


　ネイトがわたしに？　ど、どうしよう、心の準じゆん備びができてないよ。それにわたしとネイトはまだ知りあって半年くらいだし……でも、でもそういうのって時間の長さだけじゃないよね。確かにネイトのことは好きだけど、その好きっていうのは一緒にいて嬉しいっていうものだから……あ、あれ。でもそれなら十分好きってことなのかな。


「あれ、クルル？　クルル？」


　そ、それなら思いきってオーケイしちゃおうかな。でもすぐうなずくのも恥ずかしいし、一度ダメって断ったフリしてから……


「おーい、クルル？　聞こえてますかぁ？」


　え、えへへ。恋愛かぁ、楽しいのかな。


　二人で一緒にご飯食べたり、どこか遠くにピクニックにいったり。ううん、そんなことじゃなくても、ずっと一緒にいられるのなら──


「クルル、クルルってば！」


　……あ。あれ。


　気づけば、ミオが半分呆あきれたようなまなざしで。


「クルル、一人ですんごい嬉しそうな表ひよう情じようしてたけど」


「え、そ、そんなことないよ！」


　顔を真っ赤にして首と手を横に振るも、ミオはますます嬉しそうに。


「いいよいいよごまかさなくて、あたしは二人のこと応おう援えんしてるからね？」


「もう、そんなんじゃないってば！」


「あはは、そういうことにしてあげる」


　……ミオのばか。目でわかる。ミオは絶ぜつ対たい信じてくれてない。


「でもネイト君と言えばさ、今日お休みで残念だったね。せっかく前から張はりきって準備してた演えん習しゆうだったのに」


　ガラスごしに外を覗のぞきこみ、ミオが湯気の残るティーカップに口をつける。


「あ、そうなの。昨日も夜色名詠で新しいのができそうって張りきってたんだけどね」


　名詠式、それがこの学園でネイトやクルーエルが学んでいる特とく殊しゆ技ぎ術じゆつだ。


　自分が望むものを心に描えがき、自分の下へと招まねきよせる転てん移い術じゆつ。その術式の過か程ていで、詠よびだす対象の名前を賛さん美びし詠うたうことから、一いつ般ぱんに名詠式という名で広く認にん知ちされている。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　名詠式はこれら五色の音色からなりたち、その音色と同色のものを詠びだすことになる。


　クルーエルは赤、ミオは緑が専せん攻こう色。そしてネイトが、母親から受け継ついだ異い端たんの名詠、夜色名詠である。


「昨日もクルルと居い残のこりで頑がん張ばってたでしょ。無理しすぎて風か邪ぜでもひいたのかなって」


「……うん、そうじゃないといいんだけどね」


　テーブルの上に両りよう肘ひじを載せ、クルーエルはぼんやりとしたまなざしで宙ちゆうを見上げた。


　今日は朝からネイトは欠席扱あつかい。クラス担たん任にんのケイト教きよう師しが言うには欠席届とどけが出ているらしいが……


　と、ふと視し界かいの端はしに、見知った顔の友人が映うつった。


　短く切りそろえた亜あ麻ま色の髪かみに、猫ねこを思わせる悪戯っぽく大きな瞳ひとみ、日焼けした赤しやく銅どう色の肌はだが特とく徴ちよう的なボーイッシュな少女だ。その肩に、白布を幾いく重えにも巻まいた棒ぼう状じようの物体を担かついでいる。


「あれ、エイダ？」


「おいっす、クルーエルこんなとこにいたのか。ミオと一緒だっていうから図書館の方を探さがしちゃったよ」


　エイダ・ユン。専攻は白色名詠。クルーエルやミオのクラスメイトで、普ふ段だんから親しい友人の一人だ。鎗そう術じゆつ部という運動部に所しよ属ぞくしており、こんな寒い日にも半はん袖そでの運動着姿すがたというのはいかにも彼女らしい出でたちだ。


「うん、今日は寒いし、たまには喫きつ茶さ店てんで贅ぜい沢たくしたいなって」


　クルーエルが所属する護ご身しん部、ミオが所属するミステリー研究会は共に部室の改かい装そうで今週いっぱいが休み。放課後は二人でのんびりしていたというわけだ。


「もしかしてエイダも部活休みなの？」


「そだよ、でもケイト先生に呼ばれてさ。あとクルーエルも探して連れてこいだって」


　……わたしも？


「ほら、この前の小テスト。あたしら二人そろって点悪かったじゃん。その補ほ習しゆうかも」


「ふしぎだよね。クルルってば名詠の実じつ技ぎはすごいのに紙上ペーパー試験テストがダメだなんて」


　そろって腕うでを組むエイダとミオ。


「おかしいな、この前の小テストなら平へい均きん点よりちょっと低いくらいは取れたよ」


　クルーエルの返事に、今度はエイダが首をかしげる番だった。


「あれ、じゃあ赤点あたしとサージェスだけ？　それなら一緒に呼ばれる理由はそれじゃないか。まあ先生も怒おこってる雰ふん囲い気きじゃなかったし、お小言ではないとは思うけどさ」


　教師に呼びだされるようなやましい覚えはない。代わりに、これといって褒ほめられるようなこともなかったはず。


　……うーん、わからないなら行ってみるしかないのかな。


「ねえエイダ、それってすぐ終わりそう？」


「時間はかからないってさ。というわけでミオ、悪いけどちょっといいかな」


　席から立ち上がり、再ふたたびエイダが鎗やりを担ぐ。


「うん。ちょうど読みかけの本もあるし、ここで席取って待ってるよ」


「ごめんねミオ、じゃあちょっと行ってくるから」


　鞄かばんから厚あつめの小説を取りだすミオへ、クルーエルは小さく手を振った。





　　　　２





　ケルベルク研究機関、研究所本部。


　地平線が見えるほど広大な敷しき地ち、いくつもの巨きよ大だいな実験棟とうが建ち並ならぶ研究所である。


　鼠ねずみ色いろに似にた鈍にび色いろの建けん造ぞう物ぶつの峰みねは敷地外からもはっきりと目に映る。中でも敷地中央に位置する本部棟は地下二階、地上七階建て。この棟に専属する研究者だけで百人を優ゆうに上回るという。


　コッ、ッツ……


　小さな足音を響ひびかせ、ネイトは本部棟の階段を上がっていた。


『この先か』


「うん、サリナルヴァさんは副所長室にいますよって」


　一階の受付で名前を告げるや、まっすぐ最上階へ向かうよう告げられた。最上階に設もうけられた特別個室プライベートルーム。自分を呼んだ人間はそこに席をかまえているらしい。


『ネイト、寝ね床どこを開けろ』


　ふと、じっと肩かたに摑つかまっていたアーマが小こ刻きざみに身体からだをふるわせた。


　寝床とは自分が持っている通学用鞄のこと。名めい詠えい学校の生徒なら名詠生物は珍めずらしくないが、外出時にはアーマに隠かくれてもらうことになっている。


「え、でもサリナルヴァさんは平気だよ。もともと名詠式の研究所なんだから、アーマがいたって──」


『単に長話に興きよう味みがないだけだ。話に口を挟はさむ気もない』


　翼つばさと尾おを器用に折りたたみ、肩に留まっていた名詠生物が通学鞄に潜もぐりこむ。


「まあ……アーマがそれでいいって言うなら」


　心もち重量を増ました鞄を抱かかえ、ネイトは最後の一段を上りきった。


　眼がん前ぜんにそびえる平へい凡ぼんな扉とびら。ノックか、あるいは扉向こうに声をかけるか。ごく素そ朴ぼくな選せん択たくに費やした数秒間に。


「遠えん慮りよするな、さっさと入ってこい」


　見み透すかしたように、扉奥おくから聞き覚えのある声が伝わってきた。


「あ、は、はい。失礼します」


　一歩入ったその部屋は、ネイトが目を疑うたがうほど質しつ素そな空間だった。


　花か瓶びんも本ほん棚だなも、絨じゆう毯たんすらない。採さい光こう用の小こ窓まどが一つ、あとは部屋の大きさに合わせた机つくえが一つだけ。まるで思考をさえぎる不ふ純じゆん物ぶつを全すべて払はらいのけたような部屋だった。


「やあ少年、久ひさしぶりだな」


　そんな部屋に、自分を呼びだした人物は机に身体を預けるようにして立っていた。


「ふむ、少しは背せも伸のびたか？」


　好戦的、そんな表ひよう現げんが似に合あう瞳ひとみと鋭えい利りな顔だちの女じよ性せいだった。


　濃こ緑みどり色いろの髪かみは肩にかからない程てい度どに切りそろえ、羽は織おる白の研究服には一ひと筋すじの皺しわすら入っていない。黒の上着にパンツという色しき彩さいに欠けた服装の中、真しん紅くのハイヒールだけがくっきりと目だつ。


　サリナルヴァ・エンドコート──歳としは三十代なかばにもいたっていないが、この若わかき女性研究者こそが、ここケルベルク研究所の実じつ質しつ的な統とう括かつをになう責せき任にん者しやである。


「お久しぶりです、この前はありがとうございました」


　鞄を小こ脇わきにかかえネイトは小さく会え釈しやくした。


　二ヶ月ほど前のこと。原げん因いん不明の高熱でクルーエルが倒たおれた時、研究所の専せん門もん医いと医い療りよう施し設せつを提てい供きようすることを提てい示じしてくれたのが彼女だった。


「済すんだことだ、礼はもう十分。お前の夜色名詠を間近で見られたことは私としても価か値ちある経けい験けんだったからな。お互たがい様だ」


　サリナルヴァがにやりと唇くちびるをつり上げる。女性らしからぬ豪ごう放ほうな笑顔だが、それでも品を落とした感じはしない。いっそ清すが々すがしいほど快かい活かつな表情だ。


「ところで、すまなかったな。昨日の深夜に突とつ然ぜん押おしかけて」


「……あれはちょっとびっくりしました」


　腕うで組ぐみする彼女の前、苦く笑しようの面おも持もちでネイトは正直にうなずいた。


　昨日の深夜、床とこにつこうと思っていた矢先、男子寮りようにある自分の部屋に小さな物音。目を開けてみれば、光こう沢たくある緑の翼を広げた小鳥が窓まど枠わくにしがみついていた。


「音おん響きよう鳥ちようがいきなり僕ぼくの部屋に来るんだもん。いったい誰だれだろうって思ったらサリナルヴァさんの声だったから」


　音響鳥とは緑色名詠に属する名詠生物だ。その広げた翼がアンテナの役やく割わりを果たし、遠えん距きよ離りとの通話を可か能のうにする。


「でもどうしたんです、こんな突然にケルベルクまで来いって」


「ああ、だが本題に入る前にだな──」


　研究服のポケットから地図を取りだし、サリナルヴァが机の上にざっと広げてみせる。


　大陸北部よりの山脈ぞいに打たれた黒点、これはトレミア・アカデミーだろう。そこから南西に鉄道らしき線が引かれ、その途と中ちゆうにもまた黒点。これがこのケルベルクのはず。


　しかしもう一点、大陸のほぼ中央に位置する箇か所しよにも同様に点が打たれていた。


「トレミアに転入する前まで、お前は大陸各所を回っていたらしいな。となればエンジュには行ったことがあるか」


「エンジュって、あの凱がい旋せん都市ですか？」


　凱旋都市エンジュ。大陸中央部に位置する、大陸でも特に巨きよ大だいな都市の一つのはず。


　巨大な建けん造ぞう物ぶつに華はなやかな露ろ店てんでにぎわう都市。名めい詠えい士しを支し援えんする協会や資し格かく試験を受ける会場、名だたる名詠専門校が軒のきを連ねる都市でもあると聞いている。


　そして何より凱エ旋ン都ジ市ユには、名詠士が力量を競きそいあう競闘宮コロセウムが象しよう徴ちようとして存そん在ざいする。


「そこを訪たずねたことは？」


「いえ、母さんと一緒に回ったのは大たい抵ていが大陸の端はしっこですから」


　相あい槌づちの代わり、サリナルヴァが小さく咳せき払ばらい。


「なるほどな。ところでものは相談だが少年、エンジュに行く気はないか」


「え？」


「いきなりで話が見えないと思う、順を追って説明しよう。〈孵石エツグ〉についてといえば、まず何を思いだす」


　にわかに室内の空気が一変した。


　なごやかなものから棘とげのように肌はだを突つき刺さす緊きん張ちよう感へ。


　──忘わすれるわけがない。


　夏の競演会コンクールでの暴ぼう発はつ事じ故こ。灰はい色いろ名詠の詠うたい手ミシュダルの詠よびだした敗者の王ラステイハイト。名詠生物によるこれら暴走事じ件けんの元げん凶きようが、〈孵石エツグ〉と呼ばれる卵たまご形がたの触媒カタリストだった。


「……思いあたるものが多すぎて、逆に何から言っていいか」


　表情が強こわばっているのが自分でもわかる。過か去この出来事、そう片かたづけるにはあまりに新しく、そして悪あく夢むのような出来事だった。


「そうだな。しかし今回は今までのような人的なものでなく、どうも〈孵石エツグ〉そのものに関して事じ態たいが動いているらしい」


〈孵石エツグ〉をつけ狙ねらうミシュダルの捕ほ縛ばく後、サリナルヴァが今も〈孵石エツグ〉の解かい析せきに取り組んでいるとはネイトも聞いていた。そもそも〈孵石エツグ〉の内部に入っている物体が何なのか。その正体すらいまだ突きとめられていないのだから。


「それって、何か新しい解かい析せき結果が出たんですか？」


「〈孵石エツグ〉の内部に封ふうされている本当の触媒カタリスト。それは鱗うろこ状じようの紋もん様ようがついた光こう沢たくある石だというのは、〈孵石エツグ〉の外がい殻かくを分解して判はん明めいした。しかしそれがここ最近、まるで生物のように胎たい動どうを繰くり返すという現象が確かく認にんされている」


　──ただの石が、生き物のように動きだす？


「ま、これは実物を見せた方が早いな」


　引き出しから黒い小箱を取りだす彼女。細長い銀の鎖くさりが幾いく重えにも巻まかれ、専せん用ようの鍵かぎがなければ開かない仕し掛かけになっている。


「あ……」


　その小箱には見覚えがあった。凍こごえるような雪が降ふり積もる北部の山やま沿ぞい、城じよう下か街まちフェルン。そこで、それと同じ箱を確たしかに見た。


「サリナルヴァさん、僕、それ見たことあります」


「ほう、それは初耳だな。……カインツか？」


「はい。少し前にフェルンていう北部の街を訪ねた時があったんです。その時にカインツさんから見せてもらいました。その箱と中身」


　あれ以来彼からの連れん絡らくはない。それゆえネイト自身、あれから事態は進しん展てんしていないと思いこんでいたのだが。


「なるほど、こいつの中身を見たなら話が早いな。で、実じつ際さいに見てどうだった」


　黒い小箱を机き上じように置き、再度サリナルヴァが腕うでを組む。


「……本当に動いてました。ドクンドクンて、なんか脈打つような感じで」


　今思いおこしても気味が悪い。乳にゆう白はく色しよくをした白い石のはずが、まるで生き物の鱗のような模も様ようがついていて、それが胎動のような収しゆう縮しゆくを繰り返すのだ。驚おどろきより先、言いようもない不気味さに全身が怖おぞ気けだった。


「そうだ。それも一つだけではない。各地の研究所で保ほ管かんされている破は片へん全すべてにこの現象が起きている。さて、これを踏ふまえた上で本題に入るが──」


　眼がん下かの地図、大陸中央部に打たれた黒点を彼女が見下ろす。


「先日、凱旋都市エンジュの自治機関が会見を開いた。どうもエンジュの名詠研究グループが、どんな名詠色にも、そして何度でも使用可能な触媒カタリストを発見したらしくてな」


　触媒カタリスト、それは名詠式の際に必須となる物質だ。


　触媒カタリストとなる物質の条じよう件けんはたった一つ、詠びまねく対象と同色であること。この同色の光の波長を共通項こうとし、名詠対象を詠ぶことが可能となる。たとえば赤色名詠によって赤い花を詠ぶ時には、赤い絵の具や色紙などが必要というわけだ。
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「この触媒カタリストだが、実物はいまだ明らかにされてない。しかしエンジュの自治機関が前もって告知している部分から推すい測そくするに、それが〈孵石エツグ〉の内部に封されていた触媒カタリストと同じである可能性が高い」


　同じだとすれば、エンジュ自治機関が保管している触媒カタリストも胎動しているはず。


　しかし一つ気にかかるのは──


「でもエンジュの公表だと、何度でも使用できる触媒カタリストだって謳うたってるんですよね。それが本当なら、エンジュのは〈孵石エツグ〉と違ちがう気がするんですけど」


　ネイトの知る〈孵石エツグ〉の効こう果かは、名めい詠えい五色全すべてに使用が可能というもの。触媒カタリストとしての性能は高いが、名詠に使用できるのは一度きりのはず。


「そのとおり。しかしだとすればケルベルク私たちが保管しているサンプルと何が違うのか、私が気にかけているのがその点だ」


　テーブルの隅すみに置いてあったコップで喉のどを湿しめらせ、サリナルヴァが先を続ける。


「触媒カタリストの管理はエンジュ自治機関が統とう制せいしているため、名詠士の組そ織しきでは関かん与よしづらい。自治機関としてはその触媒カタリストで話題を作り、内外の注目を集めたいというところだろうな。しかし少年も知ってのとおり、もしそれが〈孵石エツグ〉と同じ触媒カタリストであれば、安あん易いな管理や使用は火に油をそそぐ行こう為いに等しい」


　競演会コンクール、そしてケルベルク研究所支部と同じ名詠暴ぼう走そう事じ故こ。あまりに強力すぎる触媒カタリストゆえの悲ひ惨さんな事故。それがエンジュほどの大都市で起きればどうなるか。


「……何となくわかってきました」


　頰ほおを冷たい汗あせが流れていく。エンジュで何が起きると予想されるのか、そして自分がなぜ呼ばれたのか。今までの流れを素す直なおに読めば察しがつく。


「そういうことだな。幸か不幸か、トレミアの教きよう師しやウチの研究者の誰より、お前やクルーエルは〈孵石エツグ〉の暴走事件に出くわしてきた。もしエンジュで何かが起きる予兆があれば、それを誰より先に感知することができる可能性が高い」


　つまり、エンジュでの名詠暴走が起きるのを未然に防ふせぐという依い頼らい。


　……僕にそんな大役が。


　いや、まず気にするべきは、なにげなくサリナルヴァが口にした彼女の名前。


「さっきクルーエルさんの名前が出ましたけど、それって──」


　言葉の端はしを嚙かみつぶし、ネイトはじっと目の前の彼女を見つめた。


「ああ、クルーエルとエイダにはゼア学園長から経いき緯さつを説明する手て筈はずになっている。あの二人もまた、お前と同じ依頼を説明されているはずだ」
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　トレミア・アカデミー、学園長室にて。


「でも、わたしたちまだ名詠学校の一年生です」


　ひっそりと静まりかえった部屋に、クルーエルの緊きん張ちよう混まじりの声がこだました。


　──わたしが呼ばれた理由、そういうことだったんだ。


　前まえ髪がみを振ふり払はらう仕草で、クルーエルは額ひたいに付着した小こ粒つぶの汗あせをぬぐった。


　エイダと共に、ケイト教きよう師しに案内された先は学園長室。そこで聞かされた話が、凱がい旋せん都市エンジュへの遠えん征せい依頼だった。


「いくら適てき任にんだからって、そんな危き険けんなこと……」


　名詠生物の暴走の危険性が前もってわかっている時、その抑おさえとして配置されるのは熟じゆく練れんの技ぎ量りようを持つ名詠士。名詠士の資し格かくを持っていたとしても新人には決して依頼されない任にん務むだ。それを、単なる一生徒が任まかされるなんて。


「そのとおりだ。正直言うと、ワシも当初は反対したよ。だがサリナルヴァ殿どのは君たちを高く評ひよう価かしているようでな。その信しん頼らいの高さゆえ今回の件ということなのだろう。エイダ君は祓名民ジルシエとして、クルーエル君の名詠にかんしても……ワシがいまさら言うまでもないだろう」


　中央のソファに座すわる老人が低く喉を鳴らす。


　ゼア・ロードフィル。トレミア・アカデミーの学園長をつとめる人物だ。自身が著ちよ名めいな名詠士であり、その発言力はいまだ健けん在ざいだという。


「ふーん、まあ信頼してくれるってのはありがたいけどさ、体面上はどうなの？　あたしらみたいな生徒がそんな大役持ってエンジュに来ましたなんてまず信じてもらえないし、逆ぎやくに信じられたら信じられたで大おお事ごとになるよ」


　鎗やりを抱かかえたままエイダが視線を細める。


「そうだな、もし他人に知られれば学園内外問わず批ひ判はんの声が集まるだろう。だからこそ、表向きの用件を用意した」


「表向き？」


「うむ、エンジュにある競闘宮コロセウムについては知っておるかな」


　競闘宮コロセウムについてはクルーエルも聞き覚えがあった。いや、たとえ名詠士でなくても大たい概がいの者なら名前だけは聞いたことがあるだろう。


「たしか、名詠士が戦う場所ですよね」


「その言い方ではちと語ご弊へいがあるが……まあ端たん的に言えば間ま違ちがってはおらんか。もう何十年昔のことになるが、ワシも血気盛さかんな頃ころに競闘宮コロセウムで腕うでを磨みがいていた時期があってな。その頃に作ったツテは今もある。まあその結果、競闘宮コロセウムで行われる行事にはよく声がかかる。そしてその中に、名詠校の生徒による模も擬ぎ決けつ闘とうの大会があるわけだ。トレミアも観戦にこないかと実は毎年誘さそわれておる。今までは丁てい重ちように断ことわってきたがな」


　決闘とは名めい詠えい式しきによる勝負の一種だ。互たがいに攻こう撃げき的な名詠生物を詠よびあい、実戦さながらに実力を競いあう。場合によっては事故につながることもあり、トレミア・アカデミーでは校こう則そくで禁きん止しされている。


　そのはずが、学生同士の決闘大会？


「そんなのがあるんですか。わたしそういうの全然知らなくて」


「トレミアのカリキュラムには存そん在ざいしないわ。地ち域いきごとに名詠学校の生徒の気質も違うし、どんな名詠士になりたいかで受けるべき講こう義ぎも変わる。ただ大陸中央部は昔からの名残なごりで、模擬決闘の講義に力を入れている名詠校が多いというのは事実だけれど」


　クルーエルの疑ぎ問もんに答えたのはクラス担たん任にんのケイト教きよう師しだった。


「その触媒カタリストの披ひ露ろう会かいと日を重ね、名詠校の生徒による模擬決闘の大会がエンジュで行われるわ。その見学校としてトレミアも参加することにするの」


　……そっか、それがトレミア生徒が凱エ旋ン都ジ市ユにおもむく表向きの理由なのね。


　触媒カタリスト披露会の日につ程ていを学生決闘と重ねることで、エンジュとしてはいっそう注目を集めやすくなる。それを逆さか手てにとって口実を作るというわけだ。


「君たちに当地で頼むことは、何も触媒カタリストの暴ぼう走そうを止めることではない。エンジュの披露会に参加し、その触媒カタリストが〈孵石エツグ〉とどう違うのかを見てほしい。その時に何か変わっていると思う点があれば報ほう告こくしてもらうだけだ」


「ということは、報告相手は学園長ですか？」


　すると老人は顎あご下したの髭ひげをなでながら。


「いや、〈イ短調〉つながりということで、サリナルヴァが大ネ特シ異リ点スと歌后姫シヤンテの二人をエンジュに待機させているらしい。君たちは当地で二人と合流することになるな」


〈イ短調〉──虹にじ色いろ名詠士カインツやサリナルヴァを擁ようする、わずか十一人の会合である。


　会合の存在そのものが滅めつ多たに表舞ぶ台たいに出ないため、それを知る者は少ない。しかしメンバーの誰だれもが皆、特定の分野における希き代たいの専門家スペシヤリストであり、それを知る者からは異い端たん者しやの長ちよう──転じ、音楽の調性の一つである〈イ短調〉と称しようされる。


　ネシリス、シャンテ。


　名詠士間での知名度ならば虹色名詠士カインツにも匹ひつ敵てきするであろう、大陸全土をも代表する名詠士二人。その二人もまた〈イ短調〉の人員メンバーであるという。


「なるほど。エンジュの触媒カタリストが暴走した時は、あの二人が沈静化めんどうごとを担当してくれるってわけだ。サリナにしては珍めずらしく準じゆん備びがいいね」


〈イ短調〉のメンバーと面めん識しきのあるエイダが片かた目めをつむる。エイダのその表情から読むに、彼女はその二人を相当に信しん頼らいしているのだろう。


「しかしこれだけやってもなお、万ばん全ぜんとは言いがたい。君たちは我わが校の生徒、ワシとしても生徒をみすみす危き険けんな目に遭あわせるつもりはない。断ってくれてもかまわないが」


「考える時間は今日だけ？　きっついなあ」


　額ひたいに手をあてて渋じゆう面めんをつくるエイダに、老人が小さく苦く笑しようする。


「エンジュ自治機関の発表があまりに急だったのでな、それに対する対たい応おう策さくや根回しに、さんざん手を焼かされた結果だと思ってくれ。まあ、明日の朝までに決めてもらえればかまわんよ」


「いやぁ、まあ、頼まれたんならあたしは行くけどさ。だけどクルーエルは？」


　エイダの視し線せんを受けてクルーエルは宙ちゆうを仰あおいだ。エイダだけではない、学園長、それに担任のケイト教師。皆みんなの視線をはっきりと肌はだに感じる。


　こくんと一度息を呑のみ、クルーエルは顔を持ちあげた。


「……ごめんなさい。わたし、そういうのやっぱりだめなんです。怖こわいし、自分に何ができるかもまだわからないから」


　赤色名詠に関して、自分がある種の異様な素養を持っている──周囲からそう評ひよう価かされていることは知っている。だけどそれが役に立つかは別の問題だ。


「特に、今回は行ったこともない場所なんですよね。知らない場所で知らない人たちに囲まれて、期待された役やく割わりを果たせるのかなって。正直、自信ないから」


　……そう、自信はない。だけど。


　厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きのたちこめる部屋。張はりつめた空気の中、一人大きく息をはく。


　とくんとくんと、小さく鼓こ動どうする胸むねの音を確たしかめながら。


「だけど、ネイトが行くならわたしも行きます」


　自信がなくても頑がん張ばることはできるかもしれない。今までずっと一いつ緒しよだったんだから、彼が行くというのならついていきたいから。


「なるほど。ではそのようにサリナルヴァ殿どのにも報告するとしよう。あとは──」


　窓まどの外を無言で見つめる学園長、そしてケイト教師。


　そう、あとはネイトがどうするか。
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「さて、どうする。今まではお前が了りよう承しようすることを前ぜん提ていで話しているが、断ることもまた少年の自由だ」


　凱がい旋せん都市エンジュで行われる触媒カタリストの披ひ露ろう会かい。そこに参加し、触媒カタリストが暴走する気配を感じたら即そく座ざに披露会を中止させる。受けるも断るも自分の自由。


　告げられた内ない容ようを脳のう裏りで整理し、ネイトはぼんやりと床ゆかを見つめた。


「このお話って、クルーエルさんとエイダさんも聞かされてるんですよね」


「ああ、ちょうど今いま頃ごろゼア学園長から聞かされているかもしれないな」


　一つだけ腑ふに落ちないことがあった。昨日の夜から今日の朝出発するまで、さらにはここで説明を聞いてもわからないことが一つだけ。


「ええと、教えてくれませんか。クルーエルさんたちに同じ説明を学園長がしてるなら、どうして僕ぼくだけケルベルクに呼よばれたのかなって」


　自分の男子寮りようとクルーエルたちの女子寮は同じ学園敷しき地ち内。音おん響きよう鳥ちようをよこすのはできたはず。なぜ自分だけがこうしてサリナルヴァから直ちよく接せつ説明を。


「なるほど。……なあ少年。お前もしかして、自分を過か小しよう評価し過すぎていないか」


　サリナルヴァからの返事は、挑ちよう戦せん的な笑みだった。


「それ、どういうことですか」


「いやいや、私はこう見えてお前を高く評価しているんだがな。空白名詠の浸しん透とう者しやを単身で倒たおしたこと、そして灰はい色いろ名めい詠えいの真しん精せい敗者の王ラステイハイトとミシュダルを抑おさえたこと。むしろ周りの評価が低すぎるといっても過か言ごんではない」


　──空白名詠？


　サリナルヴァの口を突ついて出た言葉に、ネイトは内心眉まゆをひそめた。


「言ったはずだ、ここまではお前が了承することを前提で話していると」


　カツッ。硬かたい音を立てて響ひびき渡わたるハイヒールの音。鉄てつ製せいの靴くつ底ぞこでその場の床を小さく叩たたき、計画の発起者は淀よどみなくそう告げた。


「『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。既き存そん五色のどれにもあてはまらぬ異い端たんの名詠色である、お前の夜色名詠。しかしこれは、お前の母親が構こう築ちくしたという意味では十年以上も前から存在していたとも言える」


「……はい」


「だがつい二ヶ月前、お前も覚えているだろうが、さらに空白名詠という新たな異端色が確かく認にんされた。まるで歴史上に確認されていなかった全くの未知なる名詠式としてな」


　その詠うたい手はシャオと名乗る謎なぞの人物。


　年ねん齢れい性せい別べつはおろか、敵てきか味方か、その目的すら未知。


「まるで情報がない空白名詠。唯ゆい一いつわかっているのは、その名詠生物に対たい抗こうできるのは同じ異端色たる夜色名詠のみということだ。……空白名詠の真しん精せいアマリリスとやらを宿したクルーエルも可か能のうかもしれんが、空白名詠そのものが未知である以上、不リ安ス定クが過ぎる。確かく実じつなのはお前だけだ」


〈孵石エツグ〉の話題の陰かげに隠かくれるようにして蠢うごめく、空白名詠とその詠い手シャオ。


　目的こそわからないが、何かが起きつつあるのは間違いない。


「事じ態たいの進しん展てんによってはお前が軸じくとなって回ることになる。だからこそお前の意見が聞きたかった。もしお前が今回の依い頼らいを受けないというのなら、クルーエルとエイダにも参加させる気はない」


　……そういうことだったんだ。


　自分だけを呼びよせたのは、サリナルヴァ自らその答えを確かめたかったから。


「お前の答えを聞かなくては話が進まない。しかしこの場にクルーエルとエイダがいたらどうだった？　もし二人が行こうと言ったなら、お前も場の流れで行くと言ってしまったんじゃないか。他ひ人と任まかせという意味でなく、二人を行かせて自分だけが行かないというのはお前の性せい格かくが許ゆるさなかったはずだ」


　逆ぎやくも然しかり。もしこの場で二人が行くなと口をそろえて言えば、自分も気持ちが揺ゆらいでしまったかもわからない。


「少年、私はな、お前自身の決意が聞きたいんだ。何もこの件けんにかぎらず──お前は他人を信じるあまり相対的に自身を過小評ひよう価かしているようだが、もうそろそろ自分を信じてみても悪くない」


　口早に告げ、サリナルヴァがふっと表情をやわらげる。


「と、私は思うんだが。どうかな」


「……はい」


　ふしぎな感覚だった。明確に何かを褒ほめられたわけじゃないのに嬉うれしい。


〝わたしも、キミに頼たよって良いかな〟


　かつてクルーエルからそう言われたのと同じ。力がわいてくる言葉。


　自分と、自分の夜色名詠を信しん頼らいしてくれる人がいる。このケルベルクに、そしてトレミア・アカデミーに。


「僕は──」





　　　　３





　ケルベルク研究所本ほん部ぶ棟とう、仮か眠みん室しつ。


『それで、その都市に行くことにしたわけか』


「うん」


　サリナルヴァからあてがわれたベッドに仰あお向むけになったまま、枕まくら元もとで翼つばさを広げるアーマの問いにネイトはうなずいた。


　明日早朝の列車でトレミアに戻もどる。その日いっぱいで荷に造づくりを終え、凱がい旋せん都市エンジュへの出発は明後日早朝。荷物も心も、準じゆん備びに費やす猶ゆう予よはほとんど与あたえられてない。


　それなのに、ふしぎと心の中は澄すんでいた。


『その頼み事とやら、断れなかったのか？』


「ううん、そんな強きよう制せい的な雰ふん囲い気きってほどじゃなかったよ」


『ならばなおさらわからんな。わざわざお前が行くと決めた理由』


「……確かめたいから」


　小声で呟つぶやき、ネイトはその場でまぶたを閉とじた。


　脳のう裏りにうかぶ、脈打つように蠢く〈孵石エツグ〉の触媒カタリスト。城じよう下か街まちフェルンで見たものは、まるで本物の卵が孵ふ化かするかのような光景だった。


　そしてシャオという人物の、それを暗あん示じしていたかのような予言。


〝真言〈全すべての約束された子こ供どもたち〉の目覚めは近い。もし空白の真言と向かい合う気があるならば、この世界に根を下ろす全ての真実を受けとめるだけの覚かく悟ごが必要になる〟


　真言の目覚めは近い。


　まだ多くが謎なぞだが、シャオという人物の予言は当たっていると考えた方がいいのかもしれない。そしてその予言も含ふくめ、全てを知っていたと思われるのが、クルーエルの心に宿っていた真精アマリリス。思えば虹色名詠士も、同じようなことを気にかけていた。





〝既すでにボクらにもその謎を解とく鍵かぎは与えられている。アマリリスから託たくされている。だからこそあの少女アマリリスは、ボクたちの前から姿すがたを消したのかもしれない〟





　……カインツさん。少しずつだけど、僕にもわかってきました。


〈孵石エツグ〉の触媒カタリストは空白名めい詠えいの真精アマリリスを詠よぶためのもの。それがここに来て奇き妙みような胎たい動どうを繰くり返している。


　奇妙な胎動の正体。シャオの告げる真言。アマリリスとの関連性。


　その全てに近づくための鍵が、エンジュに保ほ管かんされた触媒カタリストにある。そんな気がする。そもそもなぜアマリリスがクルーエルに宿ったのか、それさえわからないままなのだ。


「僕ね、別に学園長やサリナルヴァさんみたいに、〈孵石エツグ〉の中に入ってた触媒カタリストが気になって仕方ないわけじゃないんだ」


　閉じていたまぶたを開ける。明るい部屋の照明にかすむ視し界かい。その先に、夜色をした名詠生物が自分をじっと見返していた。


『ならば確かめるというのは？』


「……クルーエルさんのことだよ」


　そう、触媒カタリストの正体が何であるのか、そんなこと本当はどうでもよかった。





〝災さい厄やくではない。でもこの子にとっては何よりの苦く痛つうとなる。その苦しみからこの子を解かい放ほうできる人間を、わたしがそれを託たくせる人間をわたしはずっと探さがしていた〟





　アマリリスがカインツだけに伝えた事実。


　空白名詠の真精がクルーエルに対して抱いだく危き惧ぐ、それが何なのか。


「もうクルーエルさんに辛つらい思いをさせたくないから」


　高熱と寒気、全身をむしばむ鈍どん痛つうにさいなまれ、何週間と昏こん睡すいし続けた彼女。意い識しきを失うまでどれほどの苦痛に耐たえていたのか、今の彼女は笑ってごまかすが、あの時見せた苦痛に耐える表ひよう情じようは忘わすれやしない。


　あんな辛そうな表情、もう二度と見たくない。だからこそ行かなくちゃ行けない。アマリリスが伝えようとしていたことの全てを確かめるために。


『小こ娘むすめのためか。なるほど、それが理由なら我われも口は出せんな』


「アーマまで遠出させちゃうけど、ごめんね。列車にいる間は、また鞄かばんの中にこっそり隠かくれててもらうことになっちゃいそう」


『窮きゆう屈くつは仕方あるまい。ともあれ小娘には礼を言っておけ』


「うん、クルーエルさんにはいつも──」


『そうではない』


　言い終える前に、アーマが鋭えい利りな鼻先を天てん井じようへ向けた。


『日にち常じようの些さ細さいなことではなく、……いつからかは知らんが、お前の根こん幹かんを支ささえる何よりの相手が、我やお前の母ではなく、いつしかあの小娘になっていた。そのことに礼を言えと言ったのだ。むろん言葉に出す必要はないがな』


「……そう、なのかな。僕まだわからなくて」


　誰だれと比くらべてなんて、そこまではっきり意識したことはない。


　けれど最近、彼女を見ると胸むねが苦しくなることがあった。そばにいるだけで顔が熱くなって、息もできないくらい胸の鼓こ動どうが速くなって……それが恥はずかしくて、平静をよそおって顔をそらしてしまうことも。


　……僕、どうしちゃったんだろう。少し前はこんなことなかったのに。


『いずれわかる。それがどれだけ大きな意味を持つかをな。いずれせによ、そうと決めたのなら我もお前に付きあおう』


「うん、ありがとう……」





　──そう、まだ何も終わっていない。


　だからこそエンジュへ行く。たとえどんな危き険けんがあろうとも。


　アマリリスが伝えようとしていた怖おそれ、その全すべてをぬぐい去るために。




　二奏『未み踏とう』
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　大陸の各所をつなぐ横おう断だん列車、そのとある車両の一室で──





「いやー、さすが来らい賓ひん招しよう待たい用ようの特別席！　この乗り心ごこ地ち、最っ高！」


　クッションのきいた高級ソファーへ、エイダが飛びこむように着地。


　荷物を放ほうりだしてソファーに沈しずみこむ彼女をじっと眺ながめ、ネイトはクルーエルと顔を見合わせた。


「でも、付きそいの先生がいないっていうのはちょっと不安ですよね」


「そうね、学園長もケイト先生もいないんだもん」


　計画の発案者であるサリナルヴァはケルベルクで情じよう報ほう収集。トレミア・アカデミーとしても大っぴらに動けないぶん、実じつ際さいに派は遣けんされるのはネイトたちだけだ。


「この列車だって、もし間ま違ちがって別方面行きのに乗ってたら……」


「あ、それは平気だよ～。あたしちゃんと車しや掌しようさんに確かく認にんしたもん」


　やおら、窓まど向こうの風景を眺ながめていたミオが振ふり返った。


「楽しみだね、凱がい旋せん都市エンジュ！　あたしずっと行ってみたかったんだよ！」


　学園長名めい義ぎで用意された個こ室しつ。その部屋にいるのはネイトを含ふくめ四人だ。


　クルーエルとエイダ。彼女たちはもともと学園長室に呼よばれたメンバー。そしてもう一人、むしろ誰よりエンジュ行きに喜んでいるのがミオだった。


「……ねえクルーエルさん。ミオさんて今回の目的わかってるんでしょうか」


　クルーエルに訊たずねるも、返事は小さな嘆たん息そくだけだった。


「そのはずなんだけど、本人は観光旅行のつもりらしいわね」


　一昨日の夜のこと。クルーエルが自室で旅行の荷に造づくりをしているまっただ中、ミオが泊とめてくれとやってきたらしい。


　普ふ段だんミオが学園で泊まる場所は、部室か女子寮りようにあるクルーエルの部屋かの二に択たく。一昨日の彼女は部室に泊まる予定だったのだが、その日は学園の部室全面改かい修しゆう。慌あわててミオはクルーエルの部屋に行き、そこで荷造りの現場を目もく撃げきしてしまったというわけだ。


〝ねえねえ、クルルってばなんで旅行の準じゆん備びなんかしてるの？〟


　好こう奇き心しん旺おう盛せいなミオの追つい及きゆう。それを学園長に相談した結果、へたに教室で噂うわさされるより、本人が望むのならばいっそ同行させてしまえということになったのだ。


　ミオなら競演会コンクールの〈孵石エツグ〉も知ってるし、その怖おそろしさも骨ほね身みに染しみている。同行したとしても彼女なら無茶はするまいという判はん断だんだった。


「まあいいじゃん二人とも、三人より四人のが賑にぎやかでいいよ。ところでミオがエンジュに興きよう味みがあるのって意外だね」


「え、もちろんカイ様目当てだよ！」


　ソファーでくつろぐエイダに、ミオがぱっと表情を明るくした。


「図書館にあった昔の雑ざつ誌しにね、『虹にじ色いろ名めい詠えい士しカインツ、待望の競闘宮コロセウムデビュー！』って一面に特集組んでたの。その時の記録が見たくて見たくて！」


「ふーん。でもさミオ、雑誌の翌よく月げつ号ごう読んでないでしょ」


「およ。エイダなんでわかるの？」


「だってカインツ様、デビュー戦でいきなり不戦敗してるもん」


「──っえええぇええ、ちょっと何ソレ、どういうこと!?」


　窓側からエイダのソファーへと詰めよるミオ。


「カインツ様、競闘宮コロセウムとかそういうの参加しない主義だったんだって。けどその雑誌が出た時はカインツ様も虹色名詠士になったばかりで、とにかく脚きやつ光こうを浴びてたらしいの。で、話題になったのよ。競闘宮コロセウムで負け知らずの覇は者しやと虹色名詠士どちらが勝つかってね」


「あー、それ雑誌にも書いてあったよ。競闘宮コロセウム最強の覇は者しやと虹色名詠士の決けつ闘とうって」


「でしょ。実はその二人は知り合いでね、互たがいにやりたくなかったけど、周囲の強制決定で試合が設せつ定ていさせられちゃったの」


　すらすらと答えるエイダに、ネイトはミオと共に顔をしかめた。


「……そんなことがあったんですか」


　あろうことか、知り合い同士で闘たたかわなくちゃいけないなんて。


「で、当日の朝。競闘宮コロセウム側の発表で、カインツ様の体調不良で試合は不戦敗。当時は噂うわさも流れたみたい。怖おじ気づいたと考える人、逆ぎやくに相手からそうするよう頼たのまれたって考える人とかね。とにかくそれ以い降こう、カインツ様は一度も競闘宮コロセウムには出てないみたい」


「エイダ、詳くわしいわね」


　ティーカップに紅こう茶ちやを注ぐ手を休め、クルーエルも耳を傾かたむける。


「まあね。ていうかあたし、その時の話を直ちよく接せつカインツ様の相手から聞いてるから」


「つまり当時の競闘宮コロセウムの覇者からですか」


「当時ってか今もだよ。……ネシリス。親おや父じの知り合いで一番古くから〈イ短調〉に入ってた男でさ、青の大特とく異い点てんて言われてる名詠士なの。名詠式の戦いに関してはとにかく半はん端ぱじゃなく強くて、一度も競闘宮コロセウムで敗北記録がないんだって」


　ネシリス。


　凱がい旋せん都市エンジュにて合流することになっている名詠士だ。


「どんな人なんですか」


「んー、親父の家に来た時に数回会ったくらいだけど、まず体たい格かくはゴツイよ。背せも高いし肩かた幅はばも広い、それに顔も厳いかめしいし声も低いし口数も少なくてさ、最初見た時は怖こわかったなあ。小さい子こ供どもが見たらまず泣きだすね」


「あー、もういいよエイダ。あたしそれくらいでお腹なかいっぱい」


　やつれたような表情でミオが手を振った。どうも好みでなかったらしい。


「でも……それならエンジュに行く楽しみが半はん減げんだよぉ。ちょっと残念」


「まあまあミオ、凱旋都市は大都市だけあって市場を回るだけでも楽しいらしいよ。珍めずらしい触媒カタリストとかも売ってるらしいし、あたしは楽しみだな」


　肩を落とすミオと対照的にニヤニヤとエイダが笑う。どうやらミオの反はん応のうも予想の範はん疇ちゆうだったらしい。


「ところでクルーエルさん、あとどれくらいでしたっけ」


　部屋の柱時計を一いち瞥べつし、ネイトはクルーエルに振り向いた。


「五時間くらいだったはずだよ。鉄道でそれだけかかる遠出だもん、ちょっと疲つかれちゃいそうだよね」


　……あと五時間。その都市に、アマリリスが告げた謎なぞをとく鍵かぎがある。


　目に追えぬ速度で流れていく景色。変わらない地平線だけの光景なのに、刻こく一いつ刻こくとエンジュに近づいている予感がある。


「お、ちび君どしたのさ、そんな端っこで窓にくっついちゃって」


　右みぎ頰ほおにつんと指先があたる感かん触しよく。振り返るまでもない、視し線せんを少し横にずらすだけで日焼けしたエイダの姿すがたがあった。


「ねえねえ、ちび君はサリナから何か言われた？」


「ええと……たぶんエイダさんが学園長から言われたのと同じです」


　当初サリナルヴァが選んだ人員は三名。ネイトとクルーエルは名詠式の実力を買われ。


　しかしエイダは名詠士でなく、祓名民ジルシエとしてサリナルヴァに依い頼らいされていた。


　名詠対象を送り還かえす反唱と呼ばれる技ぎ術じゆつ。名詠生物が暴ぼう走そうした時、それを反唱で制せい圧あつする──その任にん務むに特化した専せん門もん職しよくが祓名民ジルシエである。誰よりも真っ先に危き険けん地帯におもむき身体からだを張はって人を庇かばう。エイダはその家か系けいの生まれだ。


「ふぅん。じゃ、クルーエルのことも聞いてないんだ」


「クルーエルさんが行くって説明だけなら……」


「ああ、そうじゃないよ。もっと内輪の話」


　半歩エイダが身体をよせてきた。さっきまでもすぐ隣となりに座っていたのに、今はもう肩と肩が触ふれあいそうになる距きよ離りまで。


「クルーエルがね、『ネイトが行くならわたしも行きます』、だって」


　クルーエルさんが？


「最初はあの子乗り気じゃなかったんだけどね、ちび君が行くから勇気が出せたみたい。よかったね、頼たよりにされてるみたいじゃん」


「……ええと、頑がん張ばります」


　頼りにされるのは嬉うれしいが、そう聞かされると逆に別のプレッシャーに負けそうだ。それを知ってのことだろう、抑おさえた小声でエイダが笑みをこぼす。


「やれやれ、羨うらやましいね君たちは。あたしもピンチになったら助けてくれそうな相方の一人や二人ほしいもんだな」


「あの、エイダさんがピンチになるような場面が想そう像ぞうできないんですが」


「あはは、ちび君それ褒ほめ言葉？　……悪いけど全然嬉しくないんだな、これが」


　ぷすっと、またしても頰を指で刺さされた。しかも今度はやけに力がこもっている気が。


　よく見ればエイダの笑顔はかたちだけ、肝かん心じんの目が笑っていない。


「あ、あのぉエイダさん、わりと痛いたっ……い、痛っ……いです」


「授じゆ業ぎよう料りようさ。あたしはいいけど、女の子を褒める時は気をつかうこと。いい？」


「……すごくわかりました」


　ちくちくと小さく痛む右頰を押おさえ、ネイトは懸けん命めいにうなずいた。


　……今度からエイダさんを褒める時にも気をつけなくちゃ。
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　汽笛を上げ、五両編へん成せいの列車が徐じよ々じよに速度を落としていく。


「おー、着いたみたいだね」


「室内はあったかいけど、外はどうでしょうね」


　窓まど硝子ガラスにへばりつくエイダを横目に、ネイトは鞄かばんからマフラーを取りだした。


　もしエンジュの気候がフェルンのような寒さなら、いくら冬制せい服ふくでも上着なしでは三歩と歩く前に凍こおりついてしまうに違ちがいない。


「エンジュは大陸中央部だしすごく住みやすいって聞いたよ。たぶん上着いらないはず」


　鞄を抱だきかかえ、ミオが行動で証しよう明めいするように車両の外へ。


「うん、やっぱり。トレミアよりだいぶあったかい！　みんな早くおいで」


　手を振ってくる彼女に急せかされ、ネイトたちは車両を降おりた。駅舎ステーシヨンの入口を通つう過かする。その先に、自分のまるで知らない世界が展てん開かいしていた。





　……ここが凱がい旋せん都市エンジュ。


　まずネイトの目に飛びこんできたのは、トレミア・アカデミーの校こう舎しやほどもある巨きよ大だいな建物がいくつも四方にそびえる光景だった。


　トレミアの校舎は長方形状じようだが、ここでは天を衝つくような尖せん塔とう型がたの建物が多い。それも青せい銅どう色から鈍にぶい紅べに色いろ、白はく磁じ色いろなど、とにかく華はなやかな建けん造ぞう物ぶつが目についた。


「すごい、こんなに露ろ店てんがいっぱい！　まるでお祭りみたいだね」


　駅舎ステーシヨン外の広場からミオが周囲を見下ろす。


　エンジュの路面は、小さな浮き彫り細工レリーフが施ほどこされた薄うす茶ちや色いろの舗ほ装そう路ろだ。


　道の脇わきにはところ狭せましと露店商が店をかまえ、目にしたこともない何かの器具や果実を売買している。その服ふく装そうも地方の民族衣い装しようから公的な機関服らしきものまで。よく見れば学生服を来た若わか者ものも多い。


「……ホントに、ここまで違うんだね」


　背はい後ごのクルーエルまでもが驚おどろいたように周りをしきりに眺ながめていた。


　街行く人の呼こ吸きゆう。騒さわがしいまでの人と人との会話。鳴りやまない雑ざつ踏とうの音。通路を行きかう人々の、すれ違う際さいのわずかな衣きぬ擦ずれ。目の前の都市は、ありとあらゆる音が渾こん然ぜんと混まざり合った、ふしぎなざわめきに満ちていた。


「すごいねー。あ、あっちの大きい真っ赤な尖塔、エンベルメル大図書院じゃない？　大陸で一番の蔵書数だって有名な図書館だよ！」


　駅舎ステーシヨンで配はい布ふされていた観光案内図を片かた手てにミオが声を張り上げる。


　その一方では。


「へえ、これが活気に満ちてるってやつなのかな。あたしなんか人の多さで目を回しちゃいそうだけど」


　左ひだり肩かたに荷物、右肩に祓ジ戈ルを背せ負おうエイダが呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで立ちつくしていた。


「ねえちび君、あたしたちこの後どうするんだっけ」


「えっと明日から名めい詠えい学校の決けつ闘とう大会があるんですよね。それが明後日の午前まであって、エンジュ自治機関が見つけたっていう触媒カタリストの披ひ露ろう会かいがその午後だったはずです」


　何事もなければ明後日には片かたがつく。三日後には学園へと帰れるはずだ。


「そうだクルーエルさん、僕ぼくも確かく認にんしたかったんですけど、〈イ短調〉の人とは今日合流するんでしたっけ？」


「うん、でも昼間はしばらく自由行動でいいみたいだよ。学園長が宿舎も手配してくれてるらしいから、まずは行ってみよっか。でも道がわからないから調べ──」


　クルーエルが言い終えるその前に。


「あ、それあたしわかるよ！　この公道をまっすぐ行って五個こ目の十字路を左に曲がってそこから二番目の十字路を右に折れて細い裏うら道みちをつっきって三番目の角を出てその向かい側にある建物がそうだよ」


　エンジュの街路図も見ずに、すらすらとミオが諳そらんじた。


　……ええと、今の、早口言葉か何かだよね。


「ご、ごめんなさいミオさん。もう一度お願いできますか」


「え～、しょうがないなあネイト君てば。えっとね、この公道をまっすぐ行って五個目の十字路を左に曲がってそこから二番目の十字路を右に折れて細い裏道をつっきって三番目の角を出てその向かい側にある建物だよ。簡かん単たんでしょ？」


　……覚えきれません。


　するとミオは、今度はクルーエルの方を向いて。


「もちろんクルルはわかったよね？」


「え？」


　ぎくりと身み構がまえたものの、クルーエルは慌あわてて胸むねを張り。


「も、もちろんよっ。あ、案外近いじゃない！」


「クルーエル、絶ぜつ対たいわかってないな」


　背後で、エイダがぼそりと呟つぶやくのが聞こえた。


「でもどうしよう。今すぐ宿舎に行ってもやることないし、せっかく露店とかあるんだから見て回りたいの。だめかなクルル？」


「え……も、もちろんいいと思うな。それじゃミオ、行きたいところ選んでいいから先に歩いていいよ。わたしたちその後ろについていくから」


「ホント、やったぁ！　じゃあさっそく出発だね！」


　地図もなしにスタスタと見知らぬ道を進んでいくミオ。


　その背中をぼうっと見つめていると、今度はクルーエルからこっそりと耳打ちされた。


「ねえ、ミオってばエンジュ来たの初めてよね。なんで地図も見ないで歩けるの？」


「そういえばミオさん、列車の中にいる間にエンジュの街路図じっと読んでました。三時間くらいで『よし、読み終わったぁ！』って言ってたけど──」
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　あれは読み終わったのじゃなく、まさか街路図の暗記が終わったということ？


　凱がい旋せん都市に張りめぐらされた網あみの目のような歩道を、それも細かい裏道まで……


「あたしたち、ミオがいなかったら絶対迷まい子ごになってただろうね」


　複ふく雑ざつそうな面持ちでごまかし笑いを浮うかべるエイダ。


「クルーエルさん、さっきミオさんが言った道順覚えてます？」


「……お願いネイト、聞かないで」


　額ひたいの汗あせをぬぐい、クルーエルはあっさり諦あきらめたように首を横に振った。





　　　　３





　耳が痛いたくなるほどの喧けん噪そうが渦うず巻まく公道で。


「そこ行く生徒さん、名詠学校の生徒かい？　見み慣なれない制服だけど」


「はい。トレミア・アカデミーっていう学校です」


　砂すな色いろのターバンをかぶる小太りの商人に誘さそわれ、ネイトは露店の中を覗のぞいてみた。


「トレミアねえ。知らない学校だが、まあそんなことはいい！　さあ見ていってくれ。うちの触媒カタリストは専せん門もんの調合士が作った特注品だ、効こう果かは保ほ証しようするぜ！」


　透とう明めいな小こ瓶びんに入った、色鮮あざやかな五色の溶よう液えきがずらりと並ならぶ。


　瓶びんの大きさから形、中身の溶液も多種多様。しかし。


「……夜色名詠式の触媒カタリストってありますか」


「ん、夜色ってなんだい？」


「い、いえ。なんでもないです！　お邪じや魔ましました！」


　首をかしげる商人に小さく会え釈しやく。


　ネイトはクルーエルの隣となりまで逃にげるように走っていった。


「あはは、やっぱりキミの色に使える触媒カタリストは売ってなかったでしょ？」


「はい。でもクルーエルさんの赤色名詠に使えそうなのはたくさんありましたよ」


「そうだね、わたしもどのお店がいいのか迷まよってるの。一度ぐるっと回ってから買おうかなって。その代わり、ほら。こんなの買ってみたんだよ」


　クルーエルの手に転がる、小さな楕だ円えん形けいをした緑の果くだ物もの。


「一つあげる、キミも食べてみて」


　シャリッと心ここ地ちよい歯ごたえの後、清せい涼りよう感のある甘あま酸ずっぱさが口に広がった。甘すぎることもなく口にいつまでもベタつくこともない。


「あ、これ美お味いしいです。初めて食べたけど好きな味かも」


「でしょ。教室のキリエが料理研究会で余あまったからって一度くれたことがあって、その味が懐なつかしくて買っちゃったの」


　並んで歩いていると、ふとクルーエルの背中に呼び声が。


「おっとそこの可愛かわいらしいお嬢じようちゃん、このネックレスをつければさらに印象度バツグンだ。いざという時には名詠の触媒カタリストにもできる代しろ物ものだぜ！」


　露店の呼びこみをやんわりと断ことわり、クルーエルがくすりと口元をゆるめた。


「競争が激はげしいから売りこみがすごいのね」


「でもちょっと売り方が強ごう引いんだし、呼びかけもパターン化してる気がします」


「そうだね。でも……」


　聞き覚えのある声に振り返り、クルーエルが妙みように悲しそうなまなざしで。


「わたしたちの身近にも、その呼びかけにあっさり引っかかる子がいるみたいだけど」


　その先に、両手に買い物袋ぶくろを提さげて嬉うれしそうに走り回るミオがいた。


　首元にはついさっきクルーエルが断ったネックレス。さらに髪かみには安物の髪かみ留どめ。おまけに荷物の中には怪あやしげなワラ人形まで。


「……思いっきり引っかかってますね」


「あれだけ嬉しそうだと、あえてそれを指し摘てきするのもかわいそうかしら」


　まだ買い足りないのか、次々と露店を回っていくミオ。


「ま、いいんじゃない。変なの買ってもお土産みやげにすればいいんだし」


　そう気楽に告げるエイダはといえば、露店で飲み物を買っているところだった。


「エイダさんも何か気に入ったのありました？」


「んー、まだ買ってないけど触媒カタリストでほしいのはあったかな。でも今は荷物と祓ジ戈ルだけで重いからさ。それにほら、ミオが呼よんでるよ」


　エイダが見つめる先。


「クルル、ネイト君、エイダも来て来て！　面おも白しろいもの見つけたよ！」


　公道の真ん中で、買い物袋ごとミオが両手を振っていた。


「えへへ、こっちこっち」


　ミオが指さすのは周囲でも一ひと際きわ大きな講こう堂どうだった。改かい装そう後ごらしく、壁かべに塗ぬられた白の塗と料りようが陽ひを反はん射しやして輝かがやいている。


　しかしミオが歩いていくのはその正面玄げん関かんではなく、その両りよう脇わきだった。


　巨きよ大だいな円柱の脇に設せつ置ちされた木もく造ぞうの掲けい示じ板ばん。一メートル四方ほどの白紙の上に樹じゆ形けい図ず状の線が描えがかれ、その末まつ端たんにはいくつもの名詠校の名前が見てとれる。


「アールベルク、レッシンジャ……ミスレスク……有名な名詠校が多いですね。トレミアはないみたいだけど」


　掲示板に描かかれた学校名の大半が名門とされる名詠校だ。大陸辺へん境きよう、加えて新しん興こうとなるトレミア・アカデミーの名は当然のように載のっていない。


「ミオさん、これ何ですか？」


「んと、自信ないけど……ほら、名詠学校の模も擬ぎ決けつ闘とうが競闘宮コロセウムであるんでしょ」


「そっか、その組み合わせですね。へえ、全部で十六も出場するんだ」


　あれ、なんで一個こだけ赤字なんだろう。


　ドレスエン名術校。その名前だけが特別に朱しゆ色いろの塗料でかかれていた。残りの十五校はやや濃こい紺こん色いろの塗料であるせいもあって、朱色のドレスエンだけが特別目立つ。


「ミオ、あれもわかる？」


「ううん、さっぱり～。でもアレじゃない、予よ備び枠わくとか」


　考えこむようにミオが宙ちゆうを見つめ──


「頭わりぃな、去年の優ゆう勝しよう校こうに決まってんだろ」


　低い笑い声が、前ぶれもなく背はい後ごから聞こえてきた。


「優勝校を予備枠とかほざいてくれて大した身分だな、お前らどこの学園なわけ？　アールベルク……じゃねえな、その制服も見覚えねえし」


　濃こ緑みどり色の制服を着た生徒が三人。


　いずれも男子で、体たい格かくも大きい生徒ばかりだ。


「あ……ごめんなさい。あたし全然そういうの知らなくて」


　慌あわててミオが頭を下げる。


　が、それを見て相手がとった行動はそれを小こ馬ば鹿かにする嘲ちよう笑しようだった。


「おいおい、んなこたぁ今のとぼけた話聞いてりゃわかんだよ。ていうか俺おれが聞いてるのは、お前らの学園がどこかってこと。俺の話も理り解かいできなかったわけ？」


　三人の先頭に立つ、一際背の高い生徒が声を張り上げる。


　癖くせのある茶色の髪かみに同色の瞳ひとみ、目鼻だちも悪くないし上うわ背ぜいもある。だが見栄えが整っているぶん、その傲ごう慢まんぶりがなおさら顕けん著ちよに映うつった。


「ばっかじゃない、何を偉えらそうに」


　萎い縮しゆくするミオに代わって前に出たのはエイダだった。


「あんたらこそどこのガッコよ、人に名前を聞くときには自分から名乗れっての」


「うわっ、お前らまさか、ホントにドレスエンオレらの名前も知らないわけ？　いったい学校で何を習ってんの？」


　ドレスエン？


　ネイトは横目で掲けい示じ板ばんのトーナメント表を再さい確かく認にんした。間ま違ちがいない、模擬決闘に選出された学園名だ。しかもこの学生の言葉を信じるなら、昨年の優勝校。


「で、お前らドコよ」


「トレミア・アカデミーよ」


　答えるエイダの前で、男子生徒はしばし沈ちん黙もくし。


「あー、やっぱりわかんね。思ったとおり大陸の端はしっこのどこかってとこだろ」


「それがどうしたの。大陸の中央部と端だって何も関係ないでしょ」


「……おいおい、聞いたか今の？　今こいつすんげえ間ま抜ぬけなこと言ったぞ」


　途と端たん、ドレスエンの三人がそろって笑い声。


「なにが間抜けよ、あんたらさっきから聞いてりゃ人を間抜けだの言っ──」


「大アリなんだよ。中央部と大陸辺境の名めい詠えい学校は生徒の質しつも教育も歴れき然ぜん。そんなのは名詠学校の間じゃ暗黙の了りよう解かいなんだよ」


　掲示されたトーナメント表を指さし、その男子生徒がまくしたてる。


「できの悪い生徒が集まるのが、お前らみたいな辺境部の名詠校。現げんに今の有名な名詠士はほとんどが中央校出身だ。お前らみたいな学生決闘にも参加できない奴やつらがよ、知った顔して補ほ欠けつだの何だの軽口叩たたくな。俺らが毎日どれだけ努力しているか、想像したこともねえだろうがよ！」


　名門校とレッテルを貼はられた名詠学校があることは事実である。飽あくなき向上心、周囲の期待。目に見えぬ重じゆう圧あつと彼らが戦っていることはネイトも否ひ定ていする気はない。


　──でもだからといって、他人をそこまで見下すことなんかないじゃないか。


「いえ、頑がん張ばってるのはミオさんだって同じです」


　ぎゅっと口を閉とじるミオより一歩進み、罵ば声せいを飛ばす生徒の視し線せんに割わりこんだ。


　毎日誰だれより早く教室に来て自習して、放課後は図書館で学がく術じゆつ書しよを読みふける彼女。トレミアの紙上ペーパー試験テストでは上級学年に混まじって常つねに上位。ミオは口にも態たい度どにも出さないが、その裏うらに隠かくれた努力はクラスメイトなら誰でも知っている。


「どこの学校だからとか、そんなので判はん断だんしないでください」


「……へえ。見かけじゃないなら、お前はそんなに名詠ができるってのか？」


　額ひたいを痙けい攣れんさせて男子生徒が迫せまる。


「それならこの場で見せてみろよ。少しでも気のきくものが名詠できるってんなら、今までの俺の発言全部取り消──」


「いいよ、わたしがやってあげる。何が見たいの、赤色名詠なら何でも言って」


　ミオの両りよう肩かたに手を置き、それまで黙だまっていたクルーエルが顔を持ちあげた。


　冬の湖こ畔はんを思わせる静かな声こわ音ねに、微かすかな怒いかりを含ふくませて。


「は？　お前に何ができるっていうの？　何でもだなんてな、真しん精せいが詠よべる一級になってようやく言えるセリフなんだよ、大陸辺へん境きようの低レベルは身のほどわきまえろ！」


「いいから、何でも言って」


　制服のポケットから小さな赤しやく銅どう色いろのコインを彼女が取りだす。だが──


「だめです」


　その手に、ネイトはそっと自分の手を重ねた。


「……ネイト？」


「クルーエルさん、そんなのしてもらわなくていいです」


　クルーエルの気持ちもわかるし、何よりその実力は誰より自分が知っている。


　でも、違う。名詠式は見せ物じゃないし、技量や力を誇こ示じするために使うものじゃない。灰はい色いろ名詠のミシュダルと対たい峙じした時、それを何より強く実感した。


「クルーエルさんの〈讃来歌オラトリオ〉は見せ物じゃないです」


「おいおい、俺はそんなの詠うたえだなんて言ってないぜ？　むしろめんどくせえ真ま似ねいらねえよ。そんなの抜きでやってみろ」


　名詠式を象しよう徴ちようするものが、その際に詠われる讃さん美び歌かたる〈讃来歌オラトリオ〉だ。


　自分の望むものを思い描えがく想像構こう築ちくを促そく進しんさせるだけでなく、名詠対象が生まれる名詠門チヤネルをゆるめる効果があるとされている。一方で、熟じゆく練れんした名詠士ならば〈讃来歌オラトリオ〉を詠わずとて、低位の名詠物ならば名詠が可か能のうであるのも事実。


　……だけど、〈讃来歌オラトリオ〉がめんどくさい？


「なおさらダメです。〈讃来歌オラトリオ〉抜きの名詠式には何の意味もないんだから」


　眼がん前ぜんの生徒を真正面から見み据すえたまま、ネイトはその提てい案あんを否ひ定ていした。


〈讃来歌オラトリオ〉を用いない名詠式は名詠式ではない──普ふ段だん多くを語らない母が、これだけは毎日のように言っていた。確たしかに〈讃来歌オラトリオ〉がなくとも名詠式は作動する。しかしそれは本ほん質しつから外れた術式。それを、よりによって〈讃来歌オラトリオ〉を面めん倒どうだなんて。


「はっ！　そんな高こう尚しようぶった論ろん説せつで話をすり替かえるなよ、〈讃来歌オラトリオ〉抜きだとなんの名詠もできないことへの言い訳わけだろうが」


「えー？　わたし、そっちの男の子の意見のが好きだな」


　そう答えたのはエイダでもクルーエルでも、ミオでもなかった。


「それより、こんな公の場でケンカっての恥はずかしいと思わない？　特にそっちのドレスエンの生徒さん、あんたらの大声はうるさくて仕方ないの」


　歳としの頃ころはクルーエルと同じほどだろう。ブラウン色の瞳ひとみに、うなじの部分で一つに結ゆわえた葡萄酒色ワインカラーの髪かみが印象的な少女だった。


「こいつらと同じ学園……じゃねえな。誰だよお前は」


「あら、さっきのあなたの言葉をそっくりそのままお返しするわ。今年の模擬決闘の組み合わせも見てないの？　ジール名めい詠えい学がく舎しや、もしお互たがい勝ち進めば二回戦であたる名詠校と言った方がわかりやすいかしら」


　セピア色の制服姿で、自らの胸むな元もとを示す彼女。


「ああ、地方のぽっと出の学園か。たまたま予選を通つう過かしたって噂うわさだけは聞いてるぜ」


「たまたまか必然かは明日の試合が楽しみね。あなたたちこそ、こんなとこで他校の生徒に絡からんでいいのかしら。騒ぎが広まれば出場停てい止し処しよ分ぶんになりかねないわよ？」


「……はっ、口だけは一人前だな」


　興きようを削そがれたのか、思いのほかあっさりとドレスエンの生徒が踵きびすを返す。


　その後ろ姿すがたが人ひと混ごみの中に完全に溶とけこむのを見計らい、彼女がようやく安あん堵どの表情で振り向いた。


「いやぁ、大変だったね！　あなたたち今回の模擬決闘の見学校でしょ、よりによってドレスエンに絡まれるなんてついてないね」


「仲ちゆう裁さいしてくれたのよね？　ありがとう」


　小さく会え釈しやくするクルーエルに、彼女は照れ隠かくしのように自分の髪を手て櫛ぐしで梳すきながら。


「どーってことないって。どうせ一回戦で勝てば嫌いやでも当たる相手だったわけで、今ちょっと小こ競ぜり合いしてもかまわなかったし。あ、自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね。わたしヘレン・スフレニクトール。ヘレンって呼んで。聞いてたと思うけど、ジール名詠学舎っていう学校の生徒ね、今は二年生してます！　あなたたちは？」


「わたしクルーエル・ソフィネット。トレミア・アカデミーの一年生です」


　続いてエイダ、ミオも。


「それならわたしのが一個こ上か。あ、ですます口調は苦手だからいいよ。うちのガッコでもいつもそんな感じだし。で、残りのキミは……あれ、中等部ミドルスクールの子？」


「ち、違います」


　目を丸くするヘレンの視し線せんを受け、ネイトは力いっぱい首を振った。


「ネイトって言います、飛び級させてもらって」


「へえ、飛び級か。うちの学校だとあんまそういう生徒いないからなじみが薄うすくてさ。ま、それはさておき、ちょっとびっくりしたよ、仮かりにもドレスエンの決けつ闘とう代表生徒を、キミみたいな子が相手にしてるんだもん」


「相手って……別に戦ってるわけじゃなかったですし」


「いやいや、あいつらなんかよりよっぽど堂々としてたと思うよ」


　腰こしに手をあて、愉ゆ快かいそうなまなざしでヘレンが片かた目めをつむってみせた。


「それにしても、トレミアの生徒ってみんな仲いいんだね。わたしのガッコの連中に見習わせたいくらいだよ」


「あれ、ヘレンさんの学校の人は他にいないんですか？」


　考えてみれば彼女は一人だ。


　模も擬ぎ決闘は三人一チームで行われると聞いていたから、先のドレスエンのように最低三人はエンジュに来ているはずなのに。


「んとさ、模擬決闘のメンバーって学園全体で選ばれるから生徒構こう成せいメチャクチャなの。今回は補ほ欠けつ含ふくめて四人で来たけど、うち二人は最上級生と三年生。しかも男連中だから、わたしも向こうも声かけづらくて……今日は別行動なの」


「そうすると、ヘレンさんは一人でエンジュを回ってるんですか？」


「いや、四人のうち残りの一人がクラスメイトなの。そいつと一いつ緒しよに今日は競闘宮コロセウムの下見に行こうって約束しててさ。待ち合わせが実はここだったわけ」


「競闘宮コロセウムっ！」


　それを聞いたミオとエイダが同時に飛び跳はねた。


「ねね、それならあたしたちも一緒についていっちゃだめかな。見学したい場所だったの」


「いいよいいよ、わたしも女の子と一緒の方が楽しいからね。ただ問題は、わたしの連れがすぐに見つかるかどうかなんだけど」


　うなずき、ヘレンが講こう堂どうの正門から周囲を見回す。


「ん、ここが待ち合わせの場所なの？」


「そそ、トーナメント表の掲けい示じ場所ならわかりやすいでしょ。でもアイツはとにかく方向音おん痴ちなの。昨日なんか宿から出て数十秒で迷まい子ごになってたほどだから……って言ってたら来たかな。おーいレフィス、こっちこっち！」


　彼女が手を振る先に目をやり──


　通行人の波をかき分けるようにして近づいてくるのは、流れるような銀ぎん髪ぱつの、長身白はく皙せきの学生だった。


「うわっ、なにあの美形さん」


　その姿を一いち瞥べつするやいなや、エイダが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　ほっそりとしたシャープな顔の輪りん郭かくに、筋すじのとおった目鼻だち。背せ中なか近くまで伸のばした、絹きぬ糸いとのようにさらりとした銀髪、そしてどこか陰かげのある新緑色の双そう眸ぼう。道行く通行人が男女問わず振り返るほど、凜りんとしながらも儚はかなげな印象の青年だ。


「おそーい、だいぶ遅ち刻こく！」


「……道に迷まよった」


　肩かたを怒いからせるヘレンと対照的に、無む表ひよう情じようのまま淡たん々たんと応こたえる彼。


「そんなのはわかってるっての。まあいいわ、無事にここまで来れただけでも十分だから」


「ところでヘレン──」


「さっき知り合いになったの。トレミア・アカデミーっていう名詠学校の生徒の子たち。右の女の子からクルーエルにミオにエイダ。そっちの男の子がネイトね」


　彼の視線の意味を察知し、口早にヘレンが言葉を続けた。


「あ、みんなにも紹しよう介かいするね。こいつはレフィス、夏頃に転入してきたの。専せん攻こう色は『Arzus白』。口下手で愛あい想そがなくて人見知りがちだけど、悪い奴やつじゃないから仲良くしてあげて」


「ヘレン、この後は競闘宮コロセウムに下見に行くんだったな。彼らもか」


「うん、みんなで行った方が楽しいもん。何か？」


　訊きき返すヘレンに、レフィスという名の男子生徒は小さく首を振っただけだった。


「……いや、確かく認にんしただけだ」


「はいはい、それじゃ行きましょ。ちなみに競闘宮コロセウムはエンジュの第五区画ね、ここは第八区画と第九区画の間だからちょっと歩くわよ。みんなはぐれないようについてきて！」


　こちらの返事も待たずヘレンが歩きだす。


　その後を追おうとして、ふと、一人だけ足を止めたままの少女にネイトは気づいた。


　……エイダさん？


「エイダさん、どうしたんですか」


　荷物と祓ジ戈ルを抱かかえたまま、とある一方向を瞬まばたきもせず凝ぎよう視ししたままの彼女。


「んと……誰だれかにじっと見られてる感じがしてさ」


「さっきのドレスエンの生徒とかですか」


　いやドレスエンにかぎらない。これだけの通行人の数だ、誰かが偶ぐう然ぜん自分たちのことを見ていても何らおかしくないだろう。


「でもエイダさん、早く行かないとみんなを見失っちゃいますよ」


「うーん。まあしゃあないか」


　のそのそと歩きだすエイダの背を押おし、ネイトもヘレンたちの後を追いかけた。





　　　　４





「お待たせー。ほら、着いたよ！」


　先を行くヘレンが振り返る。と同時。


　歩道の両りよう脇わきに建ち並ならぶ、巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつの稜りよう線せんがさっと途と切ぎれた。


「……これが」


　目の前の視界全すべてを覆おおう白はく亜あの壁へき面めん。今まで見たこともない巨大な建造物を、ネイトはただ呆然と見上げた。


　──競闘宮コロセウム。


　直径百九十メートル、七階構造の巨大円形建造物。


　そんな資し料りようだけはざっと読みこんできたが、現実はそんな資料から想像できるものを遥はるかに上回るほど巨大で、厳おごそかで重じゆう厚こうな雰ふん囲い気きに包まれていた。


「すごーい、建物の外なのに歓かん声せいが聞こえるよ！」


　ミオが頰ほおを紅こう潮ちようさせる。競闘宮コロセウムの決闘会場は天てん井じよう開放型の屋内舞ぶ台たい。舞台の声せい援えんが開放天井を伝って外まで響ひびいているのだろう。


「わたしたち学生決闘が明日で、今日はその前ぜん哨しよう祭さいなんだって。競闘宮コロセウムの有名名めい詠えい士しの試合がいくつも組まれてるって話だよ。にしてもこの歓声ってすごいね！」


　ミオ同様、こちらも興こう奮ふんしたようにヘレンが声を上げる。


「ちび君、せっかくだから覗のぞいていく？　どうせ夜にここで落ちあうんだから」


「そうですね、最初に見ておかないとわからなくなりそうだし」


〈イ短調〉の二人と待ち合わせる場所は競闘宮コロセウム。一番目だつ建物だからとサリナルヴァが設せつ定ていしたものだ。


「ん、落ちあうって？　もしかしてわたしらお邪じや魔まだった？」


　エイダとの会話を耳ざとくヘレンが拾う。気を使う素そ振ぶりをみせる彼女、その様子にネイトはあわてて手を振った。


「あ、違ちがうんです。今じゃなくて夜にここで会う約束をしてる人がいるだけですから」


「はいよ、じゃあ今は平気だね。それなら行こ行こ！」


「わっ、ヘレンさん早すぎです、待ってくださいってば」


　足早に進んでいくヘレンの背せを追いかけた。





　競闘宮コロセウム。


　その内部は、決闘という荒あら々あらしいイメージからかけ離はなれた華はなやかさだった。


　見上げるほど高い天井に、きらびやかに輝かがやく照明。通路一面に敷しかれた深ふか紫むらさき色いろの絨じゆう毯たんは上質であるのがネイトにもわかる。壁かべと床ゆかの石材もまるで鏡のように磨みがき上げられ、まるで観光地の高級宿しゆく泊はく施し設せつのようだ。


「……あれ、内な部かは静かなんですね。外にいたときは歓声が聞こえてたのに」


「んとね、競闘宮コロセウムってドーナツ型の構造なんだって」


　入口のパンフレットから目を離はなさないまま、ミオ。


「今あたしたちがいるのがドーナツでいう輪っかの部分で、外環層アウターって言うみたい。競闘宮コロセウムの決闘会場はドーナツでいう芯しんの部分。外環層アウターと決闘会場は内な部かの隔かく壁へきで隔へだてられてて、決闘会場の音は聞こえないみたい」


　外環層アウターは一階が受付ロビー、待合所、二階から四階までが資し料りよう館かん。五階から上が選手用個こ室しつ。その目的ゆえ室内は静かな方がいい。そのための防ぼう音おん処しよ置ちということだ。


「あれ、でも……エイダさんちょっといいですか。〈イ短調〉の人たちとは夜に会う約束だけど、競闘宮コロセウムのどこで落ちあえばいいんでしょう？」


　落ちあう具体的な場所が指定されていない。


　玄げん関かん、受付、待合室。ネイトがそれとなく周囲を見回すだけでもそれらしい場所がいくつもある。しかもこの広さだ、的を絞しぼらないと合流するのも一苦労だろう。


「あー、そういやそうだった。サリナはそういう肝かん心じんなところが抜けてるからなあ。向こうもちび君とかクルーエルの顔ちゃんとわかってるのか疑ぎ問もんだし」


　不満にも似にたエイダの呟つぶやきとほぼ同時。





　──あら、その点については心配ご無用よ？──





　青く輝く氷の風ふう鈴りんを思わせる、凜りんと澄すみきった音ね色いろが響ひびいた。


「ふぇ？」


　すっとんきょうな声を上げてミオが振り返る。その肩かたにぽんと手をかけ、微び笑しようをたたえて優ゆう雅がに佇たたずむ一人の女じよ性せい。


「顔合わせは夜かと思ってたけど、ずいぶん早いご到とう着ちやくね。驚おどろいたわ」


　肩先のところで外向きに跳はねた碧みどり色いろの髪かみに、女め豹ひようを思わせる金色に輝く大おお粒つぶの瞳ひとみ。厚あつ地じの白毛け皮がわのコート、薄うす紅べに色いろのマフラーを羽は織おった女性だ。


「トレミア・アカデミーのみなさん、ようこそ競闘宮コロセウムへ」


　鈴すずを転がすような声と共に、目の前の彼女が軽く一礼。


　彼女は名乗らない。なぜなら彼女の声こそが、なによりの自己紹介だったから。


「……シャンテさん？」


〈イ短調〉第六番に名を連ねる魔ま性しようの歌うた姫ひめ。歌后姫オペラセリア──シャンテ・イ・ソーマ、その名はネイトもサリナルヴァから聞いていた。


　今回の一いつ件けんで、自分たちと合流することになる名めい詠えい士しだと。


「ええ、よろしくネイト君？　虹色カインツからもあなたのことは聞かされてるわ」


　自らの髪を手て櫛ぐしで梳すき、艶あでやかな笑顔をこぼすその女性。


「お、なんだシャンテじゃん。こんな昼間から人前に出てくるなんて珍めずらしいな」


「おひさしぶりエイダちゃん。元気そうね」


　タッチするように手を合わせ、互たがいに表情をほころばせるエイダとシャンテ。が、その様子に──


「ちょ、ちょっと待って！」


　突とつ然ぜん、後ろで沈ちん黙もくしていたヘレンが猛もう烈れつな勢いきおいで声を上げた。


「ん、どしたの？」


「どしたのじゃないわよ！　なに、その『なんだシャンテだったのか』って。だ、だ、だって、本物のシャンテさんて言ったら、あの〝歌后姫オペラセリア〟よ。どんな田舎いなかの見習い名詠士だって知ってる超ちよう有名人でしょ！」


　名詠士としての名は言うにおよばず。たった一度の公演で、その年の年ねん収しゆう分を稼かせぐとも言われる歌姫。魔性の音色と呼ばれるほど艶つややかで聞く者の心を奪うばう声は、どんな名工の楽器をも凌りよう駕がすると言われている。


「そんな人が、わたしたちみたいなのの案内役なんかするはずないじゃん！　いったいどんな人脈があればそんなの──」


　言い終えるその前に、シャンテが口元を蠱こ惑わく的につり上げた。


「ねえ、わたしの声を聞いても信用できない？」


「あ……い、いえ……そんなことは」


　ごくりと喉のどを鳴らしてヘレンが沈ちん黙もく。


　本当は彼女もわかっている、目の前の名詠士は偽にせ者ものではない。歌后姫オペラセリアの声真ま似ねができる偽者などいるわけがないからだ。


「……で、でも、どうしてシャンテさんが」


　緊きん張ちようゆえか、しどろもどろで訊たずねるヘレン。


　しかし訊ねられた当人は困こまったような表情で。


「うーん。難むずかしいわね。とりあえずエイダちゃんとは顔なじみだし、ネイト君やクルーエルさんも虹色カインツから話を聞いてるから、わたしの中では知り合いの範はん疇ちゆうなのよね。あ、もちろんミオさんも学園長から聞いてるわ。すごく勉強ができる子だって」


「……あのカインツ様まで。やばい、負けたわ。トレミアの生徒ってものすごく人脈あるのね。いったいどうやって知り合ったの。パーティー会場？」


　ヘレンに言いよられ、ネイトとクルーエルはそろって顔を見合わせた。


「いや、その何ていいますか。ねえクルーエルさん？」


「うん……パーティーなんて楽しい思い出より、どっちかと言うと毎回大変な目に遭あってた気がする」





　　　　５





　競闘宮コロセウム、外環層アウターの第四階はフロアそのものが資し料りよう館かんになっていた。


　ところ狭せましと飾かざられた資料の数々。歴代覇は者しやの写真や決闘記録、使用された名詠や触媒カタリスト。一つ一つを細かく見て回れば、一日かけてもまだ足りないほどの展てん示じ数すうだ。


「おおっ、すごい。ルフ爺じいがいる、しかも若わかい！　あははっ、髪の毛フサフサだよ！」


　ルーファ・オンスと書かれた写真の前で笑い転げるエイダ。その隣となりでは、ミオとクルーエルが隣の写真に見入っていた。


「ねえねえクルル、こっち来て来て。ゼア・ロードフィルってあるよ！　すごい、学園長って競闘宮コロセウムの覇者だったことがあるんだ！」


　さらにそこから離はなれた場所では、ヘレンが過か去この雑ざつ誌しを一心不ふ乱らんに読みふける姿すがた。


「あらら、みんな夢む中ちゆうね。まあ珍しいものが色々あるから当然だろうけど」


「……そうですね」


「あら、どうしたのネイト君。一人で難むずかしい顔しちゃって」


　表情を覗のぞきこむようにシャンテが顔を近づける。


　その彼女に無言でうなずき、ネイトは目の前の写真を見つめた。


「僕ぼく、ここに来るまで競闘宮コロセウムって、単に名詠士が戦うだけの場所っていうイメージしかなかったんです。でもちょっと違うんだなって」


　展示されてある過去の記事。著ちよ名めいな名詠士の愛用した触媒カタリストの再さい現げんに、決けつ闘とうで用いられた名詠生物のリスト。どれも歴史的な記録として相そう応おうに価か値ちのあるものだ。


「こういう、歴史を伝えるっていうのか、そういう一面もあるんだなって」


　母は、こういった類たぐいのものを一いつ切さい教えてはくれなかった。何より競闘宮コロセウムという存そん在ざいも、トレミア・アカデミーに転入してから聞かされたものだ。


「なるほど、あなたは名詠士の決闘そのものにはあまり興きよう味みがないのね。あなたの歳としくらいの男の子にしては珍しいかな」


「……そういうの苦手です。でも珍しいんですか？」


「血気盛さかんな年とし頃ごろの男の子にしてはね。でも、近くにお仲間もいるみたいだけど」


　その言葉の意図を察し、ネイトはシャンテの視し線せんをなぞった。


　──レフィス。


　学友のヘレンからも離れ、壁かべに身を預あずけた姿し勢せいでじっと天井を見上げる彼。


「ところで、あの二人はどうしたの。ヘレンちゃんとレフィス君だったかしら。最初はサリナルヴァからあなたたちだけの案内をするよう頼たのまれてたから」


「えっと、ここに来る前に知り合ったんです。そのまま流れで一いつ緒しよにって」


「ふーん、でもちょっと参ったわね。本当は伝えるものもあったんだけど、あの二人が一緒にいるとそうもいかないし。……ねえネイト君、お姉さんと二人だけで別の部屋にいく？　そこでならイロイロ教えてあげるわよ？」


「──ひゃっ！」


　伸のばした指の爪つめでつっと首くび筋すじをなでられ、ネイトは思わず飛びのいた。


「く、くすぐったいです！」


「あはは、ごめんなさい。ちょっと言ってみたかっただけ。ルーファ老とかネシリスとか、わたしの男の知り合いってみんなこういう冗じよう談だんつうじないのよね。堅かた物ぶつだから」


　口元に手をあててシャンテが小さく笑う。


「そういえばネイト君も似てるところがあるかな。根っからの堅物ってわけじゃないけど、頑がん固こなところがありそうね」


　頑固。


　アーマからも時折告げられる言葉だ。自分の頑固さは母親譲ゆずりだと。


「……競闘宮コロセウムが嫌きらいだって思うのも、やっぱり僕がそうだからかな」


「どこぞの覇者さんは知らないけど、わたしはお祭りとして理り解かいしてるわ。観客もそうよ。大声で応おう援えんしたり珍しいものを見たり、それで憂ゆう鬱うつな気持ちが晴れることだってある」


　スポーツを観戦したり大おお勢ぜいで騒さわいだり、それはわかる。しかし名めい詠えい式しきをその手しゆ段だんにすること、特に決闘に用いられることには抵てい抗こうを感じずにいられない。


「だって競闘宮コロセウムって決闘の場所ですよね。理由もなく誰だれかと戦って傷きずつけあうなんて、そういうのおかしいと思うんです」


「理由もなくということはつまり、競闘宮コロセウムという『場』だけでは戦う理由に足りない……なるほど、それはわからないでもないわ。でもね」


　最も寄よりのテーブルから椅い子すを引っ張り、優ゆう雅がな仕草でシャンテがそれに腰こしかける。


「ネイト君に意地悪な質しつ問もんをしちゃうけど、競闘宮コロセウムなんかじゃなく、どんな理由があればあなたは戦ってもかまわないと思う？　喧けん嘩かでも口論でもどんなものでもいいわ」


「……わからないです」


　ネイトの記き憶おくの中、特定の人間と衝しよう突とつした覚えがあるのは灰はい色いろ名詠のミシュダルだけ。


　ではあの男と戦っていたのか、そう訊きかれれば迷まよう。あの時は昏こん睡すい状じよう態たいのクルーエルを助けたいのが全すべてで、誰かと戦っていたという気はしなかった。


　ミシュダル本人にしてもそうだ。あの男はクルーエルを狙ねらっていたというより、むしろ自身への嘆なげきと憤いきどおりに満ちていた。


　──ではもし明めい確かくに、クルーエルに危き機きがおよぶような時が来るとしたら？


　その時……僕は、クルーエルさんを守れるのかな。


「なるほど、カインツがあなたを何かと気にかけてるのがわかった気がするわ」


　すらりと伸のびた足を組み替かえる彼女。脇わきのテーブルに片かた肘ひじをつき、歌后姫オペラセリアはどこか愉ゆ快かいそうにこちらを見上げていた。


「カインツの奴やつ、君と自分を重ねて見ているのかもね」


「そ、そんなことないです！　だってカインツさんはあんなにすごくて立りつ派ぱで──」


　夜色名詠を創つくりあげた母が唯ゆい一いつ認みとめた相手だ。史上初となる名詠五色の全制せい覇はを達成した虹にじ色いろ名詠士。そんな人が自身と僕を重ねているなんてあるはずが。


「あら、カインツも競闘宮コロセウムは苦手だって言ってたわよ。『好こう奇き心しんとか名めい誉よとか自じ己こ研けん鑽さんとか、そんなまどろっこしいもののために競闘宮コロセウムに入り浸びたるのはご免めんです。ボクはもっと素直な方がいい』ってね」


　好奇心、名誉、研鑽。競闘宮コロセウムで得られるものは時として重荷となる。虹色名詠士がそれを避さける気持ちもわからなくはない。


　……だけど素直ってどういうことだろう。


「あ、あの、シャンテさん」


「あらら、やっぱり気になるのね。ま、そうだと思ってたけど。……あいつはね、わたしとネシリスの前でこう言ったの」


　耳元のアクセサリを指先で弾はじき、シャンテがおどけたように肩かたをすくめた。





〝大切な人を守りたいって理由が、ボクは一番憧あこがれます。強い剣けんでなくていい。その代わり、自分の大切な人だけは絶ぜつ対たいに守れる盾たてになりたかったですね〟





　大切な人を守りたい、それが彼の考える一番素直な理由？


「あいつからすれば、自分から戦う相手を求める競闘宮コロセウムはきっと剣の発想なのね」


　シャンテの言うように、競闘宮ここで成功すれば相応の名誉が約束される。それに魅みせられた人間が少なからずいる中で、それでもなおカインツは盾を選んだ。


　そして彼が守りたかった相手は……まさか、僕の母さん？


〝守れる盾になりたかった〟


　もはや叶かなうことなき願い。


　過か去こ形けいで描えがかれる言葉の裏うらに、彼はどれだけの想おもいを込こめていたのだろう。


　──だから、カインツさんはボクとクルーエルさんを気にかけて？


「そうだったんだ……」


　声がふるえる。奥おく歯ばを嚙かみしめて堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　そうだ、自分が頑がん張ばらなくちゃいけない。僕やクルーエルさんのこと、カインツさんが安心して見てられるように。


「あの……シャンテさん。明後日あさつての触媒カタリスト披ひ露ろう会かい、僕も頑がん張ばりますから！」


「あらあら、カインツの話に感かん化かされちゃった？　ま、気持ちは嬉しいけどヤマは明後日よ。今から張りきりすぎてバテないでね？」


　ぎくり。


　内心を見事に見透かされ、拳を握った仕草のままネイトはぴしりと固まった。


「……僕、顔に出てました？」


「ええ、とっても。あ、今度は顔が赤くなった。そんな照れなくたって──」


「も、もういいですってば、言わないでください！　あ、笑うのもダメですっ！」


　……シャンテさんてば、そんなお腹抱かかえて笑わなくたっていいのに。


「あはは、ごめんなさい。──さて、じゃあ代わりに少しだけ真面目なお話ね。当日の披露会のことだけど、わたしとネシリスは決闘会場で警けい備び。それで、あなたたちもその場にいてほしいの。その時に何か違い和わ感かんがあれば、すぐにそれをわたしたちに伝え──」


　言葉なかばで、ふとシャンテが口をつぐんだ。


　自分たちからさほど離はなれていない距きよ離りで、今まで壁かべによりかかるままだったレフィスが壁から身を起こしたからだ。


「ヘレン、そろそろ宿しゆく舎しやで打ち合わせの時間だ」


「あっ、まずーい。忘わすれてた！」


　彼の一言に、記事に夢む中ちゆうになっていたヘレンが慌あわてて雑ざつ誌しを閉とじる。


「ごめんなさい。わたしとレフィス、明日の学生決闘の最終チェックがあるんです。お先に失礼していいですか」


「ええ、明日は頑張ってね」


　小さくうなずき、商売用の笑顔をうかべるシャンテ。


「はい！　それじゃレフィス行くよ。みんな、また明日ね！」


「うん。明日は応援するからねー」


　ミオの声に手を振り、レフィスを引き連れてヘレンが足早に階かい段だんを下りていく。彼女の足音が消えるのを確かく認にんし、ネイトはシャンテを見上げた。


　……そうだよね、披露会の前に学生決闘があるんだもん。


「シャンテさん、ヘレンさんの学校が二回戦でドレスエン名術校っていう学校とあたるんですけど、強いんですか」


「うーん、そういうのわたし詳くわしくないのよね。でも去年の優ゆう勝しよう校こうなんでしょ、弱いとは思わない方がいいんじゃない？」


　ならばなおさら、明日はヘレンたちを応援しなくちゃいけない。


　……だけどなぜだろう。


　ヘレンはそれなりに気張っているのが見て取れたが、彼女に付きそっていたレフィスだけは分からない。無口なのは緊きん張ちようしている表れのようにも見えるし、逆ぎやくにこれ以上ないほど落ちついているようにも見える。それに──


〝専せん攻こう色しよくは『Arzus白』〟


　専攻色が『Arzus白』。五色の名詠の一つを専攻しているのは当たり前のはずなのに、何かが引っかかって離れない。


　……なんだろう、すごいモヤモヤがある感じ。


　それは脳のう裏りに棘とげのように刺ささり、いつまでも頭の片かた隅すみにこびりついていた。




　間奏『足音』







　赤茶けた大地が広がる荒こう野や。


　瘦やせこけた大地に生える樹じゆ木もくは細く短く、そこに茂しげる葉も褐かつ色しよく。時おり吹ふく風に、地表の小石がカラカラと音を立てて転がっていく。


　地を這はう虫はおろか、空を飛ぶ鳥すら見られない丘きゆう陵りよう。そんな荒こう涼りようとした丘に、陽ひを受けて伸のびる三人分の人ひと影かげがあった。


「で、アルヴィル。私たちはあと何時間歩けばいいのかな」


「んー、半日ってとこかな……っ痛いた、なんで殴なぐるんだよ、冗談だってば姐あねさん！」


　三人の中央に立つのは長身瘦そう軀くの男だった。


　余よ計けいな頰ほおの肉を全すべて削そぎ落とした鋭えい利りな顔だちに、爛らん々らんと輝かがやくどこか子こ供どもっぽい瞳ひとみ。だぶついた麻あさ色いろのズボンに半はん袖そでシャツ、黒獣じゆう皮ひのベストという出でたち。その首元には安物らしき細い銀のネックレスが鈍にぶく輝いている。


「ったく姐さん、殴るなら殴ると言ってくれよ」


　アルヴィルと呼よばれた男がぶつぶつと呟つぶやきつつ、顔をしかめた。


「半日歩きどおしの挙げ句く、つまらん冗談にまで付きあう気はない。それに、殴るなんて言えばお前は真っ先に逃にげだすだろうが」


　肩先までの赤しやく銅どう色いろの髪かみに、深い青色の瞳をした女じよ性せいがさらりと言い返す。


　身体からだのラインをそのまま映うつしだすほど密みつ着ちやくした黒のシャツが一枚まいだけ、それと色いろ褪あせた藍あい色いろのズボン。夏場のような軽けい装そうにもかかわらず、首には黄こう砂さ色の長マフラーを巻まくという一見矛む盾じゆんした服装だ。


「いや、でもさ。これだけ持ってたらさすがに俺おれでも逃げられないと思わない？」


　大の大人でも一ひと抱かかえはあろうという荷物を二つ右肩に担かつぎ、左肩には長大な鎗やり。


　鎗の重さも相当だろうし、荷物にいたってはまず持ち上げるだけで一苦労だろう。だがそんな弱音と裏うら腹はらに、それだけの重荷を背負ってなお、男の足取りには余よ裕ゆうがあった。


「その割わりにはまだいけそうだなアルヴィル。……お、ちょうど目の前に大きな石がある。これくらい荷物に加えても平気だろ」


「やめてくれっての！　あー、もう、ファウマもこの姐さんに何か言ってくれ」


「……わたし？」


　声のかかった、最後の一人が透すきとおった声を上げた。


　この荒野から世界の隅すみ々ずみまで響ひびきわたる、そんな澄すみきった声。小鳥のさえずりよりも高こう域いきの音、かつ、子供の寝ね息いきよりも安らかな響ひびき──そんな声を持つ少女だった。


　月光を想起させる青白い生地で縫ぬわれたドレス風の外装に、口元から上の表ひよう情じようが隠かくれる鍔つばの広い日ひ除よけ帽ぼう。しかしその品位ある衣い装しようと対照的に、ドレスの下から覗のぞく光景は異い質しつ。膝ひざ下したまでを隠すスカートが風に舞まい、そこに見える足首には白い包帯が痛々しいまでに巻かれている。


「そう、ビシッと言ってやってくれ」


　アルヴィルの指名に、ファウマと呼ばれた少女はしばし周囲を見回して。


「そうね……テシエラ、そっちの石より向こうの石の方が大きいと思うわ」


「お、本当だ」


「そうじゃねえよっ、勘かん弁べんしてくれ！」


　やおら、頭を盛せい大だいに搔かきむしりながらアルヴィルが叫さけんだ。


「あーもう、なんで俺がこんな目に遭あわなくちゃいけないのかね。うちの脳のう天てん気きリーダーはどこへ行った！」


「シャオなら一足先にエンジュへ向かってる、そう言ったのはアルヴィルでしょ」


「んなのは知ってるっての！　くそ、だから俺は列車が動きだすっていう……二日と七時間だっけか？　それくらい待とうって言ったんだ」


　足あし下もとの小石を蹴けり上げる彼に、その両りよう脇わきを歩く女性たちがそろって呆あきれたまなざしで。


「仕方ないだろう。そこまで待つのは面めん倒どうだ」


「アルヴィルって文句が多いのね。少し落ちついて」


「……俺だって、こんなでかい荷物持たされなければ文句言わねえよ」


　なだめられたというより、諦あきらめたという表情でアルヴィルが沈ちん黙もくする。それもそうだろう。自分、そして両りよう隣どなりの二人。計三人分の荷物を持っているのだから。


「なあお二人さん、しつこいけど名めい詠えい生物詠よべねえの？」


「無理だな、そんな可愛かわいいストックはない」


「疲つかれるからダメ」


　あっさり首を振ふる女性二人。


「いやでも、あんたらの荷物は本気で重いぜ？　何が入ってるのかちょっと確かく認にん──」


　肩に背負った荷物の口をアルヴィルが開くその前に。


「なあアルヴィル？　女の荷物を無む断だんで開けたらどうなるか」


「シャオには、アルヴィルは荒野で突とつ然ぜん吐と血けつして倒たおれたと言っておくね」


「……了りよう解かい」


　渋しぶ々しぶとアルヴィルが引き下がる。


　すると、彼の両脇にいた二人はそれぞれ独ひとり言のように。


「ま、中に鉄アレイやら重りやらが入ってるのは否ひ定ていしないがな。もちろん名詠の触媒カタリストとして」


「わたしも、重そうな宝ほう石せきや人形を選んで荷物に入れたような気がしないでもないわ……もちろん名詠の触媒カタリストとして」


「ちくしょおぉっ、やっぱりかよ！　それ絶ぜつ対たい俺への嫌いやがらせだよな？　明らかに名詠の触媒カタリストに使う気がないもんばかりだろ！」


　絶ぜつ叫きようし、アルヴィルがその場で荷物を振ふりまわす。もっとも、振りまわしながらも決してそれを投げ捨すてようとはしないのだが。


「いやしかし、それだけ持って歩けるとは大したもんだ、さすがに祓名民ジルシエの鍛きたえ方は違ちがう。なあファウマ？」


「うん、さすがねアルヴィル。わたしなら持ち上げられもしないわ」


「……そんな褒ほめ方されても嬉うれしかねえよ」


　投げ捨てそうになった荷を背負い直し、アルヴィルが再ふたたび歩きだす。しかし数歩と歩かぬうち、ふとその視し線せんは虚こ空くうを見つめ。


「そうそう、なんかな、シャオが『これは未み確かく定ていだから、話しても話さなくてもどっちでもいいよ』って言ってたのがあるんだけど、どうする？」


「聞いてもいいが、面おも白しろくなければお前が面白い芸の一つや二つやってみせろ」


「聞いてもいいけど、わたし寝たら忘わすれちゃいそう」


「……ウチのメンバーはまともに話せる奴やつがいないのが難なん点てんだな。まあいいや、シャオがこの前言ってた総そう当あたりの組み合わせが変わるかもしれないんだとさ」


「──いいじゃないか」


　テシエラの声こわ音ねが優ゆうに一オクターブ下がった。


「面白いな。で、私は誰だれを相手にするんだ」


「それは本人から聞いた方が早いんじゃねえの？　ほら、見えてきたぜ」


　赤茶けた荒こう野やはいつしか背後に消え、地面は整せい備びされた石いし畳だたみになっていた。その両脇には緑の草花、瘦やせこけた木々も堂々とした大たい樹じゆに姿すがたを変える。


　そのさらに先、天に向かってそびえる建けん造ぞう物ぶつの連れん峰ぽうがあった。


　──凱がい旋せん都市エンジュ。


　その都市に入る直前、ちょうど石畳が途と切ぎれる場所で三人は足を止めた。


「よおシャオ、待ちくたびれたか？」


「まさか、思っていたより早かったくらいだもの」


　アルヴィルが手を上げる先、まるで影かげが浮うかび上がったかのように佇たたずむ黒くろ法ほう師しが一人。


「列車を使わないで徒歩で来るとは思わなかったよ。ファウマ、無理させちゃったね」


「ううん、途中でアルヴィルに背負ってもらってたから」


「だと思った。アルヴィル、テシエラもお疲つかれさま」


　シャオのねぎらいの言葉と対照的、ファウマを除のぞく二人に疲れの色はない。


「さてシャオ、祭りは二日後だったな」


　歩く途中で乱みだれたマフラーを丁てい寧ねいに巻まき直すテシエラ。暢のん気きともとれる仕草、その実、言葉には鉛なまりのような重々しさを含ふくませて。


「お前の言う予定運命とやら、順調か？」


「おおむねそうだね。夜ネ明イけトと緋色クルーエルもエンジュに到着した。特に大事な鍵かぎが緋色クルーエル。空白名詠の力に目覚めたクルーエルがこの地のミクヴァ鱗りん片ぺんに接せつ触しよく、そうすることで〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉もまた眠ねむりから覚める。それが明後日」


　テシエラがマフラーを巻き終えるのを待ち、シャオはさらに彼女へ向けて。


「だけどまずは明日の学生決けつ闘とう。テシエラ、君が見たがっていたものが見られるかもしれないよ」


「──ほう」


　一見すれば無感動を点ともしたままの表ひよう情じよう。しかし一方で、彼女の唇くちびるは隠かくしきれない喜びにふるえていた。


「ヨシュアの後こう継けいか」


「どうかな、ミシュダルの後継といった方が近いかもしれない。いずれにせよ明日の学生決闘、競闘宮コロセウムは灰はい色いろに染そまる。ほら、ちゃんと一いつ般ぱん用チケットも手に入れておいたよ」


「気がきくじゃないか大たい将しよう」


　シャオから差し出された紙切れを胸むねポケットにしまう彼女。


「喜んでもらえて何より。さ、話が長くなったけど行こうか。──自分も、ネイトと会うのが今から楽しみなんだ。すごく興きよう味みがある」


　ふわりとローブをひるがえしシャオが踵きびすを返す。





　エンジュの外れ、その四人が立ち去ったその草原で。


　ざわざわと、煤すす色いろの風に草木がざわめく音だけが静まることなく残っていた。




　三奏『再さい憶おく』







　　　　１





　薄うすいカーテン越ごしに感じる陽ひ射ざし。


「……もう朝？」


　ベッドから上半身だけを起こし、ネイトは眠気の残る目をこすった。


　ぼんやりとかすむ視し界かい。昨日はエンジュを一日歩き回ったせいか、だいぶ睡すい眠みんをとったはずなのにまだ眠い。


「アーマ起きてる？」


『それは我われのセリフだな』


　自分の枕まくら下したのすぐそば、丸くなっていた名めい詠えい生物がのっそりと首を持ち上げた。


「ごめんね、昨日は一日中鞄かばんの中に隠かくれてもらってて」


　地ち域いきによっては、名詠生物を連れて歩くことに許きよ可か証しようが必要なことがある。


　エンジュについてはその下調べをする時間がなかったのだが、昨日一日歩いた様子ではどうも必要ないらしい。


「今日は外に出て平気みたいだよ、一いつ緒しよに行く？」


『……それが競闘宮コロセウムという場所なら考えものだな。あの狂きよう乱らんじみた騒さわぎはごめんだ』


　ぷいと顔を背そむける名詠生物。雑ざつ音おんを嫌きらう性せい格かくのアーマには、あの地鳴りのような歓かん声せいがさぞやかましく聞こえたのだろう。


「そっか、それならお留る守す番ばんしてる？」


『そうしておこう』


　再び丸くなるアーマを後しり目めに、ネイトは部屋の時計を見やった。


　──うん、僕ぼくはとりあえずご飯食べにいかないと。





「うわぁ、すごい人！」


　百人は入れるはずの大食堂が、見み渡わたすかぎり名詠学校の生徒で埋うまっていた。


　地味な紺こん色いろの制せい服ふくから派は手でな金きん模も様ようの制服まで、制服の数で見れば二十種以上はある。参加校が十六、見学校も相当数がこの宿しゆく舎しやに泊とまっているのだろう。


「えっと、適てき当とうにご飯取っていいんだよね」


　牛ぎゆう乳にゆうの小こ瓶びんとパン、サラダ。それにフルーツ。


　思いつくままを小皿にとりわけ、ネイトはトレイを抱かかえて席を探さがした。食堂の中央部の席はほとんどが生徒と教きよう師しに占しめられ、かろうじて空いているのは隅すみの席だ。


　──あれ？


　大食堂の出口から見て一番奥おくの隅にあたる席。あまり照明も当たらない場所。そこに他の生徒から離はなれ、一人でじっとパンをつまんでいる青年がいた。


　眩まばゆい銀ぎん髪ぱつを伸のばした長身の青年。


　誰もが振り返るような整った顔だちと背せ格かつ好こう。にもかかわらず、どこか憂うれいをおびた瞳ひとみはまるで他人を映うつさず、自分一人の世界にいるような異い様ような空気を放っている。なるほど、これは近よりがたい。他の生徒がその隣に座すわらないわけだ。


　……でも空いてるのあそこだけだし。それに一いち応おう知り合いだし、平気だよね。


「あ、あの。レフィスさん、ここいいですか」


　彼が顔を上げるのを待って、ネイトは対面の席を指さした。


「別に」


　ぼそりと彼が首しゆ肯こうする。


　きっと今の「別に」が、彼が発した今日最初の言葉なのだろう。怒おこっているわけでも疲つかれているわけでもなさそうだが、どこまでも淡たん泊ぱくな言いようだった。


　……ええと。


「あのぉ、昨日はよく寝れました？」


「いつもどおりだ」


「……そ、そうですか。そういえば昨日先に帰ってましたけど、ジール名詠学舎の皆みなさんで作戦会議でもしていたんですか」


「いや、単にルール確かく認にんをした程てい度どだ」


「…………」


　だめだ、会話がつながらない。訊きけば素す直なおに答えてはくれるのだが、あまりに抑よく揚ようがないので先が続かなかった。


「ええと、今日頑がん張ばって下さいね」


「何がだ」


「何って、大会です。競闘宮コロセウムでの学生決けつ闘とう」


　その途と端たん、パンをつまむ彼の手が止まった。


「ネイトだったか」


「あ、はい！」


「ネイトは競闘宮コロセウムの決闘に興きよう味みがあるのか？　俺おれと同じで、ネイトはそういった類たぐいに興味がないように見えたんだが」


　レフィスが、初めて自分から？


「俺と同じって……レフィスさんも？」


「あまり気は乗らないな。名めい詠えい学校の高等部ハイスクールに転入してまだ数ヶ月だけど、いきなり学生決闘なんて話を持ちかけられた時は驚おどろいた」


　饒じよう舌ぜつだった。


　少なくとも、ついさっきまでの口数と比くらべれば噓うそと思えるほどに。


「それなら、なんでわざわざ学生代表に？」


「ヘレンに頼たのみこまれた」


　銀色のトレイをじっと見つめ、レフィスがふっと息をはく。


「あいつはあんな性せい格かくだから、放ほうっておくのも気になる」


「あ、ヘレンさん勝気ですよね！　昨日もすごい自信ありそうだったし」


「──俺には、あいつがひどく弱々しく見える」


　彼の口を突ついて出たのは、ネイトが考えもしなかった言葉だった。


「ヘレンは、名詠の成せい績せきはジールでも指折りだ。今回だって女なのに上級生に混まじって学生決闘の代表に選ばれた。だけどそのぶん周りの期待も大きい。あいつも、周りが自分に期待してることを知ってるから余よ計けいに意地を張はる。たとえば、ドレスエンとかいう学校の生徒からお前たちを庇かばったようにな」


「え。でもそんなようには」


「そう見せないことがあいつなりの意地。俺にはそう映うつる」


　ティーカップの中、揺ゆれる液えき面めんを見つめるレフィス。


　憂いを秘ひめた瞳、それが揺れているのはカップの液面を映しているからか、それとも別の何かか。どれだけ見つめてもネイトにはわからなかった。


「……レフィスさんはそれを心配して？」


「あいつには借りがある。それだけだ」


　トレイを抱かかえ、にわかにレフィスが立ちあがる。


「あっ、レフィスさん。待って」


「あいにく、俺の方はもう食事は終わってるからな」


　振り返りもせず立ち去る彼。


　が、そのすぐ後に。


「お、いたいた～、ネイト君おはよー！」


「おはよう、ネイト」


　ミオ、クルーエル、そしてエイダの声が。


「お、ラッキー。ちょうどあたしらの席ぶん空いてるね」


　トレイをテーブルに置き、エイダが勢いきおいよく席に座すわりこむ。空いている席は、レフィスが抜ぬけた対面の席を合わせてちょうど三つ。


　……あれ、まさか。


「ネイト、どうかしたの？」


　対面の席に座るクルーエルがきょとんとした面おも持もちで見つめてくる。


「い、いえ。ちょっとパンが詰まりそうになっただけです」


　水を飲むフリをして慌あわててごまかした。


　……レフィスさん、クルーエルさんたちが来るのが見えたからわざわざ席を？
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「うっわぁ、なにこの行列！　これ全部あたしたちと同じ観客なの!?」


　開口一番、ミオが悲鳴を上げた。


　競闘宮コロセウムの大ロビーを埋うめつくす人の列、列、とにかく列。


　数百では収おさまらない。既すでに会場内に入っている観客も含ふくめれば数千に届とどくに違ちがいない。ロビーの端はしから端まで並ならんで、なお並びきれずに蛇だ行こうしているのだ。この様子では受付を済すませるのにどれだけかかるかも分からない。


　だがそれはまあいい。問題なのは──


「で、クルーエル、よりによってちび君とはぐれてしまったと」


　呆あきれ顔で腕うでを組くむエイダに、クルーエルは渋しぶ々しぶとうなずいた。


「うん……さっきまですぐ隣となりにいたはずなんだけど」


　つい数分前、大きな人の波に呑のまれた時だ。四人がバラバラにはぐれ、なんとかミオ、エイダとは合流できたのだが、ネイトだけがどうしても見つからない。


「ネイト君まだ背せも高くないし、髪かみの毛も黒系けい統とうだから目立たないものね」


「大声で呼よんでもこの騒さわぎじゃ厳きびしいか。しゃあないね、クルーエル、ちび君にもはぐれた時のことは伝えてるんでしょ」


「それは平気よ、きちんと確かく認にんしたもの」


　会場の観客席にひとまず座り、全体が落ちついたらあらためて相手を捜さがす。大会終了後も見つからなかったら受付で落ちあう。それが競闘宮コロセウムの入口で確認したルールだ。


「クルル、ネイト君が心配？」


「え、う、うん。まあでも平気だと思うけど」


　トレミア・アカデミー内ならまだしも、ここは土地勘かんのない大都市。それもこんな大規き模ぼな施し設せつだ、ここからネイトを見つけるのは骨ほねが折れる。


「しーっ、ほらあれだよミオ。きっとちび君の隣の席に座ってだね、何かのはずみを狙ねらって『キャー』って抱だきつく作戦だったんだ」


「あー、なるほど！　ホラーハウスとかで恋こい人びとがやる古典的手法だね！　さっすがクルル、乙女おとめ街かい道どうまっしぐ…………ええと。クルル、目が怖こわいよ？」


「怖くしなくちゃいけないのは誰だれのせいかしら」


　ぎろりとミオとエイダを睨にらみつけ、クルーエルはこっそり溜ため息いきをついた。


　……ネイトのばか。


　こういうこと言われるの分かってたから、キミがいなくなると困こまるのに。
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　コツッ、ツッ──


　人気のない通路に、先を行く彼女と自分の二人分の足音がこだました。


「ごめんなさいね、おどろいた？」


　毛皮のコートを羽は織おる女じよ性せいが愉ゆ快かいそうに言葉をはずませる。隣を歩く彼女にも伝わるよう、ネイトは心もち大きくうなずいた。


「……少しだけびっくりしました」


　もう十分ほど前になるだろうか。クルーエルたちを見失ってあちこち歩いているうち、まったく別の通路に出てしまったのだ。それで慌てて引き返そうとしたところ、突とつ然ぜん背中ごしに肩かたを叩たたかれた。


　それが外でもない、シャンテだった。


「大声出したら他の人にもバレちゃうじゃない。あんなに人が大おお勢ぜいいるところでわたしが姿すがたなんて見せたら、それこそファンの学生に取り囲まれちゃうわ」


「……でも、いきなり口をふさぐのはひどいです」


「あはは、ごめんなさいね。だけど他の子が見つからなかったのは残念ね」


　学生決闘当日、会わせたい人物がいる──彼女の方でそれを失念していたらしい。


　今日になってシャンテも慌ててクルーエルたちを探したものの、かろうじて見つけたのは自分だけだったというわけだ。


「はぐれた時のことは決めてありますから、たぶん他の人も平気です」


「ううん、そうじゃないの。さっきも言ったけど、エイダちゃんはともかく、クルーエルさんやキミに紹しよう介かいしたかった奴やつがいるのよ」


　とある部屋の前で彼女が足を止める。


　控ひかえ室。そう書かれたプレートの下の名前は──


「入るわよ」


　ノックもせず、まるで勝手知ったる我わが家のような態たい度どでシャンテが扉とびらを開けた。


「遅おそかったな、じきに第一試合が始まるぞ」


「贅ぜい沢たく言わないの、これでもエイダちゃんとか探し回ったんだから」


　青のインバネスコートを羽織る男へ、シャンテがおどけた足取りで近づいていく。


「この観客数ならそれも無む駄だだろうな」


　彫ほりの深い、厳いかめしい顔つきを保たもったまま男が肩かたをすくめる。


　背せ丈たけは成人男性より頭一つ分は大きいだろう。広い肩かた幅はばに見合う屈くつ強きような体格に、猛もう禽きん類を思わせる鋭するどい双そう眸ぼう。短く刈かりこんだ濃のう紺こんの髪といい、名めい詠えい士しではなく生きつ粋すいの祓名民ジルシエといった方がよほど似に合あう。


「そうね。それより時間がないんだから、今はちゃっちゃと自己紹介だけしちゃいましょう。さてネイト君、ようこそ競闘宮コロセウム覇は者しやの特別控え室へ」


　競闘宮コロセウム覇者の、特別控え室？


「そう。でも君には〈イ短調〉の第二番と言った方がわかりやすいかもね。カインツやサリナルヴァからも名前くらいは聞いたかしら？」


〈イ短調〉第二番。……この人が。


　腕の立つ名詠士がひしめき合う競闘宮コロセウムでも、一度として敗北を知らない最強の名詠士。そして今回、同じ〈イ短調〉のサリナルヴァからの要よう請せいを受けて共に行動することになる男──ネシリス、青の大特とく異い点てん。


「あ、あの、初めまして」


「ここは嫌きらいか？」


　挨あい拶さつの返事など気にも留とめず、男が発したのはそんな一言だった。


「嫌いって？……僕ぼくが、ですか？」


「競闘宮コロセウムで名詠士が腕を競きそいあうのは、名詠士としての本分を外れていると思うか？」


「え、あ、あの」


「表か情おにそう書いてある」


　仮かりに、この男以外の誰かに同じことを言われていても信じなかっただろう。だがネシリスという男の言葉には、嫌いやでもそれを信じさせる力があった。


「カインツから、お前の夜色名詠とやらの話も多少は聞いている。お前が名詠式を学ぼうとする理由も想そう像ぞうがつく」


　名詠式は、日にち常じよう生活において数多くのことに役立つことができるとされている。


　寒冷地での赤色名詠の活かつ躍やく、干かん害がい地ちでの水の名詠。


　運うん搬ぱん、伝達、救助、救きゆう援えん。


　それだけではない。今は考えつかなくとも、名詠式はいくらでも可か能のう性せいを秘ひめている。だから、名詠式に何を望むのか、まず自分で考えなくてはならない。


　──自分は母親からそう教わってきたし、それが正しいと今でも思う。


　だから競闘宮コロセウムという舞ぶ台たいの役やく割わりを聞いた時、少なからず嫌けん悪お感を抱いだいたのも事実だ。名詠式で人と人が戦って何になるのか、それで誰かが救われるとは思えなかった。


「どうだ？」


「……はい」


「お前のその感かん性せいは間ま違ちがっていない。綺き麗れい事ごとと言う奴やつも少なからずいるが、それでも名詠士の本分が競闘宮こんなばしよにないことに俺も異い論ろんはない」


「でもそれじゃあ、なんでネシリスさんはずっとここにいるんですか」


　競闘宮コロセウムで誰より多く戦い続けている名詠士。


　──その本人がそんなこと言うなんて、意味が通らないじゃないか。


「だっておかしいですよ！　戦ってケガすれば痛いたいし、辛つらいです。それに相手だって傷きずつけることもあるんですよね」


「そうだな。その繰くり返しだ」


「……じゃあネシリスさんはなんで、そんな想おもいをしてまでここに拘こだわるんですか」


「拘るわけじゃない。他になかった」


　それは、いったいどういうことだろう。


「世の中には、自分でもどうすることもできないまま、それでもその道を選ぶしかない人間がいる。俺のように不器用で惨みじめな人間がな」


　……この人が惨め？


　紛まぎれもない最強の覇者、常に脚きやつ光こうを浴び続けているはずの名詠士が？


「覚えておいて損そんはない。それはカインツでは伝えられないことだろうからな」


「ま、君にはまだちょっと早いオトナの悩なやみってところかな」


　自らの艶つややかな唇くちびるに指先でそっと触ふれ、シャンテが意味深に唇をつり上げる。


「さて、いきなりこの厳いかめしい強こわ面もてが説教くさいこと言っちゃってごめんね。そろそろわたしたちも会場に向かいましょ？」


　突とつ然ぜん、室内に割われんばかりの歓かん声せいが轟とどろいた。


　……この歓声、もしや決けつ闘とう会場の？


「あらまあ、もう第一試合始まっちゃったみたいね」


　テーブルに留とまる一匹ぴきの音おん響きよう蝶ちようを愛いとしげに彼女がなでる。おそらくもう一匹を決闘会場に待機させ、そこから音を拾っているのだろう。


「二人ともさっさと来い。遅おそいようなら置いていくぞ」


「あ、はいっ！」


　大おお股またで歩いていくネシリスの背せ中なかをネイトは慌あわてて追いかけた。


　──そうだ、ヘレンさんたちの試合も応援しないと！
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　競闘宮コロセウム、決闘会場。


　その観客席は、立ち見の者が出るほどの賑にぎわいだった。


「ふぇー、すごいね！　覇者決定戦とかの豪ごう華か試合は立ち見が出るって言うけど、それと同じくらい観客いそうだよ。八割方あたしたちと同じ学生だけど」


　左手にパンフレット、右手にジュースの入ったカップを持ちながらミオが目を丸くする。


　決闘参加校は応援のため中央寄よりの席。クルーエルたちのような見学校は、舞台から遠い外周側の席があてがわれている。細かい座ざ席せきの位置指定がないため、学園同士で早い者勝ちの席の奪うばいあいだ。


「ホント、少し経たてば人も減へるかなって思ったんだけどね」


　ミオにつられてクルーエルも周囲をあらためて見回した。


　今はちょうど一回戦の第四試合が終わったところ。その間ネイトのことも探さがしたのだが、座席が早い者順の並びのため、はぐれた彼がどこに座すわっているのかもわからない。


　……これじゃ、ネイトを見つけるのは試合が終わってからかな。


「ヘレンちゃんの学校が第六試合だからもうすぐだね、初戦勝てるといいなあ。あ、でも次はあのドレスエンだっけ。あんな連中負けちゃえばいいのに」


　五試合目の開始を目前に、ミオがほおをぷくっと膨ふくらませた。


「ミオ、もしかして割とこういうの好き？」


　すると彼女は、自らのほおに指先をあてて考えるような仕草の後。


「ん～、友だちが出てるから応援しよう、くらいかな。見ててすごくハイレベルな試合とかならわからないけど……今までの試合って、なんか平へい凡ぼんだなって。あ、もちろんあたしなんかよりは断だん然ぜんすごいよ？　でも、ね──」


　慣なれぬ大舞台で緊きん張ちようする学生たち。〈讃来歌オラトリオ〉どころか、触媒カタリストを手から落っことして会場の失しつ笑しようを買う場面もあった。


　いざ実じつ際さいに名詠したところで小さな炎ほのおや氷の飛礫つぶて。〈讃来歌オラトリオ〉を互たがいにボソボソと詠うたいあって、名めい詠えいしてもせいぜい第コ四モ音ン階ア名リ詠ア。第三音階名詠プライムアリアまで名詠できたのは、四試合の中でも数人だけだ。


「すごく緊張して実力が出せないっていうのはわかるんだけど……でも、それがわかっててもね、見てて平凡だなって思えちゃうの。ほら、競演会コンクールのヒドラとか、敗者の王ラステイハイトとか、ネイト君のアーマやクルルの黎明の神鳥フエニツクスとか見ちゃうとね」


　はにかむような苦笑するような、ミオにしては珍めずらしく歯切れの悪い表ひよう情じよう。が、それはクルーエルにもわかる気がした。


〈孵石エツグ〉から生まれたヒドラの圧迫感プレツシヤー。ミシュダルとの対決時に感じた、言いようもない狂きよう気き。それと比べるなら、今の学生決闘などまるで他愛もないものに思えてしまう。


「まあそうなんじゃない？　トレミアはそういう気質じゃないからって学園長は言ってたけど、もし出ることになってたらウチのクラスだけで余よ裕ゆうだったかもね」


　すっと、後ろの席にいたエイダが顔を突きだした。


「うちのクラスって？」


「あんたとちび君に決まってるでしょ。大会出場の十六校合わせても、あんたたち二人の相手にならないんじゃないかな。まあそれくらい開きがあるよ」


「……わたしが出ても緊張して何もできないよ」


「あんたね、自分がどれだけとんでもないか少しは自覚しなさいな……あ、でもあいつはちょっと気になるかな」


　あいつ？　そう訊たずねる前にエイダは自ら二の句くを継ついだ。


「レフィスだよ、ヘレンの同級生って言ってた」


　流れるような銀ぎん髪ぱつをした長身の青年。ヘレンの紹しよう介かいで昨日行動を共にした学生だが、会話がなかったせいかほとんど印象にない。


「エイダが気になるって珍しいね」


「雰ふん囲い気きというか呼こ吸きゆうっていうか、そういうのが明らかに違う。なんかこう、いついかなる時も神しん経けい張はりめぐらせてますみたいなね。そういうのってさ、ただ名詠学校に行ってたって身につくようなものじゃないはずなんだ」


　ヘレンが言うには、彼はジール名詠学舎につい最近転入してきたばかりとのことだ。


　……それって、境きよう遇ぐうがネイトと似てる？


「エイダはそれが気になるの？」


「気になると言ったって、まだ実際に試合を見てみないと始まらないけどね。もちろんあたしだって、ドレスエンの連中なんかよりヘレンたちに勝ってほしいし」


　エイダが見つめる先は決けつ闘とう舞台。


　今からがようやく第五試合。これが終わればいよいよヘレンたちの出番になる。そうだ、二回戦という前に、この一回戦で負けてしまっては話にならない。


「そうだよ～、それが一番大事だもん！　クルルもしっかり応おう援えんだよ！」


「うん、わかってる」


　ミオに手て渡わたされたパンフレットを膝ひざ元もとに置き、クルーエルも椅い子すに座る姿し勢せいを正した。
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　観客席の最上じよう段だん、立ち見席からも離はなれた壁かべ際ぎわで──


「よかったわね、ジールの子たち一回戦勝てたじゃない」


　首元のマフラーをまき直し、シャンテが楽しげに腕うでを組む。その仕草にネイトもこくりとうなずいた。


「はい、ヘレンさんも勝てたみたいでよかったです」


　ジールの一回戦。


　結果は三人で二勝一敗。ヘレンも危あぶなげなく勝利を収おさめていた。緊張感も感じさせず、冷めやらぬ歓声に笑顔で手をふる余裕すら見せていたほどだ。


「さて、めぼしい注目校も一回戦は大体消化済ずみかしら。次は二回戦ね」


「……ヘレンさんたち、頑がん張ばってほしいです」


「二回戦はドレスエンが相手だったわね。で、どうなの覇は者しやさんから見て」


　決闘舞台から目を離さぬまま、その男は。


「ドレスエンが三勝して勝ち残る。波は乱らんはないな」


「相変わらず淡たん泊ぱくねえ」


　ネシリスの宣せん言げんにシャンテが軽く苦笑する。


　しかし彼女もそれに反論しようとはしない。理由はただ一つ。彼女の目にも、そしてネイトの目にもドレスエンの優ゆう位いは明らかだったからだ。


　ジール名詠学がく舎しやが弱いわけではない。おそらく他の出場校の中でも中ちゆう堅けんにはつけているだろう。だがドレスエンは、そういった群ぐん雄ゆうの中でも明らかに上をいっていた。


「代表三人がそれぞれ、〈讃来歌オラトリオ〉抜ぬきで第三音階までの名詠が可能。それも相当な精せい度どだったわね。〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたえば、間違いなく第二音階までは名詠できるでしょうね」


　その中でも特に大たい将しよう格の三番手。


　彼は『Keinez赤』と『Beorc緑』の二色を使いこなす実力者だった。そう、昨日、対戦表の掲けい示じ板ばんの前で詰つめよってきた男子生徒だ。


「一連の試合を見るかぎり、あの三番手が全体でも頭一つ抜けている。だとすればドレスエンに勝つには、三番目は捨すてて最初の二人で連勝。二勝一敗で勝ちを拾うことだろうな」


「けれど、その連勝が何より難むずかしい。決闘に特化した名門校だったかしら？　さすがに優勝最有力候こう補ほと言われているところは違うわね」


　ネシリスの言葉の続きをシャンテが拾う。波乱はない。少なくともこの二人はそう思っている。いや、会場の観客の大半がそう思っているだろう。だが……


〝ネイトは競闘宮コロセウムの決闘に興きよう味みがあるのか？　俺おれと同じで、ネイトはそういった類たぐいに興味がないように見えたんだが〟


　……レフィスさんの、あの時の言葉ってどういう意味だろう。


　朝に彼とかわした会話を、ネイトは頭の中で何度も何度も繰くり返した。





　　　　４





《二回戦、第三試合を行います》


《ジール名めい詠えい学舎、ドレスエン名めい術じゆつ校こう。両生徒は控ひかえ室に待機して下さい》





　その放送アナウンスが流れてから、もう何分経たっただろう。


　──ふるえが止まらない。


　足先、膝ひざ、肩。身体からだ中が小こ刻きざみに震しん動どうを繰り返して悲鳴を上げている。


「あーあ、始まっちゃったか」


　ベンチに座ったままヘレンは自じ嘲ちようの笑みをうかべた。


　試験の直前も、何か大きな行事の時も、さっきの試合の直前だってそう。いつもいつも必ず起きる、もはやお決まりの症しよう状じようだ。


　極きよく度どの緊きん張ちよう癖へき──学園の友人や教きよう師しにも隠かくしとおしている秘ひ密みつ。誰だれより上がり症で大舞台に弱いのに、推おされたら断ことわれない。


「ドレスエンか……」


　きっとクルーエルやミオ、エイダも自分の試合を待っていることだろう。


　負けないから。


　彼女たちにそう約束した。そのことに後こう悔かいはしていない。でも本当はわかってる。自分ではドレスエンの生徒に勝てない。一回戦の試合を見ていれば誰だってわかる。


「さぁて、どうしようかな」


　昨日の場面では流れで啖たん呵かを切ったはいいが、勝ち目は薄うすい。


　しかし無様に負けるわけにもいかなかった。トレミア・アカデミーの生徒からも見られているこの試合、せめて彼らの期待に応こたえたい。


「……やれやれ、損そんな性格に生まれちゃったもんだよね、わたし」


　ベンチに座すわったまま部屋の壁かべによりかかる。そのまま目を閉とじようとして──


　じぶんのすぐそばに誰かがいることに、ヘレンはようやく気づいた。


「俺は、そうは思わないが」


　流れるような銀ぎん髪ぱつをした長身の青年。


　──レフィス。まさか今の呟つぶやきを聴きかれた？


「あんたね、集中したいから一人にしてって言ったでしょ。そもそもあんたはイース先せん輩ぱいの試合を応援するって」


「イース先輩の試合が終わった。だから二試合目の選手を呼んでこいと言われた」


　二試合目の選手。


　それはつまり自分のことだ。


「……聴いてたの」


「ノックはしたつもりだった。返事がなかったからどうしたのかと思って扉とびらを開けた。気にさわったのなら謝あやまる」


「いや、そういうことなら悪いのはわたしだよ」


　なるほど、考えこむと周りが見えなくなる癖くせは自分でも重々承しよう知ちしているつもりではあったが、ノックを聞き逃のがすほどとなれば重症だ。


「ごめんね、悪いのはわたしなのに、レフィスにあたっちゃって」


　ベンチ脇わきに置いていた触媒カタリストを携たずさえ、立ちあがる。


「イース先輩どうだった？」


「負けた。緊張はあっただろうが、最初から最後まで実力差があった」


「ん、まあしょうがないわね。あっちは年がら年中決闘の講こう義ぎ受けてる連中だから」


　肩かた、そして腕を伸のばして柔じゆう軟なん体たい操そう。まるで自分のものでないように身体が重く、硬かたい。自覚していた以上に緊張は大きかったらしい。


「ヘレン、平気か」


「ん？」


　レフィスが誰かを気き遣づかうそぶりを見せる。彼がジールに転入してまだ数ヶ月ということを抜きにしても、それは非ひ常じように珍めずらしいことだった。


「ふぅん、心配してくれるんだ？」


　にやりと口の端はしをつり上げ、ヘレンは無ぶ遠えん慮りよにレフィスの顔を覗のぞきこんだ。


「部屋に入った時、表ひよう情じようが苦しそうだった」


「……うん、苦しいよ。すんごい苦しい。変なストレスでお腹なか痛いたいもん」


「試合前の緊張か？」


　抑よく揚ようのない口調の彼の前でしかめ面つらをつくった。


「いやぁ……まあそうだけど、なんていうのかな、ほら、昨日あんたが来る前にドレスエンの連中と軽くケンカしちゃってさ、そこで威い勢せいよく啖たん呵か切っちゃったもんだから」


「トレミアとドレスエンのいざこざに割わって入った時か」


「そそ、ここで負けたらトレミアのみんなにも悪いでしょ？　それがちょっと悩なやみの種なの。まあ自分がまいた種だからしょうがないんだろうけどさ。……やれやれ、我われながら不器用にもほどがあるって感じだよね？」


　苦笑隠かくしの陽気な笑顔。普ふ段だんのクラスメイトや友人なら、それに付きあって同じように笑ってくれたに違ちがいない。だが──


「不器用なんかじゃない。俺は、ヘレンはむしろすごいと思ってる」


　目の前の彼だけは違った。


「え……わたし、すごいことなんか一つもないよ」


「じゃあ、どうしたら他人のことまでそんな気を遣ってやれるんだ？　俺にはそれがわからない。見ず知らずの学校の生徒を庇かばったり、俺が転入した時も、俺が何も言わずともジールの校こう舎しやを案内してくれたりした」


「……学校案内くらい大したことないじゃん」


　トレミアの件けんはともかく、そんなのですごいと言われても自分が困こまる。そんなの当たり前のことじゃないか。


「いや、俺は感かん謝しやしてる。大きな借りだと思ってる……俺は、今まで自分の師と二人だけで生きてきたから。そんなことされたこともないし、自分から他人に何かをしてやるなんて発想もなかった」


　自分の師と二人だけ？


　そういえば、彼は今まで自分の過か去こを明かしたことがない。せいぜい自分の専せん攻こう色しよくが『Arzus白』だという程てい度どだ。教師は知っているのかもしれないが、少なくともヘレンは、ジール名詠学舎に来る前のレフィスを知らない。


「へえ、あんたが身の上話するなんて初めてだね」


「……そんなつもりで言ったわけじゃない」


　むっとした表情で顔をそらす彼。いつになく幼おさなげなその仕草が、ヘレンには可お笑かしくて仕方がなかった。




[image: ]


「あはは、わかってるよ。でもわたしだって、あんたが言うほど懐ふところ広いわけじゃないよ。トレミアとドレスエンのケンカに割わって入ったのも単なる気分だしさ」


　でも、それで良かったと思う。自分の気持ちに素す直なおに行動するのがきっと一番いい、その上で他校の友人がたくさんできたのだから。


「んじゃ、行ってくるよ。すんごい豪ごう快かいに負けてくるかもだけどね……その時は、せめてあんたが勝ちなさいよ？　期待してるんだからね？」


「──ああ、俺おれが何とかする」


「いい返事じゃない」


　うなずく彼に、ヘレンは小さくウインクした。





　　　　５





「いやー、負けた負けた。ごめんねみんな」


「あ、ヘレンちゃん！」


　段だん状じようになっている観客席を降おりてくる彼女、まずミオが手を振ふった。


「おつかれさま。残念だったね」


　心中、クルーエルはほっと胸むねをなでおろした。ヘレンが決けつ闘とう舞ぶ台たいから退たい場じようして間もないが、今ここにいる彼女を見る限かぎり大きなケガもないらしい。


「うん、でも残念ではなかったかな。思いっきりやれたし」


「そだね。名めい詠えい校こう同士の交流行事なんだし、楽しいのが一番だとあたしも思うよ。ただ、あれはちょっといただけないけどさ」


　決闘舞台に最も近い、観客席の最前列をエイダが睨にらむ。


　そこに陣じん取どるのはドレスエンの生徒たちだ。ヘレンも善ぜん戦せんしたのだが結果としては黒星。一番手のイースという生徒、そして二番手の彼女。これで〇勝二敗、ジール名詠学舎の負けが確かく定ていした。目的が交流である学生決闘は三人目の試合も行われるというのに、ドレスエン陣じん営えいは既すでに二回戦勝利を祝っているらしい。


「本当だ、まだ三人目の人も残ってるのに。マナー悪いね」


　口を尖とがらせるミオに、しかしヘレンは普段と変わらぬ笑顔のままだった。


「ううん、いいんじゃない。むしろ望むところだよ。あのいやらしい応援も全部、きっとレフィスが黙だまらせてくれるから」


　レフィス？


「そういえば彼って一回戦出てなかったね。二回戦は出るの？」


「うん。もともと一回戦は上の学年の先せん輩ぱい優ゆう先せんだもん。あいつはついこの前転入してきたばかりでしょ、だから出るのは二回戦からってことになってたの」





《ジール名詠学舎、ドレスエン名術校。ただ今より三人目の試合を行います》





　割れんばかりの喝かつ采さいに会場が震ふるえた。


　轟とどろく喝采がひとしきり収おさまるのを待って、クルーエルは。


「ねえヘレン、レフィスの専せん攻こうって『Arzus白』って言ってたよね」


　五色の名詠のうち、決闘に向いているとされるのが『Keinez赤』と『Ruguz青』。逆ぎやくに『Arzus白』は攻こう撃げき的な名詠生物が少ない。決闘では難むずかしい色とされる。


「クルーエルの言いたいことわかるよ。でも見てなって、あいつのはすごいんだから。ちょっと変わってるの」


　観客席の通路にヘレンが直ちよく接せつ腰こしを下ろす。


「変わってる？」


「うん、転入した時ね、あいつは自分の専攻を『Arzus白』って言ってた。だけど何かが違う。とても似にてるけど、あいつが詠よびだすのは──」


　その先は、会場の歓かん声せいで聞こえなかった。


　決闘舞台に設せつ置ちされた二つの入場口から、それぞれ現あらわれる三番手。


　一人は濃こ緑みどり色の制服を着た学生だった。癖くせのある茶ちや髪ぱつの、背の高いドレスエン生徒。忘わすれもしない、昨日自分たちに絡からんできた男子だ。


　そして、もう一人。ジール名詠学舎の制服を着た銀髪の青年。しかし彼の姿すがたに、会場中の生徒、そして名詠士がまったく同時に息を呑のんだ。


　完全な無む防ぼう備び。


　彼は、たった一つの触媒カタリストすら持っていなかった。
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　地じ響ひびきのような歓声、そして息が詰まりそうになるほどの勢いの前拍手アプローズ。


　……そういえば、こんなに多くの他人から同時に見つめられたのは初めてだな。


　全方位を囲む観客席をレフィスは見上げた。いったいどれだけの人数がいるだろう。数百、千を数えるかもしれない。


　ずっと、自分はたった一人の老人と暮くらすだけだった。それからすれば、ここまで多くの人間に注目されるという経けい験けんは初めてだ。


「ヨシュア、俺にはまだわからない。俺はどうすればいいのかな」


　かつて自分の下もとを去っていった老人の名を口ずさみ、競闘宮コロセウムの決闘舞台中央へ。


　決闘舞台は直径五十メートルほどの円形。


　地面は砂すな地ち、舞台端はしには高さ五メートルほどの石いし壁かべが舞台にそってそびえ立っている。


　決闘舞台と観客席の構こう造ぞうはちょうどすり鉢ばち状じようだ。すり鉢の底が決闘舞台、それより上が観客席、高さで言えば観客席の最前列がちょうど石壁の真上にあたる。いずれも決闘の飛び火が観客席におよばないための仕し掛かけである。


　しかし自分の姿を見るや、審しん判ぱん役の名詠士が駆かけよってきた。


「君、名詠式の触媒カタリストは？　忘わすれたのかね？」


「ある、心配いらない」


「だが見たところ──」


「不安なら、危あぶないと思ったらいつでも試合を止めてくれ。それならいいだろ？」


　審判が何か言う前にレフィスは自ら歩を進めた。


　ドレスエンの制服を着た相手の正面へ。


「おい、触媒カタリストはどうした」


　そう告げる相手の両手には既すでに名詠用の触媒カタリスト。制服のベルトにも触媒カタリストをセットするホルダーがうかがえた。


「必要ない」


「……は？」


「それより、ヘレンたちが世話になったようだな」


　眉まゆをひそめる相手にかまわず、レフィスは観客席を視し線せんで示しめした。


　ぐるりと自分たちを取り巻まく広大な観客席。そのどこにヘレンがいるかはわからないが、必ず彼女も見ているはず。


「ん？　ああ、さっきの二試合目の女か。昨日あれだけ大口叩たたいたくせに、とんだお笑いもんだったよな。お前もそう思うだろ？　明らかに勝負がついてるっつうのにまだ降こう参さんしねえのかっての。挙げ句の果てに、審判に無理やり止められるなんて恥はじ知しらずときた」


「そうだな、試合は完全にヘレンの負けだ。だが──」


　すっ、と双そう眸ぼうを細める。それは威い嚇かくでなく、相手の一挙一動を見み逃のがさないためのもの。


「ヘレンは敗者じゃない。あいつは、俺おれや師しにないものを持ってる気がする」


「は？」


「だから俺も、そんなあいつが嫌きらいじゃない」


　吹ふき荒あれる風。


　こんな風が吹くたび、あの男の口癖を思いだす。


〝好いい風が吹いてきたじゃないか、なあレフィス？〟


　……ミシュダル、あんたのことは大だい嫌きらいだが、今だけは同感だ。





　──始め！──





　審判のかけ声と同時、相手が自分から距きよ離りを置くように後方へ跳ちよう躍やく。


「おい、お前。だから触媒カタリストはどうした」


　それに答えぬまま。


「二分、お前にくれてやる」


　観客席にまで響ひびき渡わたるよう、レフィスは声を張はり上げた。


「それまで好きにかかってこい、俺はそれが終わってからでいい」


「っ、いい加か減げんにしやがれ！」


　右手の触媒カタリストが赤く発光。


　炎ほのおが飛来、右みぎ肩かためがけ襲おそってくる赤の飛礫つぶてを、レフィスは身体からだを捻ひねって回かい避ひした。


　ジッ……


　炎が肘ひじ先さきを掠かすめ、背はい後ごの壁かべに火の粉を撒まき散らす。


「なんだぁ？　おい、そんなのも躱かわしきれねえのかよ」


「ご託たくはいい。それよりあと九十秒だ」


「……てめえ」


　相手の持つ炎が一いつ層そう強きよう烈れつな光を放つ。触媒カタリストから炎を名めい詠えいし、さらにその炎を触媒カタリストとしての二段だんがまえの名詠式。二度名詠を行う点で時間を食うが、これにより詠よばれるものは強力な名詠生物であることが多い。


「『Keinez赤』は決けつ闘とう向きの名詠が多い。常じよう套とうだな……で、何を詠ぶ？」


「てめえなんかが見たこともねえ奴やつだよ！」


　猛たける炎の中、一匹ぴきの真っ赤な巨きよ鳥ちようが翼つばさを広げて飛び立った。


　金色の眼め、そして折れ曲がった嘴くちばし。炎を纏まとう翼が羽ばたくたび、無数の火の粉が舞まう。


「──火食い鳥か？」


　奇き妙みような叫び声を上げる巨鳥をレフィスは見上げた。


　赤の第二音階名詠ノーブルアリア。幻まぼろしの名詠生物とされる黎明の神鳥フエニツクスとも見間違えられることもある、希き少しよう性せいの高い名詠生物だ。


「で、どうするんだお前はよ！　このまま降参てか？」


「二分だ」


　制せい服ふくの肘先、炎が掠かすめて焦こげついた部分の繊せん維いをちぎり取った。


　そう、炎によって炙あぶられ、わずかに灰はいとなった部分を。


「俺の知り合いは、この色を最強の攻撃色だと誇ほこっていた。だが師は、俺にそれは違うと言った。なぜなら」


　怪け訝げんな表情で見つめる相手、そして審しん判ぱんにかまわず。


「灰こ色れは、最強の防ぼう衛えい色だからだと」


　レフィスは、灰となった服の繊維を頭上に掲かかげた。


　──『Isa灰の歌』──


　瞬しゆん間かん、客席を除のぞく競闘宮コロセウムの舞ぶ台たい会場を、大量の灰かい燼じんが埋うめつくす。あまりに濃こい灰の風。視し界かいはおろか、吸すいこめばむせ返るほどの濃のう度どだ。


　レフィス、審判、ドレスエン生徒の姿がまたたく間に灰の渦か中ちゆう。観客の目からも完全に隠かくれる。


　視界が閉とざされ、かろうじて聞こえてきたのはドレスエン生徒の咳声だけだった。


「……っう、げほっ、なんだ……ってんだ」


　やがて風が静まり、周囲を舞う灰がゆっくりと地面に積もっていく。視界が徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていく中で──


　一人、また一人。


　決闘会場の光景に気づき、観客が声を失っていく。


　灰色の、巨岩を人の形に接せつ合ごうしたような巨岩像ゴーレムが二体。そのうちの一体が、たった今名詠されたばかりの火食い鳥を両手で地面に押おさえつけていた。


　灰色の小型精せい命めい、王に傅く子アルセイ・レフイス。


　火食い鳥が暴あばれて火を噴ふこうとしても、その嘴を直接手で握にぎりしめる。燃もえる翼が触れたところで、巨岩で構成された身体には効こう果かが薄うすい。


「状じよう況きよう、理り解かいしたか？」


　もう一体の巨岩像の肩に乗り、レフィスは相手の学生を見下ろしていた。


「……っ……噓うそ……だっ……ろ」


「噓だと思うなら好きにしろ、だがヘレンの負けはこれで相そう殺さいだ」





　ジール名詠学舎、一勝二敗。


　二回戦敗はい退たい。




　間奏第二幕『四年前　─そして三年前─』







　それは、もうどれだけ前のことだろう。





　嵐あらしの前夜。


　濛もう々もうと立ちこめる黒雲は突とつ風ぷうに流され、頭上で奇き妙みような渦うずを作る。ぽつん、ぽつんと落ちる雨。それら全すべてが、驟しゆう雨うに見み舞まわれる前ぶれだった。


　まばらな草、細い樹じゆ木もくが点々と生える地。


　そんなとある草原。たった一本の、雨よけとなる巨木の下で──


「ヨシュア、こんな嵐の中どこに行くんだ！」


　銀ぎん髪ぱつの少年が、自分に背せを向ける老人に向かって叫さけんでいた。


「やだ、置いていくな！　ずっと一いつ緒しよにいてくれるって言ったじゃないか！」


　大樹の影かげを越こえ、ぽつんぽつんと雨を受ける老人。


「敗北は感かん染せんする」


　その老人が告げたのは本当に短い一言だった。


「敗者わたしと共にいれば必ずお前にも感う染つるだろう」


　押おし黙だまる少年へ、老人は。


「だからここに置いていく。お前がその病に耐たえうる強さを得られるまで」


「……それまで、ここで俺一人で生きていけっていうのかよ！」


「そうだ」


　あまりにあっけなくうなずく老人に、少年はぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめた。


「ラスティハイトを捜さがしにいくのか？」


　沈ちん黙もくするその老人に向け、少年がさらに追及する。


　先より小さい声、だがその声は先にも増まして強かった。


「……なあヨシュア、どこへ行くんだ」


「もう一人の伝えるべき相手に、伝えに行く」


　老人の不可思議な答えに、少年が小さく眉まゆをひそめる。


「もう一人？」


「──夜色名詠の詠うたい手だ」


「夜色？」


「そう、それは勝者でも敗者でもない詠うただ」


　理解できなかった。


　だから、少年はただ与あたえられたその言葉を反はん芻すうするだけだった。


「レフィス、人はいつ敗者になると思う？」


　老人の問い。それは今まで何度となく繰くり返された問答だった。


「……勝負に負けた時」


「違う」


　老人の返事はいつも同じ。どんなに少年が答えを変えても、決して老人がうなずくことはない。それは最後の別れの、今この時まで同じだった。


「じゃあ何なのさ」


「あいにくと、敗者わたしから言うべきことではない」


　乾かわいた笑えみを浮うかべ、老人が首を横に振ふる。


「レフィス、お前は……私のようにはなるな。私やミシュダルのようにはな」





　その一言が、老人の告げた最後の言葉だった。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　人の骨こつ片ぺんにも似にた色の、灰はい色いろの砂じや利りが際さい限げんなく続く土地。


　死者の亡なき声すら想おもわせる、低く重苦しい風鳴り。突風に吹ふかれ、足あし下もとの砂利が肌はだに叩たたきつけられる。──旅人すら滅めつ多たに訪おとずれることなき、人の吐と息いきの届とどかぬ荒こう野や。





　その荒野にただ一人、濡ぬれ羽ば色の髪かみの女じよ性せいがじっと佇たたずんでいた。その背せを守るように寄よりそうのは、女性の髪色と同色の巨きよ大だいな竜りゆう。山のような巨体にもかかわらず、こちらも岩のように押し固まったまま微び動どうだにしない。


　微動だにしないまま──その女性と竜がそろって見つめるのは、自分たちの正面に立つ老人だった。


　黄こう砂さ色いろのローブを頭から羽は織おった、背の低い老人。


　老人は、自らの名をヨシュアと名乗った。


「……ではイブマリーよ、あなたはこの先どうなさるつもりですか」


「わたしは、もうあまり生きられない。あなたと同じでね」


　自らの胸むな元もとに手をあて、その女性が目を閉とじる。


「まさか病をお持ちで？」


　彼女は答えない。


　答えないことが何よりも明らかな答えだったから。


「だから、わたしは──」


　女性の声がふと途と切ぎれ、代わって荒野には子こ供どもの泣き声が響ひびいた。


　老人が振り向くそこに、夜色の髪をした子供の姿すがた。


「おかーさん！」


　とてとてと走って泣きつく子供をその女性がそっと抱だく。いつの間にか巨大な竜は姿を消し、小さな夜色のトカゲが足下に隠かくれるように潜ひそんでいた。


「……なんと」


　その光景に、ヨシュアは思わず声を上げていた。


　まだ二十代中なか頃ごろの女性が、十歳さい近くの子供。彼女が一人でこんな荒野にいたこともかんがみて、夫となる人物がいるとは考えにくい。おそらくは孤こ児じを拾い育てたのだろう。


「その子の名を、お聞きしてよろしいかな」


　子供をあやす女性の呼こ吸きゆうを見計らい、訊たずねた。


　その質しつ問もんに大きな意味はない。ただ単なる、ヨシュアにとっての好こう奇き心しんだった。


「ネイト」


　Neight───セラフェノ音語における『夜明け』。


　なんという皮肉か。彼女の夜色名詠とまるで逆の意味。自らの子になぜそのような名を授さずけたのか。……いや、それは訊きくまい。


　このイブマリーという女性は、ただ思いつきの名を我わが子に与えるような者ではない。ならばそれを、ネイトという子本人の前で訊ねるのは無ぶ粋すいでしかないだろう。


　それに、やれやれ。


　まったく珍めずらしいものを見たものだ。まるで他人を突つき放したような雰ふん囲い気きの彼女に、こうも母親らしき優やさしげな一面があるとは。


「実は私も一人、孫のような弟で子しがおりまして。この場で紹しよう介かいできないのが残念です」


「たとえ今じゃなくても、わたしたちがお膳ぜん立だてせずとも、いつか出会うかもしれない」


「はい」


　そう、きっと出会う。そんな気がする。


　……レフィス。お前は、お前だけは私やミシュダルのようにはなるな。


　願わくば、どうかこの母親と子のように、愛に──


　それが、三年前。




　四奏『灰はい色いろ』







　　　　１





「……うそっ……なんで、レフィスさんが！」


　拳こぶしを握にぎりしめ、ネイトは転げ落ちるような勢いきおいで階かい段だんを駆かけ下りていった。


　観客席最上段から地下の控ひかえ室へと続く通路まで。急勾こう配ばいの階段を下り、直線通路を疾しつ走そう。息が上がり、肩かたが激はげしく上下する。


　それでもなお、足は決して休むことを知らなかった。


「だって……あれは、灰色名めい詠えいじゃないか！」


　ミシュダルだけの名詠色だと思っていた。それがなぜ、あんな一名詠校の生徒が。しかもあれだけの技ぎ量りよう、学生決けつ闘とうなどという範はん疇ちゆうを明らかに超こえている。


　まさかミシュダルの仲間？


　いや、もしそうなら、決闘の時点であの相手生徒と審しん判ぱんを人ひと質じちに取るくらいはしていただろう。その程てい度どのことは容よう易いだったはず。彼がミシュダルの仲間だという線は薄うすい。だが全くの無関係とも思えない。


「ネイトっ！」


　不意に、背せ中なかを呼よび止められた。


　観客席に続く別の階段から響ひびく足音。駆け下りてきたのは緋ひ色いろの髪かみの少女だった。


「クルーエルさん？」


「よかった……試合中も探さがしたんだけど見つけられなくて。でも何とか合流できたね」


　息を整えるようにクルーエルが深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す。


「キミも見てたよね、レフィスの試合」


「はい。最上階で見てたけど、慌あわてて降おりてきました。他の人は？」


「ヘレンはエイダやミオと一いつ緒しよ、わたしだけ先に来たの。……控え室って地下でいいんだよね」


「そうだと思います。レフィスさん、試合終わってすぐ舞ぶ台たいからいなくなっちゃったから」


　しんと静まりかえった通路を駆ける。


　自分たちの他に人ひと影かげは皆かい無む。大半の生徒、関係者が会場に残っているからだろう。


「この先がジールの控え室？」


　クルーエルにうなずき、ネイトは速度を落とさぬまま通路の角を左折した。


　──コツッ──


　通路にこだまする小さな足音。……この足音は。


「レフィスさん！」


　遠い遠い視界の先、小さな人影が確たしかに振ふり向いた。


　肘ひじ先さきの焦こげた制せい服ふくをまとう、銀ぎん髪ぱつの青年。


「ネイト、それにクルーエルだったか？」


　無む表ひよう情じようを常つねとする彼が、驚おどろいたようにわずかに目を見開いた。


「……レフィスさん、一つだけ訊ききたいことがあるんです」


「訊きたいこと？　それだけのためにわざわざ控え室まで来たのか」


「お願い、どうしても訊きたいの」


　クルーエルの瞳ひとみを正面から受け、やがて彼が息をはいた。


「俺おれが答えられるものならな。で、何だ」


「レフィスさんは、誰だれから灰色名詠を教わったんですか」


「なに？」


　ネイトの言葉に、初めて彼の無表情ポーカーフエイスに罅ひびが入った。


「ミシュダルから？　それとも、まだ他の誰かがいるんですか？」


「……なら、先に俺の質しつ問もんに答えてくれ。なんでお前たちが、灰色名詠とミシュダルを知っている？」
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「やれやれ、まったく派は手でにやらかしてくれたわね」


　いまだ決闘舞ぶ台たいに残る大量の灰かい燼じん。それを客席の最上段から見下ろし、シャンテは苦く笑しよう混まじりに肩をすくめた。


「あのレフィスという子、自分が何をしたのかわかってるのかしら」


　あれは白色名詠だ──実じつ況きよう役の名詠士はとまどい顔で解かい説せつしているが、自分たちごく一部の人間の間では、あれは別の名で呼ばれていた。


　すなわち、灰色名詠。


　ミシュダルという名の詠うたい手が引き起こした、〈孵石エツグ〉にまつわる一連の事じ件けん。


　その調ちよう査さにあたっていたのが他ならぬ〈イ短調〉。とりわけシャンテとネシリスは、ミシュダルの追つい跡せきという最前線の任にん務むに当たっていた。


「もしあの子がミシュダルの仲間なら、あの子もこの場で捕つかまえなくちゃいけないけど、どうするの？」


「要、事情聴ちよう取しゆといったところか」


　舞台の灰はいを凝ぎよう視ししたまま、ネシリスがその口元だけをわずかに動かす。


「もし抵てい抗こう、あるいは逃とう亡ぼうを企くわだてたら？」


「その時はその時だな」


「喋しやべる体力が残る程度には手て加か減げんしてあげてね？」


　シャンテの手のひらに転がる、小さな翡ひ翠すい色いろの小石。


「まったくネイト君たら、いきなり走っていっちゃうんだもん」


「行き先は一つだろうな」


「ああいう無む鉄てつ砲ぽうぶりは嫌きらいじゃないけど、大人になったらカインツみたいに変な放ほう浪ろう癖へきがつきそうね」


　うっすらと淡あわい光を放つ小石。


　手のひらに掲かかげたそれが、ゆっくりと宙ちゆうに浮ういていく。





　──おいで、わたしの緑風妖精エアリエル──





　競闘宮コロセウムに、歌后姫オペラセリアの魔ま性しようの声が静かに浸しん透とうしていった。
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　控え室に続く裏うら口ぐちをこえ、その先には小さな屋内庭園があった。


「灰はい色いろ名めい詠えいの基き礎そ理り論ろんを構こう成せいしたのはヨシュアという老人だ。俺は、そのヨシュアに育てられた。どこかの親から預あずかったのか、あるいは孤こ児じだったのかは聞いてない。ヨシュアは話そうとしなかったし、俺も聞かなかった」


　庭園の小さな噴ふん水すい。


　その縁ふちに身体からだを預けた恰かつ好こうでレフィスは続けた。


「もともとヨシュア自身は、自分の名詠を灰色とは言っていなかった。そう呼んでいたのはミシュダルだ。時々ヨシュアと俺の下もとに現あらわれては灰色名詠を披ひ露ろうする。後で知ったことだったが、ヨシュアが理論を描えがき、ミシュダルがその理論に修しゆう正せいを加え実じつ践せんする──そんな間あいだ柄がらだったらしい」


　ヨシュアという老人が灰色名詠の設せつ計けい、そしてミシュダルが実践。


　名詠式は理論が確かく立りつしていてなお、完全に習得するには一色につき十年かかると言われている。それを踏ふまえるなら、その方法は賢けん明めいと言えるかもしれない。


「二人の目標は灰色名詠の真しん精せい、灰者の王ラステイハイトを詠よびだすこと。だがそれを遂とげる前に、ヨシュアは突然俺の前からいなくなった。それが四年前だ。それをきっかけに、ミシュダルは暴ぼう走そうを始めた。もともと限げん界かい的な精神状じよう況きようの中で、ヨシュアがその一線をぎりぎりでつなぎ止めていたような男だったから、それもふしぎではなかったけれど」


　ミシュダルの狂きよう気きじみた笑み。


　それが嘲ちよう笑しようと自嘲が入り混まじったものであることは、対たい峙じした者なら自おのずと感じ取れること。今思えば、あの男を最も嘖さいなんでいたのは、あの男自身だったのかもしれない。


「俺はミシュダルとは別にヨシュアを捜さがしていた。けれどその途と中ちゆうで、ヨシュアの創つくった〈孵石エツグ〉を狙ねらってミシュダルが研究所を襲しゆう撃げきしている事件を知ったんだ。……俺はあいつを止めたくて、ずっと追いかけていた」


「レフィスさんは、ずっとミシュダルを追っていたんですか」


　無言で彼が首しゆ肯こうする。


　つまり彼は、四年前からずっと追っていたことになる。


「ケルベルク研究所のフィデルリア支し部ぶ。俺は一度そこでミシュダルと対峙した。……だけど勝てなかった。止めるどころか、あの研究所から脱だつ出しゆつするだけで精せい一いつ杯ぱいだった」


　ケルベルク研究所の名に、ネイトは顔をあげた。


「……僕ぼくたちが灰色名詠を知ったのもそこでした」


　あの時初めて祓名民ジルシエという言葉、反唱、そしてエイダの強さを知った。と同時に、今の自分自身の無力さを痛つう感かんすることにもなった。あの時の悔くやしさがあったから、空白名詠の浸しん透とう者しやとも戦うことができたと今でも思う。


　そしてつながった。


　フィデルリアでの夏期合宿。あのケルベルク研究所支部から立ち去る際さい、なぜミシュダルがああも巧こう妙みような罠わなを仕し掛かけていたか。


　それは、レフィスが再ふたたび研究所に戻もどってくる可か能のう性せいを踏ふまえてのこと。


「ケルベルクのフィデルリア支部、そうか……あの場に居い合あわせたわけか。それで灰色名詠と〈孵石エツグ〉をお前たちも」


　同じことを考えたのか、レフィスの声が一瞬途切れる。


　彼ならば石化した研究員たちも治ち療りようできる。しかしあの場ですぐに治療されては、自分の計画が明るみに出る時間が早まってしまう。それを怖おそれたのだ。


「あの研究所から脱出した俺は、次にミシュダルが狙う場所をいくつか予想した。そしてそのうちの一つがジール名詠学舎だった」


　つまりミシュダルからジール名詠学舎を守るために、レフィスは転入を？


「勝てるとは思ってない。だけど時間稼かせぎをすれば、名詠学舎の教きよう師しも加勢に回ってくれるとは考えた。研究所ではまともに戦えるのが俺おれ一人だったし、俺一人じゃあいつに勝てないことはわかっていたから」


　言葉に出さずともつうじたのだろう、乾かわいた笑みをレフィスがこぼす。


「でも、ジールを留る守すにして学生決けつ闘とうに出てるのはなぜ？」


「学生決闘は目的じゃない。この後だ」


　クルーエルの指し摘てきに彼が首を横に振る。


　学生決闘の後……つまり。


「エンジュの触媒カタリスト披ひ露ろう会かい？」


「俺の耳に届とどくくらいだ、当然ミシュダルも承しよう知ちのはずだからな。あいつの性せい格かくからすれば、警けい備びが厳げん重じゆうなほど嬉き々きとして狙うと思ったんだ」


　……そっか、レフィスさんはまだ知らないんだ。


　大陸中の研究所を震しん撼かんさせた、灰はい色いろ名めい詠えいの襲撃。その一連の事じ件けんは、ミシュダル本人の捕ほ縛ばくによって既すでに終わっている。が、それはあくまで事件に関与した者のみが知ること。


　それを知らない彼は、まだたった一人で戦っていたのだ。張りつめた緊きん張ちよう、だから他人ともろくに会話をかわす余よ裕ゆうもなく──


『ふーん、なるほど。灰色名詠ってそんな複ふく雑ざつな背はい後ご関係があったんだ』


　──シャンテさん？


　にわかに庭園に響ひびく声に、ネイトは周囲を見回した。


「今の声って……」


　間ま違ちがいなく歌后姫オペラセリアの声。でも庭園のどこにも姿すがたは見えない、いったいどこから。


「〈イ短調〉のシャンテ、魔ま性しようの声を持つ緑色名詠の詠うたい手か。音おん響きよう蝶ちようを好んで使うとは聞いていたが、まさか屋内庭園に最初からそれを配置していたとはな」


　レフィスが睨にらみつけるのは花に留とまる三匹びきの緑蝶。


　……まるで気づきもしなかった。まさか、この蝶が音響蝶だったなんて。


『惜おしいわね。わたしが音響蝶を使うのまでは正しいけど、その後はハズレ』


　コツッ、と乾いた足音が通路に響いた。


　足音に続いて庭園に入ってきたのはシャンテ、ネシリスの二人。さらにはその後ろにエイダ、ミオ、ヘレンの姿まで。


「まったくネイト君たら、いきなり走りだすんだもん。仮かりにもあなたたちのこと頼たのまれた身にもなってほしいわね」


「シャンテさん、どうやってここが？」


　控ひかえ室からこの屋内庭園までは多少なりとも距きよ離りがある。この広大な競闘宮コロセウムで、どうやってこの短時間にこの位置が？


「あ、それはこの子のおかげ」


　彼女の背はい後ごに浮うかぶおぼろげな緑色の霧きり。最初は目の錯さつ覚かくかと思ったが──


「緑風妖精エアリエルでこの競闘宮コロセウムをくまなく走そう査さ、俺たちの場所を特定したら音響蝶を放って会話を傍ぼう受じゆか。徹てつ底ていしてるな」


「気を悪くしないでね。〈イ短調〉としても灰色名詠にはほどほど手を焼かされたの。ミシュダル以外の詠うたい手なんて知らなかったわけで、警けい戒かいしたくもなるわよ」


　露ろ骨こつにレフィスが顔をしかめる。


　一方で、対たい峙じするシャンテはしとやかな笑顔を崩くずさぬまま。


「あ、あの、シャンテさん。レフィスさんは──」


　言い終えるより先、彼女のおどけた仕草に制せいされた。


「はいはーい、わかってるわ、話はあらかた聞かせてもらったもの。それで、どうしよっかネシリス？」


「参考程てい度どに話を聞く。それをクラウスに伝える程度だろうな」


　しかしレフィスの視線はその二人でなくその後ろ、ネシリスの背に隠かくれるようにして立つ少女へと向いていた。


「ヘレン、お前も聞いてたのか」


「……うん、ごめんね。盗ぬすみ聞きみたいで」


　弱々しくうなずくヘレンに、レフィスは返事をしようとはしなかった。


「それじゃあレフィス君、ちょっといいかしら。申し訳わけないけど、残りの子は宿しゆく舎しやに戻もどって待っててもらえるかな」





　　　　２





　エンジュ公こう営えい宿舎──


「ただいま」


　あてがわれた部屋の扉とびらを開け、クルーエルは部屋で待っていた友人に声をかけた。


「おかえり、長かったね」


「うん、ちょっと話しこんじゃって」


　弾はずみをつけ、ベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがっていたエイダが身を起こす。


　エイダの指し摘てきどおり、窓まどの外に映うつる空はとうに漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされた後。宿舎で決められた就しゆう寝しん時間までもう間もない。


「ミオは？」


「さっきまで待ってたけど、身体からだが冷えちゃったってお風ふ呂ろ二度目中。まだもう少しかかるんじゃないかな」


「……ヘレンやっぱり驚おどろいてた。レフィスって、ジールに転入してもまるで自分のこと話したことがなかったんだって」


　クルーエルがつい数分前までいたのはヘレンの泊とまる部屋だった。灰はい色いろ名めい詠えいのことも何一つ聞かされていなかった彼女は、やはりそれなりにショックを受けていた。


「そりゃそうだろうね。灰色名詠とか話したって普ふ通つうの子には信じてもらえないだろうし、レフィスにしたら自分の同門にミシュダルなんて危き険けん人物がいたんだもん。話す方が不用意だよ」


　ベッドの上にあぐらをかいた姿し勢せいのエイダ。


　気楽な体勢、少なくともクルーエルにはそう見えた。だが──


「ねえクルーエル、なんでレフィスはわざわざ灰色名詠を使ったのかな」


　ふと、そんな彼女の声こわ音ねが変化した。


「既すでにジールは二敗してた。あそこでレフィス一人が一勝したってドレスエンの勝ちは確かく定ていしてる。なのに、なんでかな」


「……さっきヘレンもね、同じことわたしに訊きいてきたよ。『あのバカ、自分の名詠がそんな危あぶなっかしく思われてるなら、使うことなかったのに』って」


　観客席の何百何千という視線が集つどう中。


　ミシュダルが大陸で起こした騒さわぎを知っているなら、今ここで灰色名詠を披ひ露ろうすることがどれだけ危き険けんなことかもレフィスには分かっていたはず。最悪、弁べん解かいの余よ地ちもなく留りゆう置ち所じよ送りになっていてもおかしくなかった。


「で、クルーエルはなんて答えたの？」


「……ヘレンのためなんじゃないかなって」


　負けたヘレンの代わりに、レフィスは灰色名詠を使ってまで勝つことを選んだ。


　彼の行動理念が今もクルーエルにはわからない。だがどう考えても、それ以外思い浮うかばないのだ。


「クルーエルはそれをどう思う」


「どうって？」


「レフィスの後先考えない行動。ばかだと思う？　それとも格かつ好こういいと思う？」


「……わかんないよ。むしろわたしがエイダに聞きたいくらいだもん」


「あたしだって同じさ。いや、もしかしたらあんたより重じゆう症しようかもね。あたしは、彼氏に何かしてもらう時の気持ちって全然知らないから」


　うつぶせでエイダが寝転がる。


　枕まくらに顔を埋うずめ、彼女はさらにそれをぎゅっと抱だきかかえていた。


「ねえクルーエル、女の子が男の子に守ってもらうのってどんな気分なの？　やっぱり嬉うれしいの？」


「嬉しいかなんて、そんな……」


　数ヶ月前に自分が昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいった時、ネイトが自分を護まもるため一人で空白名詠の名詠生物と戦った──それはミオから聞いたことがある。その時の礼を言おうとしても、ネイトは恥はずかしがって逃にげてしまうけれど。


「でもエイダ、どうしたのそんな突とつ然ぜん」


　普段の彼女ならそんなこと絶ぜつ対たい訊きいてこない。


「……あたしらしくないか。そうだよね、やっぱクルーエルもそう思う？」


「そんなわけじゃないけど、でも珍めずらしいなって」


　言葉が思いうかばず、クルーエルは思ったままを口にした。変に言葉を取りつくろって励はげますのは、苦手だったから。


「どうなんだろ、ちょっとだけ羨うらやましいかも。あたしトレミア来るまで、ずっと親おや父じとかルフ爺じいとか男連中に囲まれてて、逆ぎやくにそういうの無む頓とん着ちやくだったから」


　癖くせのある亜あ麻ま色の髪かみをエイダがくしゃっとなで回す。手で梳すくというより、搔かきむしるといった方が正しいくらい乱らん雑ざつに。


「あたし、生まれた時から親父から鎗やりの手ほどきばっか受けてきたからね。十何年かな。それこそ風呂に入る時以外はずっと鎗持ってたもん。……そんなんだから周りにいるのも男ばっかで、それに慣なれてたからあたしも自分は男だって割わりきってた。だってほら、祓名民ジルシエってやつは男女なんて区別ないからさ」


　その認にん識しきが変わったきっかけは、おそらくトレミア・アカデミーへの進学だろう。男女共学の名詠学校に進学し、初めて彼女エイダは女子生徒という立場になった。


　今までいなかった同性の友人。彼女たちに囲まれ、エイダはようやく、自分もまた一人の少女であることを自覚した。


「祓名民ジルシエは守る側、だから誰だれかに助けてもらうことを期待してはいけない──耳が痛いたくなるくらい何度も何度も聞かされてきた。……そんなあたしから見たら、今のあんたとちび君とか、ヘレンとレフィスってやっぱりいいなって思う」


　枕に顔を埋めたまま、くぐもった声をエイダが重ねる。今まで見たこともないくらい、それはとても弱々しい姿だった。


「あの……エイダ、わたしとネイトは別にそんな──」


「あ、悪い、言い方が良くなかったね。別に僻ひがんでるわけじゃないよ。純じゆん粋すいに羨うらやましいなって思うだけ」


　顔を起こしてエイダが空笑い。いつもの笑顔を頭で覚えている分、その空くう虚きよさはひどく痛いた々いたしかった。思わず目を背そむけたくなるほどに。


　……でも本当に、エイダにはそんな相手がいないの？


　だってあの人は──


「アルヴィル」


「ん？」


「あのね、アルヴィルって人はエイダの知り合い？」


　クルーエルがその人物と出会ったのは二ヶ月ほど前のこと。トレミア・アカデミーで、ネイトと歩いていた時に突然話しかけてきた祓名民ジルシエの名だ。


〝あんたらのクラスにいるエイダの、知り合いの男ってことにしておいてくれ〟


　あの男の口ぶりからも、エイダと何か関係があることは想そう像ぞうにかたくない。


「……クルーエル、あいつと会ったんだ。トレミアで？」


　枕を抱きしめたまま、エイダが横顔だけを向けてきた。


「ごめんね、今まで言い損そこねてて。それにちょっとプライベート的な雰ふん囲い気きだったから」


「ううん。あたしには顔見せないとこがあいつらしいなって」


　深い吐と息いき、肺はいの呼こ気き全すべてを吐はきだしてもまだ足りない。それほど深い吐息がエイダからこぼれた。


「アルヴィルって人はエイダの幼おさななじみなの？」


「まさか。……でも、なんだろう。昔から一いつ緒しよにバカ騒さわぎに付きあってくれて、そのたびに親父から一緒に怒おこられて一緒に殴なぐられてた。そんな奴やつだよ」


　思い出を語るような懐なつかしみはそこになく、その声から感じとれたのは荒こう涼りようとした哀あい愁しゆうだけ。少なくともクルーエルにはそう見えた。


「ねえクルーエル、あいつ、まだ首にネックレスしてた？　銀色で、いかにも安物って感じのネックレス」


　ネックレス？


　あの男と出会った時、どうだっただろう。いや、でも確か──


「えっと、うろ覚えだから自信ないけど、してたかもしれない」


「……そう」


　枕を抱きしめる手に、エイダが再ふたたび力をこめた。


「あのバカ、まだあんな安物にこだわってるんだ」
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　冷たく澄すんだ空気。


　綿わたが千ち切ぎれたような灰はい色いろの雲が、ぼんやりと流れていく天上。見上げれば吸すいこまれそうな空を、ネイトはぼんやりと眺ながめていた。


「ねえアーマ。トレミアで見るよりもね、星が遠く感じる」


『ここは夜も都市の明かりが強いからだろうな』


「……うん」


　星が遠い。だからこそ、ネイトが選んだ場所は宿しゆく舎しやの三角屋根の上だった。


　バルコニーから三角屋根によじ登り、その頂ちよう点てん部分に腰こしを下ろす。少しでも高い場所に上がれば、少しでも星が近くに見える気がしたから。


「それよりアーマ、ごめんね。競闘宮コロセウムにいる間はじっと宿舎で待ってもらってて」


『構かまわん、トカゲと間ま違ちがわれるよりはいくらかマシだ』


「あはは、そうだね」


　膝ひざに抱かかえた名めい詠えい生物、そのごつごつした背中を撫なでてやる。ひんやりと冷たい手て触ざわり。もう何年も慣れ親しんだ感かん触しよく。


「今日は待ってくれてる間、宿舎の部屋で何をしてたの？」


『……少し考え事をな』


「難むずかしいこと？」


『いや、簡かん単たんなことだ。お前に伝えたいことを伝えるべきかどうか。伝えるとしたらどこまで伝えていいのか──その区切りを考えていた。結局迷まよったままだがな』


　アーマの告げる言葉は時として要よう領りようをえない。それはネイトにとっては珍しいことではなかったが、今日のアーマの言葉はそれがいっそう顕けん著ちよだった。


「よくわからないけど、全部伝えるっていうのはだめなの？」


『全てを伝える……か。それができていれば、アマリリスはああも苦しんでいなかった』


　──アマリリス？


　それは、あの真っ赤な花の名前？　いや違う。言葉の流れを考えれば、それは紛まぎれもなく人の名前。だとしたら、それはまさか。


「ね、ねえアーマ。それって」


　膝元のアーマを抱き上げようとした時。


　カタッと音を立て、三階バルコニーの扉とびらが開いた。


「屋根なんかに上ってるのか、ずいぶん行動的なんだな」


　流れるような銀ぎん髪ぱつをした青年が呆あきれたような面おも持もちで見上げてくる。


「レフィスさん、事情聴ちよう取しゆ終わったんですか」


　屋根からバルコニーへと降おりようとすると、彼は無言で首を横に振った。


「そのままでいい、どうせ俺おれはすぐ部屋に戻もどる」


「……あ、はい」


「正直もっと絞しぼられると思ってた。質しつ問もんも多くなかったし、むしろ俺からあの二人に訊たずねたことの方が多かったくらいだ」


　バルコニーの手すりに背を預あずけるレフィス。夜の風にあおられ、その吐息は白くにごっていた。


「お二人にどんな質問したんですか」


「……そうだな」


　返事の代わりであるかのように、じっとこちらを見上げる彼。


　彼の視線は、僕ぼく──いや、アーマ？


「膝ひざに乗せているのが夜色名詠の名詠生物か？」


「えっ？」


　なんで僕とアーマのことを。


　いやそれより、夜色名詠だなんて僕は今まで一言も彼に教えてないのに。


「あ、あのですねっ、これは」


「シャンテが教えてくれた。……考えもしなかった、あいつが既すでに捕つかまっていただなんて」


　安あん堵どの表情ながらも、しかし彼の声にはどこか寂さびしげなものが混まじっていた。


「ミシュダルは、今は司法院で取り調べを受けているらしい。それも、これといった反はん抗こう的な態たい度どもなく。それは正直、俺の知る狂気まみれのミシュダルには考えられない」


　やりきれない想おもい。


　道を違ちがえたとはいえ、数少ない同門だったことには違いないのだから。


「──すまない」


　にわかに、レフィスが頭こうべを垂たれた。


「シャンテが言っていた。ネイトがあいつを止めてくれたんだって」


「……そんな、止めただなんて大げさです」


　ネイト自身、ミシュダルを止めたという実感は微み塵じんもない。なぜならそれは、結果的にそうなったというだけなのだから。


「それに僕だって、あの時は別のことで頭がいっぱいだったし」


　あの時自分が何より願ったことは、昏こん睡すいしたクルーエルの意い識しきが戻ること。そのためにできることを模も索さくするうちに……気づいた時には、ミシュダルとも対たい峙じしていた。


「いや、それでも俺から見たら止めてくれたことに変わりはない」


　かすかに口元をゆるめ、レフィスがそっとうなずいた。


「シャンテから聞かされた時は、正直信じられなかった。だけど今、お前の抱いている名詠生物を見てなんとなく伝わってきたよ。……夜色名詠か、ヨシュアの言ったことは本当だったんだな」


　夜色名詠をヨシュアという老人から聞いていた？


　──僕は、そのヨシュアという人とは面めん識しきがない。じゃあ、そのヨシュアという人が出会ったという夜色名詠の詠うたい手は、母さん？


「あいつは、たとえ押おさえつけることはできても止めることはできない。長年あいつを見てきた俺ですらそう信じて疑うたがわなかった。どうすればあいつの狂くるった憤いきどおりを救ってやれるのか、今もわからないし、わかっていても俺にはできなかったと思う。……だから、ありがとう。あいつを止めてくれて」


「でも……それは僕一人じゃなくて、色んな人が助けてくれたからですし」


　自分一人に礼を言われても、それはあまりにも責せき任にん重大な気がするのだ。


　嬉うれしいけれど、恥はずかしい。


　そして同時に、レフィスに持っていた印象イメージが少しだけ変わった。人に向かってここまで素す直なおに礼を言える。それは社交性とはまた別の、心の優やさしさが必要となることだから。


「そうか……いい仲間がいるんだな」


「はい、それは本当です」


　と、彼は突とつ然ぜん、何かを思いだしたように手を打って。


「仲間といえば、ヘレンがさっき言ってたな。昨日の雰ふん囲い気きを見たかぎりではネイトの意中の人物があの三人の中にいそうで、特に本命がクルーエ……お、ネイト、急にバランスを崩くずすと危あぶないんじゃないか？　屋根から落ちるぞ」


「落ちそうにしたのは誰だれですかっ！」


　屋根瓦がわらをかろうじて摑つかみ、ネイトは必死に這はい上がった。


「まあヘレンの独ひとり言だったわけで、気にするな」


　……ああ、どうしよう。


　僕、レフィスさんの印象イメージがますますわからなくなってきた。


「そういえば明日の披ひ露ろう会かい、俺も参加することになりそうだ」


　手すりから身を起こし、レフィスが周囲の風景をじっと見下ろす。


「〈孵石エツグ〉の触媒カタリストのことですか」


　でも明日の披露会は参加メンバーが限げん定ていされているはず。ほとんどが学界の重じゆう鎮ちんや研究者、報ほう道どう記き者しやのはずだ。名詠士の参さん加か枠わくは少ない。


「……今日派は手でにやりすぎた」


　はにかむように、珍めずらしくレフィスが表情をくずした。


「明日の午前は学生決けつ闘とうの準じゆん決勝と決勝。披露会はその午後からだ。披露会には学生決闘の優勝校メンバーと、大会をとおしての優秀者が賓客ゲストとして参加できる枠がある」


「そんなのがあるんですか？」


「そうでもなきゃ、わざわざ学生決闘と披露会を同日に重ねたりはしないさ。それでついさっき連れん絡らくがあったんだが、俺はその後者で参加することになるらしい……今回の優勝校はドレスエンだろうから、あいつらと同じ枠での参加っていうのは気が進まないけど」


　それでもなお彼はそれを承しよう知ちした。


　ミシュダルが追い求めた〈孵石エツグ〉、そこに封ふうじられた触媒カタリストをその目で見るために。


「とにかくも、明日だな」


「……はい」
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　レフィスが立ち去ったバルコニーを見下ろし。


『いつになく嬉うれしそうだったな』


　何よりもまず、アーマが告げた言葉がそれだった。


「え、そ、そうかな？」


『人見知りのお前が、初対面に近い男とあれだけ話すのは珍めずらしいなと思ってな』


「……だって、ありがとうって言われたんだもん」


　暴ぼう走そうするミシュダルと対たい峙じして、自分にできることをがむしゃらにやろうと足あ搔がいてた。それが誰だれのためとか、そんなことを考えてる暇ひまはとてもなかった。


　けれどそれが、こんなかたちで誰かに礼を言われるなんて。


「ちょっと恥はずかしかったけどね」


　自分だけの「ありがとう」ではない。そうわかっていても、照れくさくて顔が真っ赤になってしまいそうだった。


『そればかりは母親譲ゆずりだな』


「そうなの？」


　自分の知る母親が顔を赤らめる姿すがたなど想そう像ぞうもできない。ただそれでも、母親譲りという言葉はふしぎと懐かしい感じがした。


『ネイト、今の学園に転入してよかったと思うか』


「え、う、うん」


　最初は母親の軌き跡せきを追うためだった。


　でもそれはきっかけ。それが元なのかもしれないが、多くのクラスメイトや教きよう師しに恵めぐまれたことは本当にうれしかった。


『……ところでネイト、先ほどの続きだがな』


　続きとはアマリリスという名を聞いた件けんだろうか。


『これは我われの勝手な独ひとり言だ。聞き逃のがすも覚えておくも好きにしろ』


　独り言？


『お前と小こ娘むすめのことだ』


　アーマがミオを呼よぶ時はミオとはっきり名指しする。


　その一方で、小娘──アーマがそう指した時に意味する相手はクルーエルだけ。


『お前が小娘と出会ったのは、決して誰かがそうと決めたわけではない。ただ一いつ瞬しゆんのすれ違ちがい──お互たがいがそこで振ふり返らなければ、そこで別れて終わりだった。幾いく度どとなく繰くり返された歴史すれちがいの一つ。本当に、その程度の些さ細さいな交わりだったはず。だが』


　ゆっくりと、贈おくる言葉を選ぶような余よ韻いんを残してそれは続いた。


『何千何億回と繰り返された歴史すれちがいの中、だがその一瞬の交差で終わらず、お前たちは互いに振り返った。それこそが何にも代えがたい奇き跡せきであることを最後まで信じぬけ』


「……アーマ？」


　それは、どういうこと。


　なんだろう、ものすごく大切なことを伝えられている気がするのに、でも──


「アーマ、どういうこと？」


『今はわからなくていい。だがお前は明日、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の声を聞く』


　……ミクヴェクス、何かの名前？


　それは、自分とクルーエルに関係があるのだろうか。


『我が言えるのはここまでだ。だから、あとはお前が選び、お前が詠うたえ。それがどんな結末になろうとも、我もまたお前を信じよう』




　五奏『ただそこに佇ちよ立りつする者』
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「おはよ、ネイト」


　宿しゆく舎しやの玄げん関かんにネイトが駆かけつけた時には、既すでにクルーエルの姿すがたがあった。


「ごめんなさい、支し度たくに時間がかかっちゃって」


「キミが遅おくれるなんて珍めずらしいね、寝ね坊ぼう？」


「い、いえ……朝起きたらアーマがどこにもいなくて。ずっと探さがしても見つからなくて、窓まどが開いてたからそこから出たのかとは思うんですけど」


　部屋にいないことだけは確たしかめた。だけど、自分に何も言わずアーマが外出するというのはあまり例のないことだ。


「夜色トカゲなら朝早くにわたしたちの部屋に来たわよ。それでミオを誘さそって、そろって買い物に行ったみたい」


「あれ？　そうなんですか？」


　クルーエルの思いもよらぬ返事に目を瞬しばたたかせる。


　いやそれより、あのアーマが買い物？


「うん。あのトカゲの方からミオのこと誘いに来て、ミオもつい乗り気になっちゃったみたい。朝ご飯も食べずに行っちゃった。あの二人仲いいよね」


　口元に手をあて、クルーエルが噴ふきだすのをこらえる仕草。


「でもちょうど良かったよ。ほら今日のことがあるから、ミオにどう話そうってエイダと一いつ緒しよに迷まよってたの」


　エンジュ自じ治ち機関が主しゆ催さいの触媒カタリスト披ひ露ろう会かい。


　当初サリナルヴァからの要よう請せいに名があったのはネイト、クルーエル、そしてエイダの三人だ。後から急きゆう遽きよ同行することになったミオの名は賓客ゲストリストに名が載のっていない。会場に着いても彼女だけは締しめだしをくらっていただろう。


「アーマ、もしかして」


「考えすぎだと思うけどね。もしそうだとしたら妙みように気がきくところだけど」


　どちらにせよ気になることに変わりはない。昨日の夜に告げられた奇き妙みような言葉といい、アーマらしからぬ行動に思えて仕方なかった。


「あれ、エイダさんは？」


「先行ってるみたい。そうそう宿舎の管理人さんには、わたしたちが帰るの遅くなるから、万一遅くなっても心配しないでって言ってあるよ。ミオは観光、エイダは祓名民ジルシエの会合がエンジュであるから、それで遅くなるかもしれないって理由で合わせてね」


「わかりました、でも僕ぼくとクルーエルさんはどうするんですか」


　自分とクルーエルが夜遅く一緒に戻もどってくる。となれば、それなりの理由が必要になるはず。やはりミオと同じで観光だろうか。


「キミとわたしで……」


「僕とクルーエルさんで？」


「…………えっと……デ……デ」


　ぼそぼそと消え入るような声のクルーエル。しかもなぜか彼女は、言葉途と中ちゆうでそっぽを向いてしまった。


「クルーエルさん、よく聞こえな──」


「買い物シヨツピングよっ、買い物シヨツピング！　間違ってもデー……デー、ト、と、とにかく、そんなんじゃないの！　あれはエイダの悪ふざけだから、キミは本気にしちゃだめだよ!?」


　えっと。


　クルーエルさん、なんで顔真っ赤なんだろう。


「よくわからないけど、とりあえず買い物シヨツピングってことでいいんですね」


「……うん。それでお願い」


　うなずく彼女はなぜか疲つかれきった表ひよう情じようだった。


「レフィスさんとヘレンさんも先行ってるんですか？」


「そうじゃないかな、二人は午前中も学生決けつ闘とうの試合観戦があるはずだから。でも、わたしたちが行く頃ころには終わってるかもしれないね」


　準じゆん決勝と決勝戦で計三戦。試合運びによっては一時間程てい度どで決着がついてしまうこともありえる。


「あ、それはまずいです。急がないと！」


　早朝から人で沸わきかえる歩道を、二人は小走りに駆けだした。





「ちび君おそーいっ！　まったく、何してたのさ」


　競闘宮コロセウムへと続く広場で、エイダがすっかり待ちくたびれた表情で立っていた。


「ご、ごめんなさい……それで、学生決闘はどうでした？」


「決勝戦の相手にドレスエンが三連勝しておしまい。拍ひよう子し抜ぬけするくらい早かったよ。ちょっと前に閉へい会かい式しきも終わって、ほら」


　エイダが視し線せんで示しめす先、競闘宮コロセウムの入口から出て来る学生たち。ざっと見て数百人はいるだろうか。閉会式も終わり、午後は宿しゆく舎しやに戻って帰り支じ度たくというわけだ。


　と同時に、競闘宮コロセウムでは別の行事に向けた作業が進められているはずだった。


「あと一時間は舞ぶ台たいの片かたづけ、その後に披露会のセッティングだってさ。一いつ般ぱんの取しゆ材ざい陣じんとか賓客ゲストとかの入場は二時間後。あたしたちは関係者扱あつかいで入れるけど、どうしよっか」


　シャンテとネシリスは既すでに内な部かで待機しているはず。それにレフィスが学生枠の賓客ゲストなら、ヘレンも残っているかもしれない。


「──入ります」





　エンジュ自治機関による触媒カタリスト披露会まで、あと三時間。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





「あちゃー、だいぶ曇くもってきたみたい」


　買い物袋ぶくろを山ほど抱かかえ、ミオはエンジュの露ろ店てん並ならびをふらふらと歩いていた。


「うーん、もう少し買い物したいんだけどなあ、そろそろポツポツ来そうだし」


　頭上は雲が渦うずを巻まくような曇どん天てん。


　昨日はあれだけ晴れていたというのに、今日は午前から太陽もすっかり隠かくれてしまっていた。黒く気味の悪い雲も、意い志しがあるように頭上を恐おそろしい速度で流れている。


『宿に帰るのか？』


　そう訊たずねたのは、ミオの頭の上にちょこんと乗った夜色の名めい詠えい生物だった。


「ううん、ちょっとそこの喫きつ茶さ店てんで甘あまい物でも食べようかなって。雨が降ふってきてもそこならやり過すごせるでしょ。アーマもミルクとかどう？」


『ミルクそれはともかく、静かな場所で落ちつきたいものだな』


　ミオの頭の上、アーマが器用に丸くなる。


「うんうん、じゃあなるべく空すいてる喫茶店を狙ねらってみようね。アーマも疲つかれたでしょ、普ふ段だんネイト君とはこんなたくさん買い物しないもんね？」


『そうだな、あまり経けい験けんがない』


「えへへ、ごめんね付きあわせちゃって。クルルたちについてきたはいいけど、飛び入りだから今日の披露会……だっけ？　その席もないだろうし、あたし一人じゃ寂さびしくて」


『かまわん、どうせ我われもすることがない』


　そう告げる名詠生物の声は、普段より少しだけ寂しげだった。


「あれ、そうなの？　ネイト君たちと一緒には行かないんだ？」


『小こ娘むすめはともかく、ネイトに伝えることはもう残っていないな。じきにアレの声も聞くはず。ならば残る選せん択たく肢しは二つだけ。迷まよう時間も残されてはいない』


　選択肢が二つ。迷う時間がない。


　さてどういう意味だろう。アーマの言葉にミオはしばし黙もつ考こうし。


「エンジュのお土産みやげを何にするかってこと？」


『……どちらを選んでも外れだがな』


　その反はん応のうを見るに、当たらずとも遠からずといったところだろうか。


「ふーん。よくわからないけどアーマも大変だね」


　頭の上のアーマを下ろし、よしよしとその頭をなでてやる。何か言ってくるかとも思ったが、その名詠生物はただ素す直なおになでられるだけだった。


「……アーマ？」


　返事はない。返事の代わり──


　アーマは、尖とがった鼻先を渦巻く頭上の空へと向けていた。
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　競闘宮コロセウム、外環層アウター一階。


「ええっ、名詠用の触媒カタリストを全部没ぼつ収しゆうですか!?」


　受付ロビーにネイトの声が響ひびき渡わたった。


「はい。披ひ露ろう会かい終了後に、またこちらでお渡ししますので」


　笑顔で答える警けい備び員いん。


　競闘宮コロセウムの決けつ闘とう会場へ向かおうとした矢先、警備員に呼び止められたと思えばこんな具合だ。おもむろにボディーチェックを受け、名詠用の触媒カタリストが見つかるやいなや受付ロビーまで後戻りさせられてしまった。


「ネイト、そっち終わった？」


　振り返れば、同じように片かたっ端ぱしから触媒カタリストを預あずけるクルーエルの姿すがた。彼女も別の警備員に呼び止められたらしい。制せい服ふくの襟えりと裾すそにある専せん攻こう色を示す赤の線まで、上から特とく殊しゆな塗と料りようで薄うす鼠ねず色いろに染そめられるという徹てつ底ていぶりだ。


「ねえシャンテ、これどういうこと？」


　愛用の祓ジ戈ルを没収され、腑ふに落ちない表情でエイダが首をかしげる。白色名詠を専攻する彼女にいたっては、白の制服全体に同様の塗料が散さん布ぷされてしまったらしい。


「ごめんねエイダちゃん。わたしたちにもギリギリまで情じよう報ほうが回ってこなかったの」


　一方、訊きかれた本人は普段と変わらぬ涼すずしげな微び笑しようのまま。


「エンジュ自治機関が今日の早朝に急に取り決めたんですって。警備を担たん当とうする名めい詠えい士し以外、触媒カタリストの持ちこみは禁きん止しだそうよ」


　理由はネイトにも察しがつく。名詠式に触媒カタリストは必須。ならばあらかじめ触媒カタリストを封ふうじてしまう。ミシュダルのような危き険けん人物の介かい入にゆうを防ふせぐには有ゆう効こうな方法だ。


「シャンテさんまで触媒カタリストの携けい帯たい許きよ可かが出ないんですか？」


「わたしとネシリスは平気よ。競闘宮コロセウムの役員にも登録してあるし、今さら素す性じようも何もないからね。そんなだからごめんね、せっかくあなたたちにもその気で来てもらってたのに」


　両手を合わせ、シャンテがおどけたようにウインク。


「いえ、そんなことはないです」


　エンジュ自治機関が保ほ管かんするという謎なぞの触媒カタリスト。サリナルヴァからの依い頼らいはその異い変へんを察さつ知ちすること。触媒カタリストがなくてもそれは問題ない。


　それに、自分の本当の目的は別にある。誰だれにも告げていない決意。


　……見み極きわめるんだ。


　今からこの目で見るものが、本当に〈孵石エツグ〉の内部に封されていた触媒カタリストなのか。そしてそうであるなら、それはアマリリスを名詠するための特有触媒カタリストでもあるはず。


〝全すべてを伝える……か。それができていれば、アマリリスはああも苦しんでいなかった〟


　アーマ、それはどういうことなの？


　ここにいない名めい詠えい生物。いくら胸きよう中ちゆうで問いかけても答えは返ってこなかった。
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　外環層アウター、地下一階。


　地下特有のひんやりと冷たい空気が、きんと凍こおりつくように張はりつめていた。


　……あー、もうっ、なんでこんな空気がピリピリしてるのよ！


　待機室のベンチに座すわったまま、ヘレンは内心頭を抱かかえた。


　学生決闘の後、何やら特別な触媒カタリストが公開されるらしい。それも限かぎられた著ちよ名めい人じんや賓客ゲスト限げん定ていで。そしてその枠わくに、学生決闘での優ゆう勝しよう校こうと優秀生徒があるという。


　それを知ったのはつい数時間前のことだ。しかも優秀生徒に選ばれたのが他ならぬレフィスだとのこと。


「でもこんなんなら、無理いってレフィスについてくるんじゃなかったのかな」


　レフィスにも口ぞえを頼たのんで、無理やり同行したまではよかった。そして披露会までの待機場として用意されたのは、学生決闘で使っていた選手控ひかえ室。これもまあいい。問題ない。問題なのは、優勝校であるドレスエン名めい術じゆつ校こうの生徒たちまで同じ部屋があてがわれていたことだ。


　他校との親しん睦ぼくを深めてください。そんな配はい慮りよなのだろう。


　うん、なんてありがたい。ありがたすぎて声も出ない。代わりに涙なみだが出ちゃいそう。


「ねえレフィス、あんた何か喋しやべりなさいよ」


　向こう側に聞こえないよう、ギリギリまで抑おさえた声でレフィスにささやいた。


　ドレスエンとは一ひと悶もん着ちやくがあったばかり。さらには優勝校ドレスエンの全勝記録にただ一人泥どろを塗ぬったのがこのレフィス。相手生徒にはさぞや屈くつ辱じよくだったことだろう。


「ほら、早く！」


　とにかく場が張りつめて仕方ない。小さな呼こ吸きゆう音おんすら気にしてしまうほどだ。


「喋るって何をだ？」


「……ばか、もういい、知らない！」


　勢いきおいよくベンチから立ちあがり、ヘレンは控え室の出口へと向かっていった。まったく、レフィスはいいけど、わたしはこういうの苦手なんだってば！


「おい、ヘレン」


「ちょっと給水所で水飲んでくるだけ、すぐ戻るわ！」


　控え室を後に、静かな通路をわざとけたたましく歩きだした。


　……あーもう、レフィスの鈍どん感かん。ああいう場面は女の子を気き遣づかうのが筋すじなのに。


「でもそこが、彼の好いいところでもあるんでしょ？」


「うん、まあそれは否ひ定ていしな──」


　……え？


　わたし、何か口にして言ってたっけ？


「ごめんなさい、驚おどろかせちゃったかな？」


　くすりと微笑ほほえむ相手。


　真後ろ。それも驚くほど近くにいたのは、黎れい色しよくのローブを羽は織おった人間だった。


　中性的で均きん整せいのとれた目鼻だちに、ローブの上からでも伝わるほっそりとした身体からだつき。濡ぬれたように艶つややかな漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに、唇くちびるに塗ぬられた黒のルージュ。


　少年なのか少女なのか、何なん歳さいなのかもまるでわからない、そんな何者か。


「あなた、いつからそこにいたの」


　わたしの真後ろ？　でもわたしは控え室から出たばかりじゃないか。控え室の扉とびらを開けた時、こんな奇妙な奴はいなかったはずなのに。


「今あわてて追いついてきたの。あなたはずいぶん大きな足音を立てて歩いてたから、こちらが後ろから追いついてきた足音にも気づかなかったみたいだね」


　確かに、その理り屈くつは一定の信しん憑ぴよう性せいがある。


　けれど、わざわざわたしに追いついてきた？　それはなぜ。


「落とし物、気づいてないでしょ」


　にこりと無む垢くな笑顔で笑うその相手。


　──まただ。


　わたしは何も言ってないのに、心の奥おくを見み透すかされたように。


「……落とし物？」


「そうだよ。はい、これ」


　笑顔のまま、その人物がローブの下からそっと手を伸のばす。その手に握にぎられていたのは、見覚えのあるハンカチだった。


「あ、これ本当にわたしのだ」


「うん、そう言ってるじゃない」


「……あ、ありがと」


　何者かはわからないが、それでも落とし物をわざわざ持ってきてくれたことは事実。ぎくしゃくしながらもヘレンは頭を下げることにした。


「どういたしまして。ところで、もうすぐここで、とある触媒カタリストの披ひ露ろう会かいが行われるんだけど、それは知ってる？」


「ええ、あなたもその出席者？」


　すると、この相手はとぼけたような表ひよう情じようで。


「出席者に選ばれるほど自分は偉えらくないよ。だからこっそり侵しん入にゆうしてきちゃった」


「え……冗じよう談だんでしょ？　だってここの警備すごい厳げん重じゆうだし。わたしたちだって、名めい詠えいの触媒カタリストも警けい備び員いんに没ぼつ収しゆうされちゃったくらいなんだから」


「そう、それそれ。それがすごく大切なんだ」


　それを待っていた。


　そうと言わんばかりに相手が声を弾はずませる。


「今この会場で、名詠用の触媒カタリストを携けい帯たいできている名詠士は、〈イ短調〉のシャンテやネシリスを含ふくめてもごくわずか。これは非ひ常じように危あやうい。確たしかに外部からの危険人物を拒こばむのには有ゆう効こうだけど、もし内な部かで何かが起きた時は対たい応おうが遅おくれてしまう処しよ理りだから」


　……こいつ何が言いたいの。


　まるで何かが起きると宣言しているかのような言い方ではないか。


　そんなヘレンの心中を知ってか知らずか──


「だからこそ、あなたに一つだけアドバイス」


　とっておきの手品でも見せる手て品じな師しのような笑顔で、その黒くろ法ほう師しがそう告げる。


「その赤いハンカチ、大切にした方がいい。いざという時、きっとあなたの身を守ってくれるから」


「……え」


　赤いハンカチ？


　受け取ったばかりのハンカチをヘレンは慌あわてて再さい確かく認にんした。


「……ほんとだ」


　自分でもまるきり気づいていなかった。ただのハンカチと思われたのか、あるいは単にチェックからもれたのかはわからないけれど、確かにこのハンカチは真っ赤。


「有効に使うといいよ」


「で、でもわたし、赤色名詠は使えない」


　学生決けつ闘とうで見せたヘレンの名詠色は『Ruguz青』。それは警備員も知っているはず。あるいは、だからこそ警備員も赤いハンカチを見み過すごした？


「それをどう使うかはあなた次し第だい。あえて言うなら、託す相手を間違えないようにね──さて、アルヴィルもそろそろ配置についた頃ころかな」


　一方的に告げ、相手が自分から背せを向ける。


「待って、あなた──」


「自分のことなんかより、早く控え室に戻った方がいいよ。レフィス、彼はああ見えて、あなたがいなくて寂さびしがってるみたいだから。それに自分も、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の昂たかぶりを静めるので忙いそがしくなりそうだしね」


　ミクヴェクス。それ何かの名前？


　それを訊たずねようとした時には既すでに、その黒法師は通路の角へと消えた後だった。





《これより披露会へと移うつります》


《参加される方、係員の指し示じに従したがい会場へお進み下さい》





　通路に響ひびきわたる放送アナウンス。披露会まで、あと十分。





　　　　２





《今回発見されました触媒カタリストは、エンジュの地理学者が偶ぐう然ぜん立ちよったツァラベルという島で──》





　競闘宮コロセウム、観客席最上段。


　ざわめきの静まらない観客席。それは午前の学生決けつ闘とうも同じだが、今回は観客席を埋うめる人種が違う。名めい詠えい学校の学生や教きよう師しは姿すがたを消し、代わりに各都市の要人や白衣を着た研究者、メモ用紙とペンを持つ報ほう道どう陣じん。


　誰もが放送アナウンスに耳を傾かたむけては、しきりに何か議ぎ論ろんをかわしているのが見て取れる。


　そんな中──


「いやー参った。まさか立ち見だなんて思わなかったね」


　手元の手すりにエイダがだらしなく寄よりかかる。


「あら、最上段の方が全体が見やすいかと思って、わざわざここにしたのだけれど？」


「それなら最前列にしてくれた方がいいだろ、シャンテ権けん限げんで」


　エイダのもの言いたげな視し線せんに睨にらまれ、シャンテがくすりと逃にげ笑い。


「それは無理よ。最前列はエンジュの関係者と、それに報道陣で埋めつくされてるわ。そこに学生あなたたちがいれば浮ういちゃうだけだもの」


　前まえ髪がみをはらい、シャンテが楽しげに片かた目めをつむってみせる。


「じゃあ、ここで会場の見み張はりをしてるのは僕ぼくたちと、あと別の場所にいるはずのネシリスさんくらいですか」


　一いつ箇か所しよに固まるより散らばって戦力を配置させる。ネシリスは別地点に一人で待機。レフィスたちもいるはずなのだが、この会場で出会うのは難むずかしいだろう。


「そうね。競闘宮コロセウムという舞ぶ台たいを使用しているけど、今から行われる式典の主しゆ催さい者しやは名詠士の協会じゃなく、ただの地方自治機関。一いつ般ぱんの名詠士にはほとんど参加権けんは回ってこなかった。だからこそあなたの学園長も、わたしやネシリスにあなたたちのことを頼たのんだってわけ。でもネシリスを探さがすより、きちんと放送アナウンスをお聴ききなさい？　そろそろよ」


　途と端たん、沸わきたつように騒さわいでいた会場が水を打ったように静まった。わずかに響ひびいていたささやき声さえ、やがて余よ韻いんを残して消えていく。


「……今からですか」


「ええ、始まるわよ」


　会場の視線が決けつ闘とう舞台の中央へと集中。皆みなの視線が注がれる中、白のスーツを着た女性が、漆しつ黒こくの覆おおいがかぶさった台だい座ざを台だい車しやに載のせて運んでくる。


　あれが今回見つかった触媒カタリスト。会場に流されていた放送アナウンスでは、大陸から離はなれた孤こ島とうで発見されたという話だが。


《それでは御ご覧らんに入れましょう。名詠式の常じよう識しきを覆くつがえす瞬しゆん間かんです！》


　司会進行役の男性が叫さけぶ。と同時、女性が台座の上の覆いを一気に外した。観客席からの千を超こえる視線がその先に集中し──


　そして。


「……なんだ、あの不気味なの」


　まず最初に聞こえたのはエイダの呟つぶやき。


　徐じよ々じよに、次し第だいに会場が再びざわめき立っていく。そう、つい数分前までのざわめきは、


　究きゆう極きよくの触媒カタリストとエンジュ自治機関が称しようした代しろ物ものを見られるという期待感。


　だが今回のざわめきは、目の前に現あらわれたソレへの紛まぎれもない困こん惑わくだった。


「──あれは！」


　ドクンと動どう悸きの走った胸むねを、ネイトは服の上から押おさえつけた。


　透とう明めい感のある白色をした、大人でも一ひと抱かかえある大きさの石。鱗うろこ状じようの模も様ようが刻きざまれ、そしてその鱗模様が、まるで脈打つかのように点てん滅めつを繰くり返していた。


　……やっぱりそうだ、カインツさんから見せてもらった奴やつと同じだ！


　つまり〈孵石エツグ〉の内部に封ふうされていたものと同じ。空白名詠のための触媒カタリスト。


「シャンテさん、あれは」


　言い終える前に。





　──とさっ





　誰だれかが倒たおれる音は、自分のすぐ隣となりから。


「……クルーエルさん？」


　自分の隣で立っていたはずのクルーエルが、床ゆかに両手と膝ひざをついていた。


「クルーエルさん、どうしたんですか！」


　しゃがみこんで彼女の表情をうかがう。


「なっ、なんでも……ないよ。ちょっと立ちくらみ」


　まるで血のかよっていない真っ青な顔。苦く悶もんのまなざし、その目の端はしから伝う、涙なみだか汗あせかもわからない雫しずく。目の前の手すりを摑つかむ力も入らないのか、その指先すら小こ刻きざみにふるえを繰り返していた。


　──うそだ、立ちくらみだなんて、そんな生やさしい症しよう状じようじゃない。


　これはまるであの時の、アマリリスを宿して意い識しきを失う直前のような症状ではないか。


「クルーエルさん？　どうしたの」


　異い変へんに気づいたシャンテ、そしてエイダが近づいてくる。


「わかりません、だけどすごい体調悪そうで。早く医い務む室しつかどこかに！」


「……へ、平気だよ、わたし」


　かすれ声をクルーエルが懸けん命めいに絞しぼりだす。だがその痛いた々いたしさがなおさら、彼女の異い状じようをより鮮せん明めいに告げてきていた。


「うそ、そんなはずないじゃないですか。顔真っ青です！」


　クルーエルの手を取る。


　異様に熱い。それも人の体温とは思えないほどの高温だった。


「誰か、お医い者しやさんを！」


　観客席最上段からネイトは叫んだ。


　だが届とどかない。誰もが皆みな、決けつ闘とう舞ぶ台たいに運びこまれた触媒カタリストに意い識しきが集中している。


《皆さん驚おどろかれたようですね、確たしかにちょっと変わった石です。でも見ててください、今から触媒カタリストとしての実じつ演えんが行われます》


　司会の声に応こたえるように、やせ細った眼鏡めがね姿すがたの男が壇だん上じように現れる。


《今回この触媒カタリストに挑ちよう戦せんして頂いただくのは、著ちよ名めいな名めい詠えい士しでもあり、エンジュ自治機関の議員でもあられる──》


　観客席から巻まき起こる拍はく手しゆ。そう、他の観客は普段どおり。


　……だけど、なんだろうこの違い和わ感。


　クルーエルではないが、ネイトにもわずかな嘔おう吐と感があった。まるで無理やり異物を呑のまされたように、胃いが暴あばれるように収しゆう縮しゆくを繰くり返す感覚だ。


《では先生、どうぞ》


　胎たい動どうする触媒カタリストはやはり薄うす気き味み悪いのか、苦笑いを浮うかべる壇上の男。


　……違ちがう。


　あれは、僕やクルーエルさんの反はん応のうとは違う。でも他の人も気づいてない。気分が悪いのは、この会場で僕とクルーエルさんだけ？


《おや先生、乗り気でない？　大だい丈じよう夫ぶです、勇気を出して！　ほら、先生のファンの女の子も、事務所のスタッフも応おう援えんに来てくれてますよ？》


　司会者のくだけた声援に会場からも笑い声。


　それに後押しされたのか、引きつった表情を引き締しめ、その名詠士が触媒カタリストの台だい座ざにゆっくりと近づき──





〝誰？　わたしに触ふれようとする子は〟





　声が聞こえた。


「シャンテさん、今……何か聞こえませんでしたか」


「え、司会の声以外に？」


　シャンテは気づいていない。エイダにも何かが聞こえたような反はん応のうはない。


　だけど──





〝やめて愛いとしき子よ。わたしに触れるのはまだ早い。あなたでは、わたしに正しい目覚めを与あたえることはできません〟


〝シャオ、シャオはどこ？　近くにいるのでしょう？　わたしは〈眼め〉と分ぶん離りしているがゆえ、あなたを見ることができないの〟





　どこか遠くから、津つ波なみのような重さで聞こえてくる声。誰のものかもわからない声。


　それが音の波でなく、鼓こ膜まくを介かいさず直ちよく接せつ意い識しきの中に響いてくる。


　声が聞こえてくる先はあの触媒カタリスト？


　これだけ大きな声なのに、決闘舞台の司会役も、観客席の賓客ゲストも誰も気づいていない？


　そんなばかなことが。


《さあ、皆みな様さまご覧らんください！》


　放送の実じつ況きように背を押され、点てん滅めつを繰くり返す石へと男が手を伸のばし──





〝やめて、わたしに触れてはいけない。わたしが真言を委ゆだねたシャオの訪おとずれを待ちなさい。あなたがわたしに触れれば────〟





　聞こえてきた声がぷつりと途と絶だえた。と同時。頭のてっぺんからつま先まで、髪かみの毛が逆さか立だつほどの寒気が電流のごとく全身を駆かけめぐった。


「──だめだぁぁぁっっ！」


　気づいた時には、ネイトは最上段から声の限かぎり絶ぜつ叫きようしていた。


　直感ではなく、身体からだの細さい胞ぼう一つ一つの怯おびえで感じた。アレが、さっきまで自分とクルーエルが感じていた違い和わ感の根こん源げんだと。


「ネイト君、どうしたの」


　シャンテの疑ぎ問もんに答える余よ裕ゆうもないまま、ネイトは最上段から観客席を駆け下りた。


「それを、そいつを目覚めさせちゃだめだっ！」


　肺はいから吐と血けつするのではないかというほど、声を張はり上げる。だが──


　全すべては、遅おそかった。





　　　　３





《っ……なんだ……？》


　司会役の、生気を失ったような呆ぼう然ぜんとした声が観客席に伝わった。


「これは──」


　汗あせばむ手をなお握にぎりしめ、ネイトは息を呑のんだ。


　会場の参加者には変化がない。触媒カタリストに触れた壇だん上じようの男も、何ら変わった様子はない。その目の前にある石が、一ひと際きわ強く発光したことを除のぞいては。


　だが、それだけだ。


　石の表面に刻きざまれた鱗うろこ状じようの紋もん様よう。それが激はげしく光り輝かがやいては消えていく。ただそれだけ。何かがその石から名めい詠えいされるというわけでも、石が動きだしたわけでもない。


　……これだけで終わってくれた？


　額ひたいに浮うきでた冷たい汗を拭ぬぐおうとした、その直前。


「二人とも、上っ！」


　クルーエルの隣となりにしゃがんだままのシャンテの声が響ひびき渡わたった。


　上？


　彼女が視し線せんで示しめすのは天上。壇上にある触媒カタリストのちょうど真上。それも今まで見たこともないほど巨きよ大だいな、さながら極光オーロラのごとく輝く門。


　──名詠門チヤネル？


　いや、それだけならばまだ常じよう識しきの範はん囲い内だっただろう。ネイトやエイダ、そしてシャンテが息を呑んだのは、形成された名詠門チヤネルの形だった。


　通常の名詠門チヤネルは美しい円を描えがく。


　だが頭上のソレはもっと歪いびつな、生々しく原始的な円。


「……蛇へび？」


　観客席にいた誰かがぼんやりと呟つぶやく。そう、まるで──巨きよ大だいな蛇がとぐろを巻まいたような形。喩たとえるならば、おそらくそれが一番近い。


　だがその環わをろくに眺ながめる間もなく。


「ちび君、シャンテ！」


　真上を凝ぎよう視ししたままエイダが後ずさった。


　名詠門チヤネルから、驟しゆう雨うのごとく降ふってくる何か。小型の竜りゆう、蛇、獅し子し、人型のシルエットに、常に形を変える流動的なものさえいる。それも百体を超こえる軍ぐん勢ぜいで。


「……あれが本当に名詠生物？」


　エイダかシャンテか、誰かが呆然とした口調で呟いた。


　不定の形状をした名詠生物。まるで共通のかたちをとらないソレらに、唯ゆい一いつ共通しているのはその体色だった。赤、青、緑、黄、白。名詠五色が混こん然ぜんと混まざりあい、斑はん点てんのような模様を形成。目を凝こらせば、そこに一部まるで透とう明めいな部分が混じっていることもわかる。


　──空白名詠？　そして、既き存そんの五色まで？


　だけど、なんて毒々しい色なんだろう。カインツの虹にじ色いろとはまるでかけ離はなれた、五色がでたらめに混こん在ざいした不協和音。まるで敵てき対たいしあう五色が、空白名詠の透明部分によって強きよう制せい的に結合されたかのような混色だった。


「来るぞっ！」


　エイダの声が厳きびしさを増ました。


　遥はるか頭上の名詠門チヤネルから一いつ斉せいに降おりてくる奇き妙みような名詠生物たち。間違いない、あいつらはこの競闘宮コロセウム目がけて落下している。


　だがあれだけの数、どうすればいい？


　触媒カタリストを持っているのはネシリスとシャンテの二人だけ。自分とエイダは触媒カタリストと祓ジ戈ルを預あずけたまま。クルーエルにいたっては原げん因いん不明の目眩めまいと発熱。まともに対たい抗こうできる人数が絶ぜつ対たい的に不足している。


「エイダちゃん、ぼうっとしてないで、預けている祓ジ戈ルを取ってきなさい。ネイト君はクルーエルさんを安全な場所へ。その後は観客の避ひ難なんを誘ゆう導どう、急ぎなさいな」


　一人落ちついた仕草で、胸むな元もとにつけていたブローチをシャンテが取りはずす。


　手のひらにそっと転がる緑柱石エメラルド。


「シャンテさんは……」


「時間稼かせぎ、というより先制パンチ。とりあえず向こうもやる気みたいだしね……あーあ、このブローチ高かったのに」


　魔ま性しようの笑えみを絶たやさぬまま、歌后姫オペラセリアが艶つややかな唇くちびるに指先をそえる。


「だけどまあ、そんなこと言ってる余よ裕ゆうもなさそうね。わたしって攻こう撃げき的な名詠って得す意きじゃないし、ここは競闘宮コロセウムの最強名詠士さんに気き張ばってもらわないと困こまるんだけどな」
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　……逃にげろ！





　誰が言ったかはわからない。だが直感的に観客席の全員が感じ取っていた。遥か上空から飛来する未知の存そん在ざいが、紛まぎれもない災さい厄やくであると。


　一人、また一人。足音は徐じよ々じよに大きくなり……一分と経たたず、観客席は逃にげまどう者の悲鳴と足音に呑のみこまれた。


　その中で──


「エンジュに来てから驚くことばかりだな」


　内心の苦く笑しようを押おし殺し、レフィスは飛来する名めい詠えい生物たちを見上げた。


　客席めがけ急きゆう降こう下かしてくる名詠生物。その虚うつろな瞳ひとみに輝くのは明らかな敵てき意いの眼がん光こう。


　五色が入り混じった上に、身体からだの一部が透明？


　あの名詠生物がどんなカラクリなのか想そう像ぞうもつかない。だが今はまず、あの軍ぐん勢ぜいから生き残らなければ。


「レフィス、どうするのっ？」


　隣となりに立つヘレンが叫さけぶ。自分レフイスが披ひ露ろう会かいに参加するならわたしも──そう言ってきかなかった彼女。あの時は自分も口ぞえしてしまいヘレンも参加を許きよ可かされたが、それが失敗だった。足手まといという意味でなく、こんな危き険けんなことになるのなら。


「静かに、あいつらが落下するまでまだ時間はある」


　だがどうする？　触媒カタリストは受付に預けたままだ。


　一番たやすいのは逃げるという選せん択たく肢し。だがもし競闘宮コロセウムの外までこの名詠生物が落下しているとすれば、たとえ競闘宮コロセウムの外に逃げても同じこと。ならば！


「無茶をやるか」


　競闘宮コロセウムの観客席を覆おおう、くすんだ白しろ壁かべ。レフィスはそこに両手で触ふれた。


　ぽつり、ぽつりと灰はい色いろに輝く壁へき面めん。……反はん応のうが遅すぎる。


「『Arzus白』の属ぞく性せいで後罪クライムがかかってるのか」


　需要者の後罪クライム──一度名詠に使用してしまうと、その触媒カタリストによる二度目の名詠は難なん易い度どが跳はね上がる。言うなれば一つの触媒カタリストで名詠できるのは一回きり。


　壁面に塗ぬられた塗と料りようが白と灰色の中間色だったゆえ、レフィスは灰色も名詠可か能のうだろうと踏んだ。しかし競闘宮コロセウムの構こう造ぞう物ぶつにはあらかじめ後罪クライムがかけられていた。名詠式の暴ぼう発はつを防ふせぐため、公の建けん造ぞう物ぶつは意図的に後罪クライム処しよ理りを施ほどこすことが多いのだ。


「まだ!?」


　ヘレンの声はもはや悲鳴に近い。


「集中を乱みだすな、後罪クライムの触媒カタリストで名詠するのが大変なのは知っているだろ」


　小さな名詠門チヤネルが開いていく。子こ供ども一人がようやく入れるほどの環わ。この程てい度どの大きさではロクな名詠生物も詠よべやしない。大物は無理だ、ならば！


　混こん沌とん色の、人型をした名詠生物。その一体が、同色の鎗やりを構かまえてすぐ真上にまで急降下してくる。


　──『Isa灰の歌』──


　名詠門チヤネルをこじ開けるようにして現れる一体の有翼石像ガーゴイル。


　襲おそいかかる名詠生物、それを迎むかえ撃うつかたちで有翼石像ガーゴイルもまた石の鎗を構える。


　互たがいの鎗が交差、そして。


　キィッィッン……乾かわいた音。相手の鎗で射いぬかれ、名詠されたばかりの有翼石像ガーゴイルが灰色の煙けむりを上げて還かえっていく。だがそれと同じタイミングで、混色の名詠生物も石鎗に貫つらぬかれ動きを止めていた。相あい討うちということか。


「案外あっけないな。あんな気味の悪い色だから、どんな強力な奴やつかと思った割わりには」


　少なくとも、レフィスにとっては強がりのつもりではなかった。


　ヨシュアからも教わったことのない未知の相手。襲いかかってきた時は肝きもを冷やしたが、いざ戦ってみれば自分の灰色名詠で十分対たい処しよできる相手だ。





　Ris sia sophia,あの日の約束よ、 Egunis riris q-nemneここに





　……なんだ？


　一瞬、確かに〈讃来歌オラトリオ〉のようなものが聞こえた。


「レフィス、あっっ……あ、あれ！」


　ヘレンの指さす先、石鎗に貫かれていた名詠生物が小こ刻きざみに動きだしたのだ。


　ズッ……ズズッ……不ふ快かいな音を響ひびかせ、ゆっくりと自らに刺ささった鎗を引き抜ぬいてゆく。


　カランッ。完全に引き抜かれ、地に落ちる石鎗。それもまた、先の有翼石像ガーゴイル同様に煙を上げて還っていく。


　残ったのは、まるで無む傷きずな状じよう態たいの謎なぞの名詠生物。確かに石鎗で貫いた、なのにその体表にはまるで傷が残っていない。まさか、この数十秒で完全に再さい生せいした？


「……なるほど、不死身とはさすがに予想外だ」


　脳のうという理り解かいではない。知覚という実体験で敵てきの本当の怖おそろしさを感じた。


「れ……レフィス、また来る！」


　敵の虚うつろな視線が再度自分たちへと向けられる。


　その鎗の矛ほこ先さきは自分ではなく、ヘレン。


「あ……ぁっ……」


　鋭えい利りな鎗を正面から直視し、蒼そう白はくとなる彼女。と同時に、レフィスはほぞを噬かんだ。自分が甘あまかった。先と同じ名詠をする余よ裕ゆうはない。かといって他の触媒カタリストはゼロ。


　どうする、彼女を抱かかえて逃にげる？　それともまた名詠で──


「迷まよう必要があるのか？」


　ピシリッ、何か硬かたいものに罅ひびが入る亀き裂れつ音おん。


　それをレフィスが聴きいた時には、目の前の名めい詠えい生物は巨きよ大だいな氷ひよう塊かいに封ふうされていた。それも地上の一体だけでなく、空中をさまよっていたもう一体まで。


　氷塊、いや天を衝つくかのように高らかに伸のびた氷ひよう壁へきは、もはや一つの塔とうを思わせる。


　──氷バ結ベ塔ル。


　ここまで桁けた外はずれのサイズの氷塊。そんなことができるのは。


「叩たたき伏ふせる、俺おれならそうするが」


　青のインバネスコートを羽は織おる大おお柄がらの男。その両りよう脇わきには、彼を守しゆ護ごするかたちで二匹ひきの巨大な氷ひよう狼ろうが付き従したがっていた。


「……ネシ……リ……？」


　ヘレンのかすれ声を無む視しし、その名詠士が小さな麻あさ布ぬのを放ほうり投げてきた。受け取ったはずみにチャリッと音をたてる麻袋。中身は硬こう貨か？


「競闘宮コロセウムの覇は者しやが、防ぼう衛えい戦に勝利するごとに受け取る記念銀貨シルバーコインだ。それなら灰色名詠にも使えるだろう」


　つまり、これを触媒カタリストに使えと？


「ずいぶんと気前がいいな」


「レフィスだったな、それだけの労働はしてもらう」


　視線だけでネシリスが頭上の名詠門チヤネルを見上げる。


「あの名詠門チヤネルの輝かがやき、舞ぶ台たいの触媒カタリストの点てん滅めつと周期がまるで同じだ」


　次に彼が示しめしたのは観客席の最下げ段だん、決闘舞台の中央に設もうけられた台だい座ざだった。


　既すでに舞台にいた司会も実況役も全すべて避ひ難なんし、無人となった壇だん上じよう。鱗うろこ状じようの模も様ようが刻きざまれた触媒カタリストだけが、悠ゆう々ゆうと輝かがやきを放っている。


「あの名詠門チヤネルが閉とじない限かぎり、あの名詠生物たちは今も増ふえ続けている。まずは根本から断たつ必要があるらしい」


「それを手伝え、と」


「俺があの触媒カタリストを破は壊かいする。その間、お前が囮おとり役やくをやれ」


　淡たん々たんと告げるその声にはまるで動じた様子がない。


　この未知の名詠生物を相手に、それも無数ともいえる数を。


「それとお前も見ただろうが、こいつらはどれだけ破壊しても短時間で再生する。倒すことを目的とせず、やるなら動きを止めることを狙ねらえ。俺なら氷で閉とざす、シャンテは巨きよ木ぼくの根で絡からめる方法を選せん択たくしたらしい。お前なら学生決けつ闘とうの再さい現げんだろうな」


　火食い鳥を巨岩像ゴーレムで押おさえつけたように相手の動きを止める、ただそれだけに全力集中。


　それを達成しつつ、決闘舞台の敵てき陣じんを突とつ破ぱして触媒カタリストを破は壊かい。そうすればこれ以上敵が増ふえることはなくなる。しかし──


「もしあの触媒カタリストを壊こわしても、こいつらがまだ無む限げんの再生力をもっていたら？」


　氷も木の根もしょせんは名詠で詠よんだもの。術じゆつ者しやの力量にもよるが、必ずいつかは還かえってしまう。いつか束そく縛ばくが解とけた時どうすればいいのか。


「迷う必要があるのか？」


　競闘宮コロセウムの覇は者しやの答えは、先とまるで同じだった。


「破壊する。何十回、何百回だろうと。相手が再生する気力もなくなるまでな。ただそれだけだ。違うか？」


「……いや」


　思わずもれてしまった苦笑を、レフィスはあえて隠かくさなかった。


　──なるほど、確かに最強の名詠士だ。


「ヘレンすまない、ここで隠かくれていてくれ。……すぐ戻る」




　六奏『新薬の扉とびら、詠うたう世界の祈いのりよ響ひびけ』
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　……なんで、また……この寒気がする、の……


　脳のうを錆さびついた斧おので抉えぐられるような痛いたみに、焼きごてを直ちよく接せつ肌はだに押しつけられたような、灼やける熱。だけど身体からだの内側は、氷海に裸はだかで投げこまれたような寒気がする。


　いやだ……こんなの、なんで。


　アマリリスが消えてから二ヶ月。もうこんなことはないと思ってたのに。


「……ーエルさん！　ク……エルさん、どう……」


　ずっと遠くから聞こえるネイトの声。


　ネイトが遠くにいるのでなく、わたしの意い識いきが勝手に遠ざかっていくような。


　まさか、またアマリリスが──？





『……そう、まだ気づいていないのね。あの夜の幼よう生せいもまだ何も告げてないようだし』





　遠ざかっていく周囲の音。


　それとまるで対照的に、その声だけはどこまでも鮮せん明めいに聞こえてきた。


「……その声」


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、クルーエルは落ちかける意識をぎりぎりのところでつなぎとめた。


『わたしのこと、覚えてくれている？』


　風にそよぐようにゆれる緋ひ色いろの髪かみに、深い海を想起させる色の双そう眸ぼう。豊ほう艶えんといえるほど艶あでやかで起き伏ふくにとんだ曲線を描えがきながらも、決して扇せん情じよう的と思わせない優やさしい肢し体たい。


　一糸まとわぬ姿すがたで雪のように白くきめ細かい肌はだを晒さらす、長身の少女がそこにいた。


　──アマリリス。自分と生き写しの真しん精せい。


「いったい、なにが楽しくて……こんなにわたしを痛いためつけるの」


『それは違ちがう』


　違う？　なにが違うというのだろう。


　この熱も寒気も痛みも、全て本物じゃないか。


『わたしは、今のあなたの苦痛には何一つ関かん与よしていない』


「……うそよ。この頭ず痛つうも熱も、寒気もまるであの時と一いつ緒しよだもの」


　トレミア・アカデミーの図書管かん理り棟とうから始まった、あの苦痛。


『そうね。確たしかにかつて、あなたにこの苦痛を与えたのはわたし。でもそれは、あなたを想おもってのことだった。来きたるべき今この時のために』


　わたしを想って……？


「人にこんなことして、どうしてそれがわたしのためだって言うの！」


『あの時あなたは昏こん睡すいに陥おちいった。でも今はまだ、かろうじてネイトの声が聞こえているでしょう。周囲の音も、まだわずかながら聞こえている』


　確かに事実ではあった。


　本当にかすかだけど、さっきからまだネイトの声も聞こえている。


『わたしが与えた苦痛を経けい験けんしていなければ、あなたは今ここで意識を失っていたはず。でも今はどう？　一度経験しているからこそ、かろうじて耐たえることができている』


「そ、それは……」


『わたしがあなたに課した苦しみはそのためだった』


　それは事実としてはそうだ。


　でも、それが単なる結果論でないとどうやって証しよう明めいできる？


「……それなら今の頭痛や熱は、今度こそいったい何が原げん因いんなの」


『〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉との共鳴』


　ミクヴェクス？


『わたしからは教えることができない。それに時間もないのでしょう？』


　そうだ。でたらめに色を混ぜ合わせたような、あの奇き怪かいな名詠生物。


　あれが上空の名詠門チヤネルから現あらわれて──


『競演会コンクールのヒドラを覚えているかしら。真言を用いぬ者がミクヴァ鱗りん片ぺんに触ふれた場合、あれは単なる触媒カタリストとしてしか作用しない』


　競演会コンクールのヒドラも五色が入り混じっていた。しかしあの中に空白名詠は入りこんでいなかった。再生するような能力も持っていなかった。


『けれど今この時は違う。あなたと〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の不完全な共鳴により、ミクヴァ鱗片がひどく不安定になっている。今頭上にある名詠門チヤネルは、空白名詠の力に目覚めたあなたが、真の調ちよう律りつ者しやたる〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉に近づきすぎたことが原因』


「……わたしのせい？　そんな、そんなこと言われたって」


『歪ゆがんだ五色の名詠、そして空白名詠の力が強きよう制せい的に結びつける醜みにくい不協和音。原因となる空白名詠の力を閉とざさない限かぎり、アレらは何度でも再生する』


　無限に再生する名詠生物。


　そんなの聞いたこともない。それは、いったいどうすれば。


『わたしに代わって』


「……え？」


　あまりに唐とう突とつな提てい案あんにクルーエルは我わが耳を疑うたがった。


『わたしならアレを相手にできる』


　髪かみの色も顔かたちも姿も、自分とまるで同じ姿の真精。それはつまり、わたしとアマリリスが入れ替かわるということを意味するのでは。


「な、何を言ってるの。そもそもそんなことが──」


『聞いてクルーエル。わたしが代わると言っているのは、アレらをどうにかするという目的じゃない。それはあくまで付ふ随ずい的なもの』


　混色の名詠生物を倒たおすことが本当の目的ではない。ではいったい何が。


『〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉との共鳴に苦しむあなたを見るのはすごく辛つらいの。苦しいのでしょう？　だから、わたしがその痛みも熱も寒気も、全部代わってあげる。あなたは少し休んでいなさい。終わったら、また起こしてあげるから』


　……わたしの身を案じてくれてるの？


「なんで、変だよ、絶ぜつ対たいおかしいよ！」


　力いっぱい叫さけびたくても、痛みに朦もう朧ろうとした状じよう態たいでは擦かすれ声が精せい一いつ杯ぱいだった。


「ねえ、どうして。……前から気になってた。なんでわたしに、そんな優しく言葉をかけてくれるの？　わたしがあなたの何だっていうの」


　まるで友だちみたいに、ううん、それよりもっと親しく深い関係。


　まるで姉し妹まいみたいな言い方で。





『……だって、本当にそうなんだもの』





　──え？


『我われながらおしゃべりが過すぎたわね。まあいいわ、気にしないで。それより時間が惜おしい。今はまだ〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉よりもわたしの方が、支し配はい力りよくにおいて勝ってるから』


「……ごめんなさい」


　アマリリスの言葉を遮さえぎるように、クルーエルはうつむいた。


「まだ事じ情じようがよくわかってないけど、わたし、やっぱりそれはできないよ」


『クルーエル……やっぱり、わたしを信じてはくれないの？』


　音として伝わる声は変わりない。


　だけど伝わってきた。その声の主が悲しげに萎しおれていることに。


「ううん、違ちがうの。あなたのこと、信じてないわけじゃない。正直まだわからないけど、それでもあなたの気持ち伝わってきたもの」


『じゃあ、なぜ』


　その問いかけに、クルーエルはぎゅっと唇くちびるの端はしを嚙かみしめた。


「あなたが言ったことじゃない。この騒さわぎはわたしのせいだって」


『そうとは言ってないわ。確かにあなたがミクヴァ鱗片に近づきすぎたことが原因だけど、かといってあなたに責せめられるべき咎とががあるわけじゃない』


「ううん、わたしが原因なら同じことでしょ？」


　だから自分が頑がん張ばらなくちゃいけない。誰だれかに甘あまえるのはいつでもできる。もし誰かが手を差し伸のべてくれるのだとしても、自分のやるべきことをやらないのは嫌いやだ。


『いえ、わかってない。このまま〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が目覚めれば……クルーエル、あなたが消──』


　雑音ノイズ。


　無音の世界のどこかで、何かがひび割われた音がこだました。


　アマリリスの言葉もなかばで遮しや断だん、クルーエルには届とどかなかった。なにか自分のことを言っていたということだけは伝わったのだが。


「え？　ごめんなさい、声が良く聞こえなくて」


『……なんでもないわ』


　目にかかる緋ひ色いろの髪を横に払い、アマリリスがかすかにうつむく。


『クルーエル、あなた本当にわたしと代わる気はない？』


「ええ、わたしが強ごう情じようなの知ってるでしょ？」


　あえて意地悪っぽい笑顔でクルーエルは答えた。理由はない。ただ何となくこの相手が、そうやって自分が強がる方が安心すると思ったからだ。


『本当に呆あきれた子』


　そして、それで正せい解かいだった。


　彼女の声はさっきより少しだけ弾はずんでいたから。


『クルーエル、ネイトに礼を言いなさい』


　その言葉は唐とう突とつだった。


『あなたという存そん在ざいを支ささえる何よりの柱が、あなたの心に宿るわたしでも黎明の神鳥フエニツクスでもなく、いつしかあのネイトという少年になっていた。そのことに』


「……うん、だからわたし自分で何とかしたいんだもん」


　凱がい旋せん都市へ行く、そう決めた時から温めていた気持ち。


　──彼の前で、わたしだって、女の子だって格かつ好こうつけたい時がある。


『そう言うかもしれないとは思ってたわ。だから、わたしの真言ちからの一いつ端たんをあなたに──あなたに、わたしのとっておきの詠うたを教えてあげる』


　自分の生き写しのような姿をした真精が、ほっそりと白い指先を伸のばす。その指先は自分の顔のすぐそばまで伸びて──


「あ、あの……何を」


『だいじょうぶ、怖こわがらないでクルーエル』


　アマリリスの指先が自分の髪の一ひと房ふさにそっと触ふれる。


　途と端たん、割れるような頭の痛いたみがすっと消えた。ふるえが止まらないほどの寒気も、悶もだえるほどの熱までも。


「あ、あれ……」


『それはわたしの気サまーぐビれス。ほら、早く行きなさい』


　なびく緋色の髪を外套ローブのようにひるがえし、アマリリスが背せを向ける。


　その声はわずかに、たった数秒前より微かすかにくぐもっていた。まるで何かを堪たえ忍しのぶように、我が慢まんするように。


〝その痛みも熱も寒気も全すべて代わってあげる〟


　──まさか。


「アマリリス、あなた！」


『…………』


　その沈ちん黙もくが逆ぎやくに残ざん酷こくなくらいはっきりと、自分の予感が正しいことを伝えてきた。


　間ま違ちがいない。どうやったかはわからないけど、今さっきまでのわたしの苦く痛つうをアマリリスが全部引き受けたんだ。


「ねえ、なんでよ！　なんで、わたしのためにそんな……」


『わたしからは教えられない。聞くなら、とぼけた夜の幼よう生せいからでも聞きなさい』


「でもそのままじゃあなたがっ！」


『わたしはあなたと違って我慢強いの。それに言ったでしょ、今はまだ〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉よりわたしの方が強いって……でも、そうね。それもあと数時間が限げん界かい。だから、その間にやれるだけのことをやりなさい』


　何が何だかわからない。


　でも、とにかく時間がない。それだけは嫌になるくらい伝わってきた。
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「……ごめんね」


『いまさら謝あやまるくらいの覚かく悟ごだったの？』


「ち、違うよ！」


　慌あわてて首を横に振ふる。いまさら謝るくらいの覚悟……そうだ、そんな簡かん単たんに譲ゆずっちゃうような気持ちじゃだめなんだ。それではこのアマリリスの好意も生かせない。


「見てて、わたしきっと頑張るから！」


『それでいい。あなたの道行きだもの、あなたが選びなさい。……でも、あなたのこれからの選せん択たくが、世界中の人々を巻まきこむことだけは知っておいて』


　そして──





　　　　２





　キィィッィ……ン


　鈴すずが鳴るような音をたて、混こん色しよくの名めい詠えい生物が光の中に還かえっていく。小さな光の粒りゆう子しと共に消しよう滅めつし、再生する気配もない。


「……よしっ！」


　消滅の光にまぶたを灼やかれながらも、ネイトは懸けん命めいに目を見開いた。


　──やっぱりだ、浸しん透とう者しやと同じで反唱なら通じる！


　反唱に必要な触媒カタリストはない。その状じよう況きよう下かでネイトが反唱として利用したのは、混色の名詠生物の身体からだを構成する透明部分、空白名詠による中コ核アだった。


　名詠生物の組成を制せい御ぎよする空白名詠の結けつ晶しよう。ならばそれは〈孵石エツグ〉と同様、全ての名詠色に使用できる触媒カタリストになるのでは。


　そんな一いち縷るの望みに賭かけた夜色名詠の反唱が、功こうを奏そうした。


「だけど数が……」


　消滅した一体から上空へと視線を移うつす。今の一体はどうにか不意をついて還せた。だが今のを見せてしまった以上、他の相手は当然警けい戒かいしてくるだろう。


　一方で、その間にも上空の名詠門チヤネルからとめどなく敵てきは生まれ続けている。


「数を減へらさないと！」


　観客の大半が会場から外環層アウターへと避ひ難なんしたのはいい。しかしそれは逆ぎやくに、この決けつ闘とう舞ぶ台たいの観客席に残る自分たちに敵の照準が集中することに他ならない。


　とにかく数を減らすことが最優ゆう先せん。が、まともに通じるのは、空白名詠と対をなす夜色名詠だけ。他の名詠色では動きを封ふうじるのが精せい一いつ杯ぱいらしい。


「ネ……イト」


　その声は、後ろで意い識しきを失いかけているはずの少女のものだった。


「クルーエルさん？　だ、だめです。動いちゃだめです！」


　周囲の状況も忘わすれ、ネイトはクルーエルのそばによりそった。両手両りよう膝ひざを床ゆかについた状態から、彼女がゆっくりと起き上がったからだ。


「ごめんね、わたしが動けなかった間、キミが守ってくれたんでしょ」


「それはいいんです、そんなことより」


「ううん、わたしも手伝うよ。わたしにもできることがありそうだから」


　落ちつききった表情で、クルーエルが観客席をゆっくり下っていく。触媒カタリストも何もない。まったくの手ぶら、無む防ぼう備びともいえる状況で。


「クルーエルさん、何を……」


「ねえネイト、ちょっとだけ、お姫ひめ様さまを守る騎き士しの役をお願いしちゃっていいかな？」


　まるで状況にそぐわぬ笑顔で、彼女がふわりと振り向いた。


　──それはどういう意味？


　が、考える時間は与あたえられなかった。


「できる、できない？」


　くすりと微笑ほほえむクルーエルの姿に、ネイトは思わず息を呑のんだ。


　輝かがやく緋ひ色いろの長ちよう髪はつが風に舞まい、まるで翼つばさか天の羽は衣ごろもであるかのようになびく光景。


　風がやめばすぐに消えてしまう儚はかない光景なのはわかっている。だからこそ、それはあまりに幻げん想そう的な奇き跡せきの瞬しゆん間かんだった。


　……クルーエルさん、綺き麗れい。


　こんな場面だというのに、そんな気持ちが溢あふれてとまらない。


「ねえ、ネイト？」


「や、やります！　やりますから！」


　気づいた時には、ネイトは大きくうなずいていた。


「うん、いい返事。じゃあ、わたし少しだけ詠うたうからね。ちゃんと守ってて」


　そう言って、クルーエルはそっと目を閉とじて。





〈　アマリリス真言・大母新しん約やく篇へん奏──『全ての目覚める子こ供どもたち』　〉





　En Se lu, Lu siaさあ起きて全ての elmei hypes pheno目覚める子供たち





　De peil,だいじょうぶ、 Ee dewl nec gfend怖がらないで





　noi venesis xin,孵るべき時の中 ilmei Zelah大いなる母の evhe ele peqqy旋律が共にある





　……これは、あの時の。


　トレミア・アカデミーで聴きいた、高熱に冒おかされながら彼女が奏かなでた詠。あの時は浸透者が実体化した。でも今回のこれは──


「……動きが止まってる」


　観客席を見回し、ネイトは目を見開いた。


　気づいた時には、混色の名詠生物までもがぴたりと動きを止めていた。それはさながら、生まれたばかりの赤子が母親の歌に聴きき入っているかのように。





　Lu nedia kyel EgunI,空白〈みち〉の uc hiz getie-l-getie世界へその小さな小さな xeines wat素足で歩いて行きなさい





　Lu vilis Ea tis,自らの道を知り自らの De kiss Ea lue, ende鼓動を確かめ





　vilis Ea elenis Ies水面に映る自らの fert recrey huda心の色を知りなさい





　そして、それだけではなかった。


「……名詠門チヤネルが？」


　上空にうっすらと輝く名詠門チヤネルが──





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　Ea nepies phiaここはあなたの ele noi heren, nevaliss憩いの場けれど





　Lu milley pheno,さあ生まれ落ちた子よ、 dia peqxe elfa振り返ることなくお行きなさい





　De peil,だいじょうぶ Ee dewl nec zsary泣かないで





　……なんだ、この〈讃来歌オラトリオ〉は。


　突とつ如じよどこからともなく流れてきた旋せん律りつに、レフィスは周囲を見回した。


　五色の詠のどれでもない、かといって灰はい色いろでもない。異い色しよくの名めい詠えい式しき、いや、まるで根こん幹かんから違ちがう清せい澄ちような詩と旋律。それが聞こえる先は──


「……クルーエル？」


　無人となった観客席という舞台で、ただ一人、両手を広げて詠う少女。そしてその背せを守るようにして立つのはネイト。


「あいつら、どういうこと──」


　変化が起きたのは、その時だった。ふと頭上に影かげが差し、その変化に目を奪うばわれた。


　あの歪いびつで巨きよ大だいな名詠門チヤネルが、徐じよ々じよに狭せばまっていくのだ。





　En Zec phenoわたしの名前と tis clarわたしの歌が、 lu hem Eec shez,あなたの翼にそつと触れ





　ende celaあなたの巣立ちを slin fel Zec nazal祝福します





　物音一つ立てず、凍こおりついたように動きを止める名詠生物。さながら時の流れからも忘れられ、ひっそりと静まりかえる競闘宮コロセウム。


　その中で閉とじていく天上の環わ。それを促うながすようにひっそりと流れる詠。


　飛びぬけてこの〈讃来歌オラトリオ〉が美しいかと問われれば迷まよう。なのに心奪うばわれて動けない。なぜだろうこの懐なつかしさ。初めて聴いたはずなのに。


　大舞台の交響楽団オーケストラによる感動と興こう奮ふんを与あたえるようなものでなく、これは赤子をなだめ安らぎを与える子守歌。人の感かん性せいではなく、心の中のもっと深い場所へと沁しみわたる音ね色いろ。人が生まれて最初に聴く原初の旋律、その至し高こう形けい。


　そして、その詠が終詩を成したその後に──





　Es E lis nediaいま約束の場所へと kyel orbie Neightあなたは羽ばたく





　Ris sia sophia,──全ての Riris ele, Selah pheno目覚める sia-s-orbie Co Lue-l子供たちのために





　頭上を覆おおうように展てん開かいしていた名詠門チヤネルは、跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていた。


「……名詠門チヤネルが完全に閉じた、のか」


　まさかこの詠で？


「それだけではないらしいな」


　先を行くネシリスが無む表ひよう情じようで見み据すえる先。


　氷結し転がった混こん色しよくの名詠生物が数体。そのいずれもが煌きらめく光に包まれて還かえっていく。今までならこんなことはなかった。つまり再さい生せい効こう果かが消滅？


　名詠門チヤネルが消えたからか、それともあの詠の効果か。


「考える必要があるのか？」


　見み透すかしたようなネシリスの問いに、レフィスは首を横に振ふった。……そうだ、今はそれを気にする余よ裕ゆうなどない。


「ああ、そうだな」


　名詠門チヤネルが閉じた今、あの名詠生物が増ふえる心配はなくなった。が、その数はいまも驚異。一いつ瞬しゆんの気のゆるみが命取りになる、その現状に変わりはない。


「ネシリス、観客席から決闘舞台への最短通路は？」


「最上段からの避ひ難なん階かい段だんを経けい由ゆ、一階の三さん叉さ路ろへ合流する。ついてこい」
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　──詠。それに、これはクルーエルの声？


　外環層アウターの通路を全速力で駆かけながらも、周囲を流れる旋律にエイダは耳をすませた。


「……クルーエル、治ったのか？」


　だがつい数分前、彼女は突とつ然ぜん倒たおれたばかり。それが〈讃来歌オラトリオ〉を詠えるまでに回かい復ふくするとは考えにくい。さらに言えば、この外環層アウターは決闘会場の音が響ひびかない防ぼう音おん壁へき。それが、まるで壁をも浸しん透とうしたかのごとく、はっきりとその詠うたが聞こえるなんて。


「あとでクルーエルにみっちり問い詰つめないとな」


　苦く笑しようは一いつ瞬しゆん。表情を引き締しめ、通路の角を折れ曲がる。と同時、詠とはまるで異ことなる、無数の人の足音と声が鼓こ膜まくを震わせた。


　──しまった。


「ここは、まだこんな状況なのか……」


　競闘宮コロセウム、ロビー。そこは逃にげ遅おくれた賓客ゲストと報ほう道どう者しやたちで完全に埋うめつくされていた。


　ロビーの関係者に説明を求める者、知人や友人とはぐれた者、さらにはその説明に追われる競闘宮コロセウムの役員たち。


「……祓ジ戈ルが取りだせない」


　悲鳴と怒ど声せいの入り混まじる喧けん噪そうを前に、エイダは奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　祓ジ戈ルを預あずけたロビーは人波をかきわけるような密みつ集しゆう度ど。さらにあの混こん乱らん具合、荷を取りだせるような状況ではない。……どうする、祓ジ戈ルを回かい収しゆうしなければ話にならないのに。


　リィィッィィィン


　どこかすぐ近くで、硝子ガラスが砕くだけ散ったような乾かわいた音色が響いた。


「なんだ!?」


　背はい後ごに振り返った途と端たん、眼がん前ぜんに迫せまる相手の重じゆう圧あつ感に総そう毛け立だった。体高だけで成人女性の背せ丈たけほどもありそうな、巨きよ大だいな獅し子しの外見をした混色の名めい詠えい生物。


　──決闘会場からここまで来たのか！


　間近で対たい峙じし、あらためてこの相手の異様さが浮うかび上がる。


　五色が奇妙な配分で混ざり合う、獅子の外見をした名詠生物。その頭部には眼めがなく、異様に大きく開いた口からは、刃やいばのような牙きばがぬらりと光を反はん射しやしている。


「さてどうするかなっと……」


　向かいあったまま、左ひだり肩かたを突つき出すように半はん身みの構かまえをとった。敵てきの正体、能のう力りよくも未知。素す手でで捌さばけるほど易やさしい相手とも思えない。


　互たがいの視し線せんが交差する無音の対峙。


　触ふれれば切れるほど張はりつめた静せい寂じやくと緊きん張ちよう、それを破やぶったのは唐とう突とつな一声だった。


「君、離はなれなさい！」


　触媒カタリストを携たずさえて近づいてくる名詠士が一人。加か勢せい？　よかった、どうにかなる。


　そう思った刹せつ那な、エイダの視し界かいに何かが飛びこんだ。


「──だめだ、後ろっ！」


「え？」


　名詠士の呆ほうけた声。その直後。背はい後ごに忍しのびよった巨大な熊くまの姿をした名詠生物、それが振り上げた腕うでにより、名詠士は壁かべまで薙なぎ払はらわれた。


「っ！　平気か！」


　返事もなく、そのまま壁かべ際ぎわにくずおれる名詠士。その手から触媒カタリストが転げ落ち、コトッ、という小さな音と共に床ゆかを転がっていく。


「……最悪な展てん開かいになったな」


　熊、そして巨大な獅子の外見をした名詠生物。意い識しきのない名詠士には目もくれず、二体が共に自分へと距きよ離りを詰つめてくる。


　ここは退ひく？　いや、それもできない。背後に響ひびくのはけたたましいほどの悲鳴と足音。後ろの全員が逃げるまでまだ時間がかかる。時間を稼かせぐことは必ひつ須す。


　──『G i l l i s u誰よりも前で護る者』。


「祓名民ジルシエに逃とう走そうは許ゆるされない、か。ったく、面めん倒どうな家か系けいに生まれたもんだね」


　祓ジ戈ルの代わり、その眼がん光こうでもって相手を穿うがつ。不安を悟さとられるな。ただでさえ一対二。好機と見れば、相手もまた一気に畳たたみかけてくる。


　じりじりと距離が詰まる。


　獅子から伸のびた影かげがエイダの影に触ふれた瞬間──相手が動いた。つんざくような風鳴り音を従したがえ、巨大な口を開けて飛びかかってくる。


　呼こ吸きゆうを止め、瞬まばたきすらせずエイダは敵てきの爪つめに視線を集中させた。


　──求められるのは薄はく氷ひようの交差。


　後ろに飛んで回かい避ひするのではなく、前に身体からだを進めることで敵の照しよう準じゆんを外す。


　肌はだをかすめる爪を横目に捉とらえ、獅子とすれ違ちがう。そのすれ違いざまに、エイダは名詠生物の腹ふく部ぶを全力で殴なぐりつけた。


「……なにっ？」


　生物の感かん触しよくではなかった。ぐにゃりと、まるでゴム鞠まりを殴ったような。生なま半はん可かな物理的衝しよう撃げきでは牽けん制せいにもならない。名詠による対たい抗こうか、やはり反唱でなければ。


　が、それを悔くやむ間もなく。


　腕を交差、熊が打ち下ろす腕を受けとめる姿勢をとった。


「っ！」


　腕の骨ほねが軋きしみ、悲鳴。罅ひびが入り、砕くだける──その直前でエイダは身体を退ひいた。


　否いな、吹ふき飛ばされたというのが近かった。空中を数メートル、壁際まで一気に飛ばされる。その着地地点に、獅子が先回りする姿がわずかに映うつった。


　まずい！


　空中で姿勢を戻もどそうとするも、だが吹き飛ばされた衝しよう撃げきがそれを許ゆるさない。


　自分の背後、獅子が再び鋭えい利りな牙きばを剝むき──


「祓名民ジルシエに求められるは薄氷の交差」


　声が聞こえた。


「薄うす紙がみ一枚まい未満の、直撃に限りなく近い完全回かい避ひが理想。すなわち、敵が自分を切り裂さいたと錯さつ覚かくするほどの精せい度どで捌さばけ」


　背後で獅子のうなり声。咆ほう吼こう？　違う、これは悲鳴だ。


　……あ。


　着地し、振り返る。その時には既すでに、獅子は光の粒りゆう子しとなって還かえっていく寸すん前ぜんだった。


「──ってのは師匠ジイサンの教えだが、それはあくまで一対一の時だろ。一対二、しかも祓ジ戈ルなしでそんなの狙ねらってどうすんだよ。ったく、かわらねーなその無む鉄てつ砲ぽうぶりは」


　自分の横をすり抜け、目の前の熊へと気軽な歩調でいく一人の祓名民ジルシエ。


　長身、限界まで引き絞しぼった体型だというのが背中を見るだけでわかる。だぶついた麻あさ色いろのズボンに半はん袖そでシャツ、黒くろ獣じゆう皮ひで織おられたベストという服装。どれも色いろ褪あせた、洒落しやれっ気けのかけらもない無ぶ骨こつなスタイルだ。


　……その声、それに服装、体格。


「お、お前！　なんで──」


　続きは言葉に出せなかった。


　熊の外見をした名詠生物が無音の咆吼。巨体に見合わぬ俊しゆん敏びんさで男に襲いかかり、振り上げた腕が男の肩を骨ごと打ち砕いた……エイダですら、一瞬そう見えた。


　名詠生物が腕を振り下ろしたまま動きを止め、そして還っていく。


　そう、この名詠生物は最後まで気づかなかった。自分の攻撃が、瞬まばたきにも満たない刹せつ那なのタイミングで完全に躱かわされていたことに。


　速さではない。静から動へと移うつる、体捌きの流麗さだけでそれは行われていた。


「おいおい、なんでお前まで呆ほうけてんだよ」


　男の声に、ようやくエイダは我われに返った。


「あ……ア、アルヴィル……？」


「いょぉ、久ひさしぶり。元気か？」


　右手に持った鎗やりを肩に担かつぎ、気楽な様子で左手を上げる彼。……何一つ変わってない、自分が最後に見たあの時から。


　アルヴィル・ヘルヴェルント──祓名民ジルシエの長老ルーファが自身最後の弟で子しと認みとめた男。


　年と齢しが近いせいか性せい格かくが底抜けに明るいせいか、あるいはまた別の部分に惹ひかれたのか。自分にとっては、祓名民ジルシエという閉へい塞そくした組そ織しきの中で唯ゆい一いつ心許ゆるせる男だった。


「ほら、くれてやる」


　無む造ぞう作さに彼が放ほうり投げる鎗を反はん射しや的に摑つかんだ。


　……これは、あたしの祓ジ戈ル？


「質しつの悪い模造品レプリカだ。お前が派は手でに壊こわした祓ジ戈ルを直した時にサイズ測はかったからな。長さも重さも適てき当とうだから、自分の祓ジ戈ルと信じて振ふるうと火傷やけどするとだけ忠ちゆう告こくしとくぜ」


　適当？　とんでもない。寸法、重量。握にぎった感かん触しよくもそうだ。慣なれ親しんだ自分の祓ジ戈ルとほぼ一いつ致ちする。おそらくその誤ご差さは長さ一ミリ、重さ一グラム未満の極小単位。


「それより何なんだよ、あのザマ。俺おれがいなかったらどうなってたかもわからないぜ」


　祓ジ戈ルを肩に担ぎ、アルヴィルは呆あきれ果てた表情だった。


「そ、それは……」


「それとも、自分は可か憐れんな女の子だから、きっと愛いとしの恋こい人びとがどこからともなく助けに来てくれるはず。なぁんて甘あまい夢ゆめ、見てたりしねーよな？」


　──それは、自分が夢見てはいけないこと？


〝ねえ、女の子が男の子に守ってもらうのってどんな気分なの？〟


　クルーエルとの会話の一いつ端たんが、脳のう裏りを焦こがすほど熱く駆かけめぐった。


「バカやろう！　そ、そんなわけないだろ！」


　自分でも理り解かいできぬ感情に押おされて叫さけんだ。なんだろう、このもどかしい感覚。恥はずかしさとやりきれなさと、自分でもよくわからない胸むねの苦しさ。


「祓名民ジルシエってのはな、他人に守ってもらうことなんざ期待しちゃダメなんだよ。お前は男に守ってもらうなんざ望むべきじゃない。少なくとも祓名民ジルシエでいる間はな」


「しつこい、期待なんかしてないって言ってる！」


　するとアルヴィルは、おどけたように肩かたをすくめ。


「そうか、そいつは残念」


「なに？」


「いや、今のはクラウスの旦だん那なが言いそうなセリフを言ってみただけ。俺からすりゃ、そんな感じで夢見がちなお前は嫌きらいじゃないんだけどな」


　──まぶたの上が、熱い。


　顔中が真っ赤になっているのが自分でも嫌いやになるくらいわかった。


「人をおちょくるのもいい加か減げんにしろっ！」


　今度こそ、今度こそ我が慢まんの限げん界かいだった。


「お前はいつもそうだ、あたしをからかってばっかり。それなのにあたしが何か言おうとするとすぐにどっかに隠かくれるんだ！　今まで何をしてた、ルフ爺じいだって親おや父じだって……あたしだってずっと捜さがしてたんだぞ！」
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　どれだけ、どれだけ気がかりだったか。


　……心配かけたな、そんな一言だけでも口にしてほしかった。


「だけど悪ぃな、今ここで長話してる時間はねえんだよ」


　くるりと彼が背せを向ける。


「お、おい、アルヴィル！」


「明日の深夜二時ジャスト。外こ環こ層のの四階、資し料りよう閲えつ覧らん室しつに続く大通路だ。真実なんて格かつ好こういいもんじゃねえが、お前の知らない事実とつておきを教えてやる」


「……言ったな。逃にげるなよ、今度こそ」


「それはいいんだけどよ、俺にかまうより先にやることがあるだろ」


　──そんなことわかってる。


　混こん色しよくの名めい詠えい生物。外環層アウターに入ってきたのは先の二体だけだったらしいが、決けつ闘とう会場ではまだ無む尽じん蔵ぞうに近い数が残っているはず。


「じゃあな、せいぜい死なない程てい度どに頑がん張ばれよ。……ったく、ネシリスも目を光らせてるみたいだし、こりゃミクヴァ鱗りん片ぺんの回かい収しゆうは無理だな。だから姐あねさんを連れてこいって言ったのによ」


　祓ジ戈ルを背中に担いだまま、地下に続く通路へとアルヴィルは姿すがたを消した。
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「……すごい」


　言葉を選ぼうとしても、ネイトにはそれ以上ふさわしい言葉が思いつかなかった。クルーエルの詠うた──何かを名詠したわけではないから〈讃来歌オラトリオ〉ではない。しかしただの詞と旋せん律りつの組み合わせでなかったことは確たしかだ。


　とりわけ気になったのはその言語。


　セラフェノ音語を構こう成せいする単語に加え、自分の知らぬ単語と文法が加わっていた。セラフェノ音語によく似にた……いや、あるいは似ていながらも非ひなる異い質しつの言語？


「クルーエルさん、今のどうやったんですか」


　徐じよ々じよに環わをちぢめ、最後には完全に消失した頭上の名詠門チヤネル。そればかりではない、決闘会場に降おり立つ混色の名詠生物も、心なしか動きの統とう制せいが乱みだれているような。


「えっと、実はね、わたしもよくわからないの」


　詠を終え、ふわりと髪かみをなびかせてクルーエルが振ふり返る。


「……わからないってどういうことですか？」


「そのままだよ。なんか理り屈くつ抜ぬきに、ずっと前から知ってたような気がするの。それを、またアマリリスが教えてくれたっていうのかな」


　自身返答に困こまったという面おも持もちでクルーエルが宙ちゆうを眺ながめる。


「あ、その……ごめんね。全然答えになってなくて」


「い、いえ」


　はにかむクルーエルに、ネイトは首を横に振った。アマリリス、まさかこのタイミングで聞く名前とは思わなかった。……だけど、まだそんなの考えられる状じよう況きようじゃない。


　三み桁けたに及およぶであろう混こん色しよくの名めい詠えい生物。それが十数体、徐々に自分たち二人に向けて包ほう囲い網もうをちぢめてくる。


「どうしよう、わたしたちまともな触媒カタリストないもんね。……わたしは、ちょっと痛いたい思いすれば一回くらいなら詠よべるけど。ネイトは？」


「いえ、僕ぼくもあることにはあるんです。だけど」


　自分の足あし下もとをじっと見つめ、ネイトは小さく吐と息いきをついた。そう、触媒カタリストはある。だけど絶ぜつ対たい的に足りない。必要な大きさは、最低でも自分と同じかそれ以上。


　頭上を仰あおぐ。暗あん褐かつ色しよくの雲が不気味なほどの速さで千ち々ぢに流れゆく天上。嵐あらしでもやってくるのではないかと思うほど上空は風が強く、そして天てん候こうも崩くずれている。……だめだ、これでは陽ひが差すことはとうてい望めない。


　ならばやはり、この包囲網を抜けて触媒カタリストを取りに行くしかない？


「──そう、それなら迷まよってないで早く行きな！」


　裂れつ帛ぱくの叫さけび。それも自分の心中を見抜いたような声が響ひびいたのはその時だった。


　刹せつ那な、目の前まで迫せまってきた包囲網の一角が崩ほう壊かいするように割われた。次々と吹ふき飛ばされ、あるいは還かえっていく混色の名詠生物。


　毒々しい色の光が立ちこめる中、それを払はらうように銀色の閃せん光こうが煌きらめいた。


「悪い、遅おくれた！」


　自分の身長より長い鎗をかざし、祓名民ジルシエの少女が叫ぶ。


「エイダさん！」


「ちび君、クルーエル、ロビーに預あずけた触媒カタリストは無理だ！　避ひ難なんする人でいっぱい、とてもじゃないけど取りだせる状況じゃない。おまけにこいつらが何体か外環層アウターまで入ってきてる。狭せまい通路でぶつかったら逃げられない！」


　エイダからの報ほう告こくに奥おく歯ばを嚙みしめた。


　預けた触媒カタリストはだめ。ならやはり、使えそうな触媒カタリストは一つしか残されていない。


「二人とも、なんでもいいから触媒カタリストに使えそうなのを探さがせ、そうでなければ最上段の避難口から外に出ろ！」


　眼がん前ぜんの名めい詠えい生物数体を牽けん制せいし、エイダが観客席の階段を駆け下りる。


「クルーエルさん、行きましょう」


　が、彼女からの返事はなかった。


「……クルーエルさん？」


「ネイト、待って！」


　クルーエルがじっと見つめるのは観客席の最上段だ。避難口の陰かげに身を潜ひそめながらも、なぜかその場に留とどまったままの少女。


　円周状の観客席の、ちょうど正面側。直線距きよ離りでもかなり距離があるため定かではないが、あの赤みがかった葡萄酒色ワインカラーの髪は……ヘレンさん？
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　ああもうっ、わたしのばか。


「……なんでさっさと逃にげなかったんだろ」


　呼吸すら殺し、ヘレンは避難口の陰に身をよせた。


　とくん、とくん──自分の小さな鼓こ動どうすら怖こわい。競闘宮コロセウムを蹂じゆう躙りんする、あの不気味な名詠生物に聞かれているような気がして。


　賓客ゲストも司会も、全すべてが避難した観客席。残っているのは自分だけ……？


　たかだか避難口からちょっと顔を出して会場を覗のぞくだけ。それだけで様子がわかるのに、どうしてもそれができないでいた。


「できるわけ……ないよ」


　もし会場を覗いて、すぐ目の前にあの不気味な名詠生物たちが密みつ集しゆうしていたらどうしよう。目が合ってしまったらどうする？　そうでなくとも、顔を覗かせた途と端たんに恐おそろしい光景が広がっていたら。


　たとえばレフィスやネイト、クルーエルたちが倒たおれていたら……ううん、知り合いじゃなくたって、大おお勢ぜいの人が血ち塗まみれで倒れていたらどうしよう。それが怖くてたまらない。


　どれもこれも、思えば全てあの一言のせいだ。


〝その赤いハンカチ、大切にした方がいい。いざという時、きっとあなたの身を守ってくれるから〟


　名も知らぬ少年、いや少女だろうか。あの謎なぞの人物から告げられた謎めいた一言。それが気になって、レフィスと別れた後も観客席脇わきの避難口に隠れていたのだ。


「レフィスのうそつき、すぐ戻もどってくるって言ったじゃない」


　──カツッ


　背はい後ご、すぐ近くで足音が響ひびいた……レフィス？


　反はん射しや的に振ふり向いた先。


「っ、お前……」


　あろうことか、立っていたのはドレスエンの制せい服ふくを着たあの男子生徒だった。


「くそっ、よりによってお前か」


　自分を見るなり吐はき捨すてるように顔を歪ゆがめるその仕草。普ふ段だんなら笑って無む視しできるはずなのに、今だけはそれが無む性しように腹はらだたしかった。


「な、なによ！　あんたこそこんなとこで何して……あ、そっか、どうせあんたも途と中ちゆうであの名詠生物に見つかったんでしょ。逃にげてこれただけでもマシだったわね」


「っせえよ！　触媒カタリストがあればあんなヤツら──」


　睨にらみつける彼の目が大きく見開いた。


「なによ、人のことジロジロ見ないで」


「お前……それ」


　呆あつ気けにとられたような視線が示しめす先はヘレンの両手。それもヘレンの両手に固く握にぎられた赤いハンカチだった。


「赤の触媒カタリスト？　なんでお前だけそんなもん持ってるんだよ」


「こ、これは、ただのハンカチとして持ってただけよ！」


　その言葉にうそはない。単なるハンカチとして競闘宮コロセウムに携けい帯たいし、それがそのまま警けい備び員いんのチェックを通つう過かしてしまったのだ。


「テキトー吐ぬかしてんじゃねえよ！　ただのハンカチっつぅんなら、なんでそんな大事そうに抱かかえてやがるんだ」


「それは……」


〝その赤いハンカチ、大切にした方がいい。いざという時、きっとあなたの身を守ってくれるから〟


　言えやしない。言ったところで信じてくれるわけがない。


「まあいい、貸かせ」


「え？」


「貸せっつってんだよ！　お前みたいな赤色名詠も使えない奴やつが持ってたってしょうがねえだろ。俺がそれで詠よべばここから逃げだせるだろうが！」


　貸す……それは、託たくすということ？


〝それをどう使うかはあなた次し第だい〟


　わたし次第。選せん択たく権けんはわたしにある。だけど、あの時あの人は──


〝あえて言うなら、託す相手を間違えないようにね〟


　託す相手、でも間違えられるだけの選択肢しがそもそも残ってないじゃないか。


　レフィスは赤は使えないはず。それならレフィスと一緒に行ったネシリスさん？　いえ、あの人が有名なのは青色名めい詠えい。全然わからないよ、いったい誰だれに託せばいいの。


「おい、早く渡わたせ、ここだっていつまで平気かわからねえんだよ！」


　まさか、本当にこの男子生徒？


　こんな傲ごう慢まんで大ッ嫌きらいな奴やつに、わたしは守られなくちゃいけないの？


　──理り屈くつではなく、こみ上げる感情が先に爆ばく発はつした。


「だめ」


「あ？」


「いやだ！　あんたなんかに絶対渡さないんだから！」


　誰がこんな奴に、こんな奴に託すくらいなら、それこそ無茶を承しよう知ちで自分が赤色名詠に挑ちよう戦せんした方が絶対マシだ！


「てめぇ、いい加か減げんにしやがれ！」


「い、痛いたっ！」


　男子生徒に突つき飛ばされ、ヘレンは壁かべに背せ中なかから衝しよう突とつした。ハンカチを両手で握りしめていたせいで、受け身もとれずに膝ひざをつく。壁に手をついて起き上がろうとした矢先──


　ぐねりと、壁の質感が変化した。


「え？」


　まるでゴム鞠まりに手で触ふれたような触しよつ感かん。……あれ、この壁、こんな色だっけ。


　灰はい色いろじみた白壁かと思っていたのに、今この壁は毒々しい色に染そめられたまだら模も様よう。それも徐じよ々じよに立体感をおびて浮うき上がってくるような。


　そう、まるで巨きよ大だいな獅し子しのかたちに。


「壁の中を通り抜けてここまで……？　何なんだよこの化け物はっ！」


　かすれ声を上げてドレスエンの生徒が後ずさる。


「うそ、でしょ」


　自分の知る名詠式じゃない、その遥はるか範はん疇ちゆう外にいる奇き妙みような名詠生物。それが自分の目の前にゆっくりと壁の中から現あらわれた。


　……あは、あはははは……やっぱりだ、いいことなんかこれっぽっちもない。こんなハンカチ、持ってたって不幸になるだけじゃないか。


「伏ふせて！」


　……誰。


　眼がん前ぜんで牙きばを剝むいていた獅し子し目がけ、もう一体、真しん紅くの獅子が躍おどりかかった。


　獅子二体の咆ほう吼こうが通路に響ひびく。互たがいに爪つめを立て、相手を組み伏せようと唸うなり声を上げて猛たけり狂くるう。二体目の獅子は、ヘレンもジール名詠学がく舎しやで見た記き憶おくがあった。


　──赤獅子レツドマンテイコア。だけど誰が。


「ヘレン、平気！」


　緋ひ色いろの髪かみの少女が駆かけてくる。


「クルーエル？」


「どうしたのヘレン、てっきりレフィスと一いつ緒しよだと思ってたのに！」


「……ごめん、頭が混こん乱らんしちゃってて。でも、レフィスはネシリスさんと行動してるはず」


　どうしてだっけ。確たしか、原げん因いんの触媒カタリストを破は壊かいするって言っていた気がするけれど。


「そう、でもよかった。なんとか間に合ったみたいね」


　表ひよう情じようをゆるめ、クルーエルが自分の左手の甲こうを右手でさする。


「っ！　クルーエル、その傷きずどうしたの！」


　左手の甲が赤く腫はれ、その箇か所しよにうっすらと血が滲にじんでいた。


「え、これ？　うん、ちょっと名詠に使うものがなかったから」


　クルーエルの手に滲んだ真っ赤な血。そして今の赤獅子レツドマンテイコア。名詠学校の生徒ならば、そこから推すい測そくされることはただ一つ。


「あなた、まさか自分の血を触媒カタリストに使ったの」


「……う、うん」


「ばか、何やってるのよ！」


　クルーエルの左手首を摑つかみ、ヘレンは状じよう況きようも忘わすれ金切り声を上げた。


「あなたね、血で名詠をするっていうのがどれだけ危き険けんなことか知らないの！　遊び半分でそれを試ためして、悲ひ惨さんな事じ故こに遭あった学生がどれだけいるのか。どの名詠学校でも教わる禁きん止し事じ項こうのはずよ、学生は絶ぜつ対たいやっちゃいけないって習ったでしょ！」


　誤あやまって動脈を傷きずつけて血が止まらなくなった例。


　あるいは傷が浅くとも、出血時のショックで名詠が暴ぼう走そうした例。


　かつて何度となく起きた悲ひ劇げきであり、どれだけ注意を呼びかけても必ずどこかの名詠学校で起きてしまう事故だ。


「……だってヘレンが」


「だってじゃないわ！　本当に、それだけは赤色名めい詠えいの禁忌タブーに近いの。そんなこと専せん攻こう者しやじゃないわたしだって知ってるわ！」


　心の中で、張はりつめていた何かがぷつりと切れた。


「クルーエル、あのさ……そこまでして助けてくれたのは嬉うれしいよ、だけどお願い、もう絶対にそんな危あぶないことしないで」


　クルーエルの手を握にぎり、ヘレンはその手の甲に赤い布ぬのを押おしあてた。


「ヘレン……これ……？」


「わたしのハンカチ、汚よごれてないから平気よ。あんまり意味もないだろうけど、それでも止血用にあてておいた方がいいから」


〝その赤いハンカチ、大切にした方がいい。いざという時、きっとあなたの身を守ってくれるから〟


　結局、あの言葉は半分だけは当たりだった。笑えない皮肉だ。わたしの身を守るのでなく、わたしのことを守る代わりに傷ついた子のために使うことになるんだなんて。


「ち、違うの。そうじゃないの！」


　が、なぜかクルーエルは慌あわてたように首を振り。


「なんで……ヘレンはこんな赤いハンカチ持ってるの」


「警けい備び員いんのチェックもれみたい。どうせわたしは赤色名詠は使えないし、コレだって役に立つんだったら使ってあげた方がいいものね」


「本当に、使ってもいいの？」


　ためらいがちに見つめてくるクルーエルに、普ふ段だんどおりの笑顔をつくろった。


「血がついちゃうのは気にしないで。どうせ赤だから目立たない──」


「ううん、違うの。この赤いハンカチ、わたしの名詠に使わせてもらっちゃだめかな」


「──え？」


　唐とう突とつな彼女の申し出にヘレンは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


「わたしもこれ以上血で名詠するのは無理そうだし。だから、もう触媒カタリストがなくて困こまってて……だめかな？」


「う、ううん、とんでもないよ。でも何を詠よぶつもり？」


　するとクルーエルは、妙みように悪戯いたずらっぽい笑顔で。


「えっとね、小さな赤い花」


　花？　この状況で？


「おい待てよ。そんな奴に名詠させて、しかも詠ぶのが花？　ふざけるのも大たい概がいに──」


　ドレスエンの生徒が詰めかけた時、誰かが避ひ難なん路ろへと飛びこんできた。


「クルーエル、そっちは平気だった？」


　息を切らせ、亜あ麻ま色いろの髪をしたボーイッシュな少女が駆けよってくる。


　──エイダまで。だけど、その手に持った鎗やりはいったい何？


「うん、なんとか無事だよ。それとね」


　その彼女に振り返り、クルーエルが器用に片かた目めをつむる。


「ネイトに、触媒カタリストは用意してあげるから準じゆん備びしてって伝えて」


「あいよ、じゃあここは任まかせたから！」


　つむじ風のような速さで観客席へとエイダが走っていく。


「……クルーエル、あなた何を詠ぶ気なの。それに触媒カタリストを用意するって」


「えへへ、まあ見てて」


　彼女の手に巻かれた赤いハンカチが同色の輝かがやきを放ちだす。小さな、本当に小さな名詠門チヤネル。そこから生まれたのは、彼女が最初に告げたとおり一輪の緋色の花。


　あれ、なんだっけこの花。小さい頃に植物図ず鑑かんで見た気がする。


　ア……アマ……ええと、だめだ。すぐ喉のど元もとまで出かかってるのに思いだせないなんて。


「お前っ、貴き重ちような触媒カタリストをこんなくだらねえことに」


　ドレスエンの男子の怒ど鳴なり声を、クルーエルの凜りんとした視し線せんが制せいした。


「くだらなくないよ、ヘレンが貸かしてくれた物だもの。わたしだって自分にできる精せい一いつ杯ぱいの名詠をするに決まってるじゃない」


「ならなんで──」


「あいにく、わたしの名詠はここからなの」


　手元の花にクルーエルが小さく何かささやいた。


　その微かすかな吐と息いきの風にそよぐように、緋色の花か弁べんが眩まばゆく輝いていく。


　名詠門チヤネルから現れる、さらに無数の緋色の花たち。花の楽園でもあるかのごとく、通路に緋色の風が吹ふき荒あれる。


　無数の花弁が風に溶とけ、それはいつしか、煌きらめく真しん紅くの羽へと姿すがたを変えていた。


　……え、なにこの、綺き麗れいな赤い羽根。


　ただの赤い羽根ならヘレンにも分かる。だがこんなにも美しく燈もえる羽根の名詠は見たことがない。そして、そんな羽根を持つ名詠生物も同様に見たことが──





『それにしても、こんな狭せまい通路に詠びだされるのは窮きゆう屈くつですね』


　最初は、学生決けつ闘とうで見た火食い鳥かと思った。でも違う。その大きさも二回り、美しさと優ゆう雅がさにかけては比くらべものにならないほど、その名めい詠えい生物は飛びぬけていたからだ。


　赤く燈もえる、幻げん想そう的な輝きを放つ真紅の巨鳥。


　……うそ、だってこの名詠生物って、名詠士の中でも幻まぼろしになってる──


「フェ……エ……ック」


　喉のどがふるえて、ヘレンは声にならなかった。隣となりにいるドレスエンの生徒にいたっては、目を丸くしたままぼうっと口を開け、突つっ立っているのがやっとらしい。


　間違いない、黎明の神鳥フエニツクスだ。


『それでクルーエル、わたしはこの二人のお守りをしていればよいのですね？』


　お……お……お守りぃっ？


「クルーエル？　コレ、本当にあなたの名詠？」


「うん」


「……当然、真しん精せいなんだよね」


「そうだと思うけど」


　あっさりうなずくクルーエル。けれど真精を、しかも黎明の神鳥フエニツクスをいとも簡かん単たんに？


　そんなことができる生徒なんて聞いたこともない。


「でもクルーエル、あなたはどうするの。まさかあの不気味な名詠生物と戦う気？」


「ううん、わたしはネイトの手伝いサポートだよ」


　──ネイト。


　小こ柄がらで、あのちょっと頼たよりなさそうな少年の手伝いサポート？


「といっても、わたしが用意するのはこれくらいだけどね」


　床ゆかにこぼれ落ちた花の花弁を一ひと片ひらすくい、クルーエルがそっと表情をほころばせる。


「なんかね、ネイトが明かりがほしいみたいなの。空が曇くもってるから、代わりに競闘宮コロセウムを照らすものが必要なんだって。だから赤色名めい詠えいの熱妖よう精せいがいいかなって」


　熱妖精は赤色名詠の第三音階。持続する光こう源げんとして、数ある名詠生物の中でも特に有名な部類に入る。


「無茶よ！　いくら熱妖精でもせいぜい数メートルを明るくするぐらいでしょ。この競闘宮コロセウム全体を照らすなんて、それこそ何十体いれば──」


「とりあえず二百体くらい詠んでみればいいかな」


「にひゃっ……！」


　今度こそヘレンは絶ぜつ句くした。


　そんな花びら一片で、できるわけがない。いや、たとえどれほど強力な触媒カタリストだったとしても、二百なんて数字は聞いたこともない。なのに彼女は、まるでそれができて当たり前という口調。


　あなた本当に何者なの──そう訊たずねようとした口が凍こおりついた。


「……クルーエル？」


　いつのまにか彼女の表ひよう情じようは土気色だった。よく見れば額ひたいの汗あせも異い様よう、あご先からも雫しずくがしたたり落ちている。頰ほおも熱っぽいし、目も熱を帯びたように腫はれている。


「クルーエル、クルーエルってば！」


「平気だよ。ちょっと……慣なれない真も言のを詠うたったから疲つかれただけ」


　避ひ難なん口ぐちの壁かべにクルーエルがふらりと寄よりかかる。


「ダメよ！　ネイトの手伝いっていったって、そんな状じよう態たいで──」


「ううん、わたしが、自分の意い志しでしたいって決めてることだから」


　……昨晩ゆうべ、一いつ緒しよの部屋で話していた時から小さな予感はあった。


　一緒に話してて、ネイトの話題になるとクルーエルは妙みように真しん剣けんで、それでいてムキになることがあった。でもそれは単なる同級生とか、そういった範はん疇ちゆうに収おさまる程てい度どのものだろう──そう思ってた。けれど。


「ずっと前からそうだもの。ネイトがトレミアに来た時から、それだけがわたしとネイトの約束だから」


　でも違う。今のクルーエルの双そう眸ぼうは、それ以上に強い関係を瞳ひとみに映うつしだしている。


　そう、まるで恋こい人びとを想おもう時のような。


　まさか本当に彼女は、本気でネイトのことが──？


「……クルーエル、あなたもしかして、本当にネイトのことが」


「あはは、わたしにもよくわからないの。なんだろうね、こういう気持ち。わたしも困こまってるんだ。でも嫌きらいじゃないのは確かだよ」


　恥はずかしそうに、でも彼女はこの上なく嬉うれしそうな表情だった。





　De xeph,さあ起きて、 clue-l-sophie pheno緋色の子供たち





　一片の花か弁べんが輝かがやき、徐じよ々じよにその光が強くなっていく。


　避難口全体を照らし。


　観客席へと届とどき。


　最後に、競闘宮コロセウムの決けつ闘とう会場全すべてが光に包まれた。


　競闘宮コロセウムの頭上に輝く数十の、いや、数百にもおよぶ熱妖精によって。


　……夢ゆめみたい、本当にこんなことが。


「で、でも！　こうして競闘宮コロセウムを照らすことにどんな意味があるのよ！」


「わたしも聞いてないの。でも、ネイトはやる気みたいだよ」


　ネイトが……そういえば彼の名めい詠えい色しよくはまだ聞いていなかった。


　彼の専せん攻こう色は、何色なんだろう。
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「ちび君、上！」


　エイダの声にネイトが頭上を仰あおいだのは一いつ瞬しゆんだった。太陽を直ちよく視しするにも似にた、痛いたいほどの眩まぶしさにまぶたを閉とじる。


　何十、何百にも届く数の熱妖精。


　その輝きに照らされ、観客席全体に真昼のような明るさがよみがえる。


「はい、行きます！」


　観客席中段。最上段と下段をつなぐ踊おどり場で、ネイトはその場に片かた膝ひざをついた。


　そう、名詠に必要な触媒カタリストはここにある。


　頭上の光源に照らされることで生まれた、踊り場に延えん々えんと伸のびる自分自身の影かげが。


「これだけあれば……！」


　はやる気持ちを抑おさえネイトは自らの影に両手で触ふれた。光の下に晒さらされるだけで消しよう滅めつしてしまう儚はかない夜色。だがこれこそが、自分の名詠を成すための理想の触媒カタリスト。


　──『Ezel夜の詠』──


　光を持たないはずの影。その影の中心に輝く夜色の名詠門チヤネル。が、そこからはまだ何も生まれない。小さな名詠生物の一匹ぴきも。


　……だめだ、このくらいの大きさの環わじゃ足りない！


「ちび君、早くっ！」


　離はなれた位置からエイダの怒ど号ごう。


　ただでさえ目立つ踊り場でしゃがみこむ。そんな無む防ぼう備びな状じよう況きようを敵てきが見み逃のがすはずがない。一体、二体、三体。敵意を剝むきだしにした視線が集中するのを全身で感じる。


　……早く、早く。それにもっと大きく！


　焦あせりがつのる。学園で練習したものの何倍もの環。できるのか、できるとして間に合うのか。完成する前に潰つぶされては全てが水すい泡ほうに帰きす。


　ならば諦あきらめる？　ここは逃にげる？　逃げないまでも距きよ離りをおいて時間を稼かせぐ？


　脳のう裏りに直ちよく接せつ響ひびく自分の声は、あらゆる生物が備そなえる生せい存ぞん本ほん能のうからの警けい告こく。


　だがそれと共に──


〝なあ少年。お前もしかして、自分を過か小しよう評ひよう価かし過すぎていないか〟


　脳裏に幾いく重えにも反はん響きようする、エンジュへ発たつ前に伝えられたあの言葉。


　それは百の言葉を重ねられるより重く、千の言葉を浴びせられるより痛いたかった。


〝少年、私はな、お前自身の決意が聞きたいんだ〟


〝お前は他人を信じるあまり相対的に自身を過小評価しているようだが、もうそろそろ自分を信じてみても悪くない〟


　信じてくれる人がいる。


　……クルーエルさんのために行くって決めたんじゃないか。


　だったら何を迷まよう。この場で僕ぼくが、僕自身を信じるしかないじゃないか。今まで積み重ねてきたことを信じるしかない。決めたんだ、逃げないってっ！


　──それがきっかけだったかはわからない。


　けれど確かにその時。自分の中で、何かがカチリと音をたてて組み合わさった気がした。





　鳴らずにいた柱時計が、動かないままだった心の秒びよう針しんが。


　今まで回りきらずにいた全ての歯車が、嚙かみ合った。





　観客席の四方、そして上空。


　全方位から混こん色しよくの名詠生物が津つ波なみのように押おしよせて──


　お願い僕の名詠式。


　もっと、もっともっと大きな名詠門チヤネルでなきゃ足りないんだ、だから！





　elmai xaln wos teo全ての uc xeoi clar,扉に夜色の鍵を O soa valen lef karel詠う世界の祈りよ響け





「──開ひ放らけぇっ！」


　叫きよう鳴めい。それに呼こ応おうするように夜色の環が波は紋もんのように拡かく散さんした。


　自らの影を越こえ、踊り場を包み、直径百メートルを越える巨きよ大だいな円環を形成。そして同時に、混色の名詠生物のほぼ全数が夜色の円環内に収おさまった。


「通つう常じようの名詠門チヤネルが……ここまで巨大に？」


　観客席を覆おおう夜色の輝かがやきに、遥はるか遠くから聞こえるヘレンの愕がく然ぜんとした呟つぶやき。


　ここまでが名詠のための第一条じよう件けん。


　何かを詠よびだすためのものではない。これは言うなれば、ただひたすら巨大な名詠門チヤネルを詠びだすための名めい詠えい。


　──そう、名詠生物じゃだめなんだ。


　これだけの数の名詠生物に対たい抗こうするには、それこそ夜の真しん精せいなどの強力な一体、あるいはこちらも数を揃そろえるかの二択たく。だがどちらも競闘宮コロセウムのような建物内では活いかせない。


　ならばクルーエルのあの詠うたのように、別の要素フアクターを詠に組みこむ必要がある。


　その要素が。


〝エイダさん、影絵ってわかりますか〟


〝うん、物を反対側から光で照らして、そのかたちを別の壁かべとかに映うつす遊びだろ〟


〝それを祓ジ戈ルで頼たのみたいんです。名詠生物を反唱するつもりで僕の名詠門チヤネルに祓ジ戈ルを重ねてください。大事なのは、熱妖よう精せいの光で生まれるその影が、名詠門チヤネルに触れるように〟


　必要な情報は彼女エイダへと伝えてある。あとは。


「エイダさん！」


「了りよう解かい、任まかせときな！」


　名詠門チヤネルの核かく、すなわち自分の影目がけてエイダが祓ジ戈ルを振り下ろした。キンッ、鋭するどい金きん属ぞく音おんを従したがえ、踊り場の床ゆかに鎗の切っ先が突つき刺ささる。


　鎗の切っ先が名詠門チヤネルを穿うがった瞬間──観客席全体に展てん開かいする名詠門チヤネルから、無数の何かが天上目がけて放ほう射しやされた。





　O le hypn U pheno sias,眠れよ愛し子ris meli lef keofie loar優しい風におぶわれて





　それは、祓ジ戈ルの切っ先を模かたどった夜色の鎗だった。熱妖精に照らされた祓ジ戈ルの影。それが夜色名詠の名詠門チヤネルに投とう影えい、反射、増ぞう幅ふくされて名詠された閃せん光こう。


　数百、数千におよぶ夜色の鎗が、混色の名詠生物の足あし下もとから射うち上がる。


「……これは」


　その光景を目まの当たりにし、エイダが大きく目を見開いた。


　天上へ向けて無数に放射される夜色の鎗。その切っ先に射い貫ぬかれたところで名詠生物に外がい傷しようはない。外傷もダメージもないまま、淡あわい光の粒つぶを残して消えていくのだ。


「この鎗のかたちをした影が全部……反唱!?」


　反唱の効果を付与した、祓ジ戈ルの切っ先を模った閃光。


　通常の反唱同様、触れなければ効果はない。だが観客席全体に展開した夜色の名詠門チヤネルから幾いく百ひやく、幾千と、放射されるように名詠されれば回かい避ひする術すべは皆かい無む。


　反唱を受け一体、また一体。


　またたく間に名詠生物がその数を減へらしていく。


　数百体の熱妖精が生みだす強力な光こう源げん。そこから生まれる触媒カタリストとしての影と、投影用のエイダの祓ジ戈ル。さらにはそれを増幅させ、名詠して射ちだすための巨大な名詠門チヤネル。


　数あま多たの要素を組み合わせた複ふく合ごう的な夜色名詠式。


「……うまく……いった？」


　名詠門チヤネルから天上へと放射される夜色の閃光をネイトはじっと見つめた。


　名詠の条じよう件けん達成そのものが困こん難なんだった超ちよう大だい規き模ぼの反唱、失敗していればどうなっていたかはわからない。だが、それでもふしぎと失敗する気がしなかった。


　──サリナルヴァさんにも、帰ったら教えてあげないと。





　一体として残らず還かえっていった名詠生物たち。静せい寂じやくの帳とばりが降おりた観客席で、ネイトとエイダの安あん堵どの息だけがこだました。


「ふぅん、何するかと冷や冷やしたけど、ちび君も少しは成長したもんだねえ」


　バシッ、と力いっぱいエイダに背せ中なかを叩たたかれた。


「……エイダさん痛いたいです」


「いいんだよ、こういう時はこれくらい力こめないと。でもね、クルーエルにもちゃんと礼言っておきなよ？」


　エイダが親指を真上に立てる。


「──はい」


　その先に、今なお燦さん々さんと競闘宮コロセウムを照らす熱妖精たちの姿すがたがあった。





　　　　４





　カッ……コツッ……


　通路を支し配はいする静寂を破やぶるのは二人分の足音だった。


「まだか」


　先を行く男の背に、レフィスは数分前と同じ質しつ問もんを繰くり返した。


「じきだ」


　先とまるで変わらない返事に焦あせりだけがつのる。


　──まさか、決けつ闘とう舞台に続くこの通路まで入りこんでいるとはな。


　前方、後方、そして真横の壁かべを凝ぎよう視しして進んでいく作業。この厚あつい壁の中から名詠生物が襲おそってきた時は肝きもを冷やしたが、それは前を歩く名詠士に助けられるかたちになった。〈イ短調〉第二番、ネシリス。


　今まで通路で遭そう遇ぐうした敵てきは十体を数えるが、そのほとんどをこの男一人で対たい処しよしてしまっていた。実じつ際さい、レフィスの出番は一度か二度。


　──これが青の大特とく異い点てんか。


　名めい詠えい式しきにおいては千回に一度、万に一度の割わり合あいで、通つう常じようの個こ体たいを遥はるかに上回る性せい能のうを持つ超常個体が名詠される。本来はまったくの偶ぐう然ぜんの産物であるはずの特異個体。だがごくまれに、詠よびだすもの全すべてが特異個体になる名詠士がいる。それが大特異点。


　小さな氷の破は片へんのはずが、通路をせき止めてしまうほどの氷ひよう塊かいに。第二音階名詠ノーブルアリアである小型精せい命めいの氷ひよう狼ろうが、第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの真精級の強さを持って名詠される。


　……ヨシュア、やはりこの世界にはまだまだ俺おれの知らない怪かい物ぶつがいたよ。


　すなわちこの男は、一いつ般ぱんの名詠士が長大な〈讃来歌オラトリオ〉を用いて詠びだす真精を、ごく軽い気持ちで名詠した通常の名詠生物で相手にできてしまうのだ。


「静かだな」


　通路の角を曲がる直前で、先を行くネシリスが唐とう突とつに足を止めた。


　……なんだ、通路が眩まぶしい？


　ネシリスに続いてレフィスもまた通路の角を曲がり──


　さぁっと、瞬またたく間に視し界かいが開けた。学生決闘で一度は通つう過かした入場門。その先には昨日とまるで変わらぬ光景が展てん開かいしていた。


　砂すな地ちでできた直径五十メートルの決闘舞ぶ台たい。


　違ちがうのは舞台中央に設せつ置ちされた台だい座ざ、そして観客席の静かさだ。そう、あまりに静かな観客席。誰だれかの声も、動く影かげもほとんどない。


「名詠生物が……いない？」


　どういうことだ。まさか競闘宮コロセウム外に。いや、あれだけの数がこの短時間で一いつ斉せいに移い動どうするとは思えない。


「どうやら面めん倒どうな駆く除じよ作業はあらかた済すんだらしいな」


「……なに？」


　その一言に、レフィスは反はん射しや的にネシリスの視線をなぞった。


　見上げる方向は観客席の踊おどり場。そこに亜あ麻ま色いろの髪かみをした小こ柄がらな少女が、自分たちに向けて気楽な様子で手を振ふっていた。……あれは確たしか、エイダ。


「クラウスという名を聞いて、まず誰を思い浮うかべる？」


　やおら、ネシリスがまるで突とつ拍ぴよう子しもないことを訊きいてきた。


　クラウスという名は珍めずらしいものではなく、どの街でも必ず一人はいるだろう。しかし幸か不幸か、自分にその名の知り合いはいない。思い浮うかべたのは必然的に著ちよ名めい人じんだった。


「その名前で俺が知ってる男は祓名民ジルシエの頭とう領りようだけだ」


「あの娘むすめはそのクラウスの一人娘だ。エイダ・ユン＝ジルシュヴェッサー、最年少で祓名民ジルシエの最上級となる後名ジルシユヴエツサーを与あたえられている」


「……彼女が？」


　祓名民ジルシエとは反唱にのみ特化した能力者だ。過か酷こくという言葉では収まりきらぬ、身体からだへの過か負ふ荷かの限げん界かいに挑ちよう戦せんするような者たちばかり。求められる技ぎ量りようは、それこそ人間業わざをこえてようやく半人前だとも言われている。


「だがエイダだけというわけでもなさそうだがな」


　その一言に、レフィスはあらためて周囲を見回した。なるほど、エイダ本人がいる観客席はともかく、自分たちの決闘舞台まで名詠生物が一いつ掃そうされている説明がつかない。それこそ何か、広範はん囲いにわたる名詠を使用したと考える方が妥だ当とう。


「まあ、これこそ悩なやむ必要もなさそうだが」


　エイダの隣となりにいる少年を見上げ、ネシリスが珍しくも苦く笑しようの面おも持もちになる。


　その視線の先──エイダに何かささやかれ、からかわれているらしき少年。神しん秘ぴ的な夜色の髪と瞳ひとみをした、まだ幼おさなさの残る面だちをした……


「ネイト？」


　ばかな、彼は自分同様に触媒カタリストを受付に預あずけていたはず。名詠しようにも触媒カタリストがなければ話にならないはずなのに。


「聞きたいことがあれば後で聞くんだな。今は」


　決闘舞台の中心に配置された黒くろ塗ぬりの台座。そこにあるはずの触媒カタリストへと目を向けたその途と端たん、ネシリスの言葉がぷつりと途切れた。


「……どういうことだ」


　初めてだった、この名詠士の言葉に一いち抹まつの動どう揺ようが感じとれたのは。


　破は壊かいするはずの触媒カタリスト。


　台座に置かれたそれが既すでに跡あと形かたもなく砕くだけ、崩くずれ落ちていたのだ。


「まさか、俺たちより先に誰かが砕いた？」


　決闘舞台への入口は二つ。自分たちが入ってきた通路と、その正面に位置する通路。


　自分たちより先、誰かがここに到とう着ちやくした可か能のう性せいもゼロではない。


「あるいは自壊したかだな」


　まるで砂すなの粒りゆう子しのように細かく砕けた触媒カタリスト。


　光を浴びて輝かがやくそれを、ネシリスは睨にらみつけるように見下ろしていた。


「まあいい、ひとまず目的は達した。俺たちも出るぞ……おそらく、競闘宮コロセウムは数時間後には全面封ふう鎖さになる」




　七奏・陽『夜　─予兆ざわめき─』
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　ネイトが宿しゆく舎しやに帰った時には、既すでに頭上はうっすらと星が瞬またたく時間になっていた。


「ネイト君、クルルお帰りなさい。遅おそかったから心配したんだよ！」


　宿舎の玄げん関かんで、にこやかな笑顔と共にミオがパタパタと駆かけてくる。


「はい、ミオさんも戻もどられてたんですね」


「とっくの昔だよ。アーマもね、ネイト君の部屋でずっと待ってるはずだよ」


　部屋の方角を指さすミオ。


　しかしそんな軽けい快かいな仕草もそこそこに、ミオはふと音量を絞しぼった声で。


「ねえねえネイト君、今日競闘宮コロセウムで何があったの！」


「……競闘宮コロセウムで、ですか」


「うん、あたしがちょうど喫きつ茶さ店てんの中にいた時だったらしいんだけど、競闘宮コロセウムの真上にね、ものすごい数の名詠生物がいたんだって。競闘宮コロセウムから逃にげてきた人もいたみたいで大おお騒さわぎになったんだから！」


　小声でまくし立てるように続け、しかしミオの唇くちびるは次し第だいにゆっくりと動きを止めて。


「……やっぱり、あの触媒カタリスト？」


　次のミオの声にはわずかな怯おびえがあった。


「──はい、でも何とか収おさまりました。エイダさんはシャンテさんと少し話してから帰るみたいで、ヘレンさんとレフィスさんもそろそろだと思います」


　こと細かく伝えてもミオの不安を煽あおるだけ。いまだ多くが謎なぞだが、今は事じ態たいが沈ちん静せい化かしたことを強調した方がいい。あらかじめエイダたちとも決めていたことだ。


　するとミオは、今度は隣となりのクルーエルに不安そうな顔を向け。


「ねえ、クルル左手どうしたの、ちょっと赤くなってるよ……まさか競闘宮コロセウムで」


「ううん、さっき帰る途中に道路で転んじゃったの、でもかすり傷きずだから平気」


　クルーエルの傷も同じこと。本当は血を触媒カタリストに利用したための傷だが、そんなことを伝えればますますミオが心配するに違いない。


「クルル……本当？　本当に？」


「もちろん、わたしもネイトもご覧らんのとおり元気でしょ？」


　しばしミオは無言でクルーエルを見つめ──


「うんっ、信じる！……良かったよぉ、みんな帰ってくるのが遅かったから、あたし心配してたんだからね」


　緊きん張ちようの糸が切れ、笑顔のままミオが目の端はしをぬぐう。


「でも無事で良かったぁ。二人ともまっ黒だけどケガもなかったみたいだし、夜ご飯はみんなで乾かん杯ぱいしないとね！」


　うんうんと一人元気にうなずくミオと対照的に。


　……まっ黒？


　彼女のなにげない一言に、ネイトはクルーエルと無言で顔を見合わせた。


　なるほど、帰り道は暗がりのせいで気づかなかったが……


「ネイト、顔まっ黒だよ」


「クルーエルさんだって制せい服ふくまっ黒です」


　競闘宮コロセウムの決けつ闘とう舞ぶ台たいに舞まい上がった土つち埃ぼこりのせいだろう。あの後シャンテやネシリスと合流した時に指し摘てきされなかったのは、つまり全員が同じような状じよう況きようだったからなのだろう。


「ネイト君は顔を洗あらってくること。クルルも着き替がえるかお風ふ呂ろ入ってきたら？　エイダが帰るまでただ待ってるのはもったいないでしょ？」


　笑顔のまま、怪あやしげな四本腕うでのわら人形をミオがぎゅっと握にぎりしめる。彼女曰いわく、昨日の露ろ店てんで買ったラッキーアイテムなのだとか。


「ミオさん、それ」


「ん？　なあにネイト君？」


　人形から腕が一本ポロリと取れたのだが、本人はまるで気づいてないらしい。教えるべきかどうか。数秒ほど迷まよったものの──


「……ううん、なんでもないです」


　嬉うれしそうに聞き返すミオに首を振ふり、ネイトは自分の部屋へと歩きだした。
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「あー、疲つかれたっ！」


　替えの制服を羽は織おったままネイトは自室のベッドに倒たおれこんだ。


　よく日に干ほした布ふ団とんの匂においが心ここ地ちよい。部屋に戻もどってすぐ顔は洗ったし、髪かみについた埃も落とした。目をつむってこのまま朝まで寝ねてしまいたいくらいだ。


『遅かったな』


　ベッド脇わきの小テーブルで丸くなっていたアーマが身を起こす。


「……すごい色々あった一日だったもん」


　披ひ露ろう会かいでの、あの何者かの声。思えばそれが予よ兆ちよう。


　続くように会場で触媒カタリストが暴ぼう走そう。奇き妙みようなかたちの名詠門チヤネルから襲おそいかかってきたのは、名めい詠えい五色に空白が入り混まじった未知の名詠生物たちだった。


　結果、競闘宮コロセウムは全面封ふう鎖さ。触媒カタリストの暴走は沈ちん静せい化かしたが、その原げん因いんを突つき止めるまで立入り禁きん止しだという。サリナルヴァへの報ほう告こくはシャンテからすると伝えられたが、明日は自分たちも事じ情じよう聴ちよう取しゆに参加してほしいとのことだった。


「ヘレンさんにもね、帰る前に質しつ問もんぜめにされちゃって」


『夜色名詠のか』


「うん、あんまり答えられなかったけどね」


　レフィスからも訊きかれたが、彼はいくらか質問を絞しぼっていた。逆ぎやくに大変だったのは何も知らないヘレン。元々が好奇心旺おう盛せいな性せい格かくだからか、ネイトが答える前にまた新しい質問が飛んでくるほどだった。


『あまり不必要なことまで話さない方がいい。特に初対面に近い人間にはな』


「……うん」


　枕まくらに顔をよせたままうなずいた。アーマが話している最中だというのに眠ねむ気けがひどい。


　夕食もまだだというのに、このまま朝まで寝入ってしまいそうになるほどだ。


　だが──


『夜色名詠について話す時、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉もまた聞いていることを忘わすれるな』


　その一言に、おぼろげだった意い識しきが瞬しゆん時じに覚かく醒せいした。


　ミクヴェクス。まただ、またその名前？


「アーマ、それって何かの名前？」


　沈ちん黙もくする名詠生物。その姿すがたを間近で眺ながめ──


　それが決して訊いてはならぬ問いだったということに、ネイトは直感的に気づいた。


『何の名前、か。しいて言うなれば』


　言葉なかばでアーマが口を閉とじた。


　代わりに聞こえてきたのは扉とびらがノックされる音。


「ネイト、いる？」


「あれ。クルーエルさんはもうシャワー済すんだんですか」


　扉を開ければ、そこには替えの制せい服ふくを着た彼女が立っていた。


　しっとりと濡ぬれた緋ひ色いろの長ちよう髪はつに、ほのかに紅べに色いろに上気した頰ほお。香こう水すいなのか洗せん髪ぱつ料りようなのか、ふんわりと優やさしい匂においがほのかに香かおる。


「エイダに急せかされたの、夕ご飯の時間だぞーって。あんまりだよね」


　やれやれと腕を組み、クルーエルが小さく頰をふくらませる。


「そういえば食堂の時間決まってたんでしたっけ」


「うん、それで呼びにきたの。ミオがジールの二人を呼びに行ってて、エイダが人数分の席取ってくれてるはずだよ」


　うなずき、乾かわききらぬ自分の髪かみをクルーエルが手て櫛ぐしでそっと梳くしけずる。


「でもホントは、ご飯なんて食べたい気分じゃないんだ。たぶんレフィスやヘレンもそうだと思うの。たった数時間前にあんなことがあったんだから」


「……僕ぼくもそうです」


　謎なぞの名詠門チヤネル、それから生まれた混こん色しよくの名詠生物。まだその詳くわしい原因もわからぬまま。いつ同じことが起きるかもわからない状況で、落ちつけという方が無茶なのだ。


「──あのね」


　ふと、クルーエルの表情に影かげがさした。


「今さら白状するのもおかしいけど、わたし、凱エ旋ン都ジ市ユに来るのちょっと楽しみだったの」


　扉の端、通路と部屋の境きよう界かい線せんに身体からだを半身ずつ置くようにクルーエルがよりかかる。


　その双そう眸ぼうに、どこか乾いた寂さびしさを含ふくませて。


「大きな都市で、面おも白しろいお店や珍めずらしい物がたくさんあるって聞いてたでしょ。もちろんサリナルヴァさんや学園長からの頼たのみ事ではあったけど、楽しく観光もできればいいなって思ってた……でも、なかなか難むずかしいんだね」


　競演会コンクール。夏期合宿。楽しい行事や旅行のはずのものが、何度となく名詠式の事じ件けんに見み舞まわれている。だからこそクルーエルは、せめて今回のエンジュにはわずかな期待をよせていたに違いない。


　乾いた笑顔、そこから痛いたいくらい伝わる悲しげな想おもい。それをこらえるように唇くちびるを閉じる彼女を、どれだけ見つめていただろう。


「ええと、クルーエルさん」


　ぐっと息を呑みこみ、ネイトは彼女を見上げた。


「今年の冬休み、今からもう予定って入っちゃってます？」


「ううん、まだ先の話だもん。予定どころかそんなの考えてもないよ」


「それなら一いつ緒しよに旅行に行きませんか。僕、すごく素す敵てきな場所を知ってるんです」


「……え」


　ぽかんと、狐きつねにつままれたようにクルーエルが目を丸くした。


「旅行……わたしと、キミで？」


「はい、母さんと一緒に大陸を回っていた時に見つけた、とっておきの秘ひ密みつの場所です。クルーエルさんがどこかに観光したいなら、絶ぜつ対たいおすすめの場所があるから」


　競演会コンクールも夏期合宿も、そして今回の旅行もだめだった。でもだからこそ、心から楽しめる旅行に行ってみたい。


　うん、これならクルーエルさんもきっと元気を出してくれるよね。


「ちょ、ちょっと待ってネイト！」


　しかしそんなネイトの思おも惑わくとは裏うら腹はらに、彼女は顔を真っ赤にして──


「あ、あのさ……気持ちは嬉うれしいけど、わたしたちまだ学生だよ？　二人きりで遠くに旅行なんて、それはちょっと早い気が」


「はい、冬休みなら列車の学生割わり引びきが使えるからお得ですし」


「ち、違ちがうの！　そういうことじゃなくて！　その……ほら、年とし頃ごろの……男の子と女の子が二人でっ……ああもう、こんなこと言わせないでってば！」


　ええと、クルーエルさん、どうしてそんなに手をバタバタ振ってるんだろう。顔も、耳まで真っ赤になっちゃってるし。僕おかしなこと言ってないはずなのに。


「あの、都合が悪いなら無理しなくても」
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「う、ううん。……そうだよね、キミがそんな不ふ純じゆんなの言いだすわけないもんね。そもそも旅行なんて話を振ったのはわたしの方だし」


　あわてていたかと思えば、今度は一人でウンウンとうなずいている。


　……だめだ、今度ばかりはクルーエルさんが何を考えてるのかわからないや。


「うん。決めた、行く！　せっかくキミが誘さそってくれたんだもん！」


「え、そんな、今いきなり決めなくても平気ですよ？」


「いいのいいの！　それより、約束だよ？　キミの方こそ行けなくなりましたなんてダメだからね？」


　妙みように威い勢せいのいい口調と共に、クルーエルが胸むな元もとで力強く腕組みしてみせる。


「は、はい。ええと場所なんですけど──」


「ううん、言わないで。せっかくなんだから冬休みまで楽しみにしてるよ。でも、期待していいんだね？」


「はい、すごく綺き麗れいな場所です」


　母と旅している最中、偶ぐう然ぜん見つけた秘密の場所。今まで誰だれにも教えたことのない自分だけのとっておき。でも、クルーエルさんにだけは教えてあげたい。


「そっかー、冬休みが楽しみだよ。帰ったら列車の予約したりしないとね。……えへへ、トレミアに帰るのが楽しみになっちゃった」


　照れたように両手を後ろに回してはにかむ彼女。


　──よかった、クルーエルさん嬉しそう。


「クルーエルさん、僕たちもそろそろ食堂行かないと」


「そうだね、みんなを待たせちゃ悪いもんね」


　小さな足音を立てて通路を先に進むクルーエル。その足取りがはずんでいるように見えるのは、きっと気のせいではないはずだ。しかし──





　違い和わ感を覚えたのは、その時だった。





「──クルーエルさん！　どうしたんですか!?」


「え、なに？」


　振り返る彼女の素す肌はだが、まるで海の水面のようにゆらゆらと……透けていた。


　血色のいい肌はだも鮮あざやかな緋ひ色いろの髪かみも、時折急に薄うすく透すけてみえる。色が抜ぬけたというより、まるで存そん在ざいそのものが不安定に揺ゆれているように。


「クルーエルさん、どうしたんですか。身体からだ……」


「え、もしかしてまだ埃ほこりついちゃってる？　どこどこ？」


　その場でくるりと一周、自分の全身を眺ながめる彼女。なのに、それに気づいた様子は皆かい無む。


「ねえネイト、どこ？　おかしいなあ、エイダやミオは何も言わなかったんだよ」


　……ミオさんとエイダさんは何も言ってない。つまりそう見えるのは僕だけ？


　となると僕の幻げん覚かく？


「ご、ごめんなさい。僕の見間違いかも……」


「そう？　よかった、いきなりネイトが大声だすからよっぽどかと思っちゃったよ」


　背せ中なかに両手を回してはにかむ彼女。


「さ、食堂いこっか。ミオとエイダに怒おこられちゃうよ」


　先を歩く彼女の背中を、ネイトはじっと追いかけた。外見、仕草は何一つ変わりない。歩き方も、微笑ほほえむ顔もいつもと同じ。


　なのになぜだろう……


　そんなクルーエルの背中が、ゆれる緋色の髪が、ひどく弱々しく見えるのは。


　まるでその背中が透けて、淡あわい光の中にふわりと消えてしまいそうに見えるのは。


「あの、クルーエルさん」


「ん、なに？」


　普ふ段だんと変わらない笑顔で彼女が振り返る。……そうだよね、クルーエルさんは普段と同じだもん。今のは僕の気のせいだよ。


「……一いつ緒しよに、トレミア・アカデミーに帰りましょうね」


「あはは、どうしたのネイトってば、そんなに真しん剣けんな顔しちゃって。あ、わかった、さっきの旅行の話だね？　慌あわてなくてもだいじょうぶだよ、今から予約すれば列車もきっといい席が取れるはずだから」


　彼女の無む邪じや気きな笑顔が、今だけはふしぎと切なかった。なんでだろう、じっと見つめることもできないくらい胸むねが苦しい。


「……はい」


　ただ一言、そう答えるのがやっとだった。
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　ネイトが自分の部屋に戻もどった時には、アーマが先と変わらず小テーブル上に乗っていた。


『早かったな』


「……うん」


　ベッドに腰こしかけ、ネイトは体重をかけて沈しずみこんだ。


　力が入らない。食堂で出された食事がまるで喉のどをとおらなかった。ミオやエイダはおろか、他校のレフィスやヘレンからもそれを心配されたほどだ。


「アーマ、教えてほしいことがあるんだけど」


『小こ娘むすめのことか』


　その一言に、ネイトはベッドから跳はね起きた。


「……っ！　アーマ、やっぱりクルーエルさんのこと知ってるの!?」


　クルーエルの身体からだが透すけて見えた現象、それはまるで空白名めい詠えいの浸しん透とう者しやのようだった。


　何が起きているのかわからない。だがもしそれが名詠式に関かかわり合いがあるなら、名詠生物のアーマならもしやと思っていたが。


『今日、競闘宮コロセウムで小娘が詠うたった詠があったな』


「聞こえてたの？」


『あの詠はアマリリスが小娘に授さずけたもの。アマリリスがそこまで動くということは、そうか……〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が目覚めるまでそこまで時間がないとはな』


　アマリリス、そして〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉。


　切り離はなせない鎖くさり。クルーエルにどこまでもついて回るその二つの名前。そう、ついさっきクルーエルが来る前、アーマはその名前を教えてくれようとしていた。


『〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉とは最も旧ふるい、忘れられた名前の一つだ。誰もが一度は教わり、時の経けい過かと共に忘れていく名前。全ての大人が忘れた名前とでも言うべき名』


　ぽつりぽつりと、水すい滴てきが葉を打つようにアーマの声が小さくこだました。


『その名前を受け入れるか、あるいはそれと対たい峙じするか。お前の選せん択たくで小娘の道行きが、小娘の選択でお前の道行きが決定する』


　……僕の選択でクルーエルさんの何かが決まる。


　それと逆ぎやくに、クルーエルさんの選択で僕の何かが決まる？


『一つ確たしかなことは、お前が小娘に見たものは決して幻げん覚かくではないということだ。そしてあの症しよう状じようは今も徐じよ々じよに進んでいる。いずれミオの目からも見えるほどにな』


　透けていく身体。


　それはつまり、クルーエルさんが……消える？


「ど、どうしてなのさ！　クルーエルさんがどうして！」


『言ったはずだ、〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉が目覚めるからだと。……天てん秤びんだと思え、小娘の秤はかりが沈しずめば、対たい極きよくにあるもう一つが浮かびあがる。それが、お前と対ついの名前を持つ者の名詠式だ』


　Neightネイト、それはセラフェノ音語で夜明け。そしてそれと対になる名前は……Xeo夜。


　シャオ、まさか、あの空白名詠を使うという謎なぞの──


「……そんなの嫌いやだよ！　いったいどうして！」


『ならば時を待て。その時がいつ来るかはいまだ決定されてない。明日か、あるいは一年後か。だが近いうち必ず、その名詠士はお前の前に現あらわれる。ゆめゆめ忘れるな。その時にお前の選んだ詠せんたくが、小娘の道行きを決定することになる』


　僕ぼくの詠が選択肢……？


『礼を言うのだな、小娘に』


　アーマの告げてきたそれは聞き覚えのあるものだった。


　エンジュを訪おとずれる前、ケルベルクの仮か眠みん室しつで聞かされた──その言葉の続き。


『お前の母親が教えるはずだった、お前の本当の名詠式。それをお前に伝えたのは、我われでも虹にじ色いろ名詠士でもなく、あの小生意気な小娘だった』


　母さんが教えてくれるはずだった僕の名詠式。それを、アーマでもカインツさんでもなく、クルーエルさんが教えてくれた？


　……胸が苦しい。


　息苦しさのような閉へい塞そく感ではなく、それは心の昂こう揚ようによるものだった。激はげしく燃もえ立つ代わりに、じわじわと胸の奥おくを温ぬくめ育はぐくんでいく。そんな熱情。


　きっと、アーマは何かすごく大切なことを教えてくれている。僕とクルーエルさんに関わるすごく大切なことを。


『話は終わりだ。ネイト、窓まどを開けてくれ』


　にわかに、アーマが翼つばさを羽ばたかせた。


『少し空を見たい。しばらく出るから先に寝ねていろ』


　夜の空気に同化するように、どこかへと羽ばたいていく名詠生物。その姿すがたは凜りんとしながらも寂さびしげだった。声をかけるのもためらってしまうほどに。


「……アーマ？」


　姿の見えなくなった名詠生物の名前をぽつりと呟つぶやく。


　しばしその夜を眺め──


　思いだしたのは、シャンテから伝えられた虹色名詠士カインツの言葉だった。


　どことも知れぬ遥はるか離はなれた地にいるはずの彼の声で、その言葉がよみがえる。





〝大切な人を守りたいって理由が、ボクは一番憧あこがれます。強い剣けんでなくていい。その代わり、自分の大切な人だけは絶ぜつ対たいに守れる盾たてになりたかったですね〟





　守れる盾になりたかった。


　守ることに憧れていた。


「……カインツさん、僕、カインツさんの気持ちわかった気がします」


　そう、大切な彼ひ女とはここにいる。まだ手て遅おくれじゃない。


　たとえシャオという名詠士が何を目的としていようと──





　決めたんだ。


　何があっても、クルーエルさんは僕が守るんだって。




　七奏・月『夜　─始音こどう─』







　凱がい旋せん都市エンジュ、その外れ。


　夜の薄うす墨ずみ色いろと星明かりが入り混まじった小部屋で──





「……ごめんねテシエラ」


　窓まど沿ぞいの椅い子すに座すわる少女が音もなく立ちあがった。


「なに、構かまわんさ。それよりアルヴィル、お前も手伝え」


「わーかってるって。包帯の長さを切ってそろえりゃいいんだろ」


　黄こう砂さ色のマフラーを巻まいた女じよ性せいの視し線せんを受け、部屋の隅すみで天てん井じようを眺ながめていた男が壁から身を起こす。


「ごめんねアルヴィル、集中の邪じや魔ましちゃって」


「そんな大たい層そうなもんじゃねえよ。ていうか姫ひめサンこっち向くなっての、……ったく、そこまで堂々とされるとこっちが恥はずかしくなる」


　テシエラから渡わたされた包帯に等とう間かん隔かくに鋏はさみで切りこみをいれつつ、表ひよう情じようをしかめたアルヴィルがそっぽを向く。


「……テシエラ、そうなの？」


　ゆれるカーテンの隙すき間まからこぼれる月つき影かげに、一糸まとわぬ姿の少女が浮うかび上がった。


「人それぞれだな。もっとも、私はそんなお嬢じようさんの性せい格かくが嫌きらいじゃないが」


　その少女の素す肌はだを丁てい寧ねいに濡ぬれタオルで拭ふきながら、テシエラと呼よばれた女性が笑う。


　首先から肩かた、肩から背せ中なか。腕うで、胸むね、腹ふく部ぶへと降おりていき、足先まで。全身を拭ぬぐい終えた時には、そのタオルは真っ赤に染そまりきっていた。


　鮮せん血けつに染まったタオル。


　出血性の不治の皮ひ膚ふ病びよう──それが、この少女が長年負おってきた苦く痛つうの枷かせだ。


「なあ姫サン、いつもより症しよう状じようが重いんじゃないか」


「平気よ」


　間かん髪はつ入れず答える少女。それはもはや返事でなく条じよう件けん反はん射しやなのだろう。抑よく揚ようも感情もない回答にアルヴィルが溜ため息いきをつく。


「ファウマ、肩から手首まで巻いていくから両手を水平に持ちあげろ」


　テシエラの指し示じに無言で従したがう少女。その素肌へ、手て慣なれた手つきでテシエラが包帯を巻いていく。首から下の全身が包帯に覆おおわれるまで、時間はそれほどかからなかった。


「テシエラはシャオと同じくらい上じよう手ずね。わたしの城しろの給きゆう仕じの誰だれより上手」


「ま、ここには私よりよほど器用な奴やつがいるがな」


　包帯とタオルを片かたづける片手間に、テシエラが背はい後ごにいる男を顎あごで指さし示しめす。


「……勘かん弁べんしてくれ、姐あねさんがいるときは姐さんに任まかせるって言ったろ」


「アルヴィル、わたしの世話はやっぱり嫌いや？」


　小さく首を振ふるアルヴィルに、少女がわずかに表情を暗くした。


「ちげぇよ！……その、なんだ、タオルで拭いたり包帯巻くのは手間でもなんでもねえよ。ただ……そのな、素すっ裸ぱだかってのはどうにもならねえだろ。その時にどうしてもイロイロ見えちまうのが問題なの」


「わたし、アルヴィルとテシエラになら、裸くらい見られても平気よ？」


　血ち濡ぬれた裸ら身しんを他人に晒さらす。


　それは少女にとっては最も耐たえがたき、他人には想そう像ぞうも及およばぬ辱はずかしめ。しかしそれは同時に、少女なりの、ごく一ひと握にぎりの相手にのみ許ゆるす最大の信しん頼らい表現でもあった。


「それは光栄っちゃ光栄なんだけどな、俺おれの方が頭に焼きついて離はなれないから困るんだよ」


「テシエラとシャオは平気って言ってくれたけれど」


「姐さんは女だろ、シャオはいまだにどっちかわからんけど……まあシャオだからな。あの変人がうろたえてる姿なんか想像できやしねえよ」


　後頭部を搔かきむしり、アルヴィルが部屋の扉とびらをじっと見み据すえる。


「あらら、ひどい言われようだね」


　アルヴィルが向くのとほぼ同時、音もなく小部屋の扉が開いた。


　一ひと筋すじの光も差しこまぬ暗い通路。そのよどんだ陰かげの中、ぼんやりと浮かび上がるように人ひと影かげが部屋に入ってくる。


「ごめんね、遅おそくなっちゃった」


　光こう沢たくある黒くろ髪かみに優やさしさと憂うれいを秘ひめた黒こく瞳どうを持つ、少年とも少女ともわからない名めい詠えい士し。


　濡れたような艶つややかさを持つ、形の良い唇くちびる。そこにうっすらと塗ぬられた黒のルージュが神しん秘ぴ的な輝きを放っている。


「ファウマ、包帯が綺き麗れいになってるね」


　ざっと部屋の中を見回すシャオの視し線せんがふと止まった。


「テシエラに巻まいてもらったわ。……でもアルヴィルは嫌だって言うの」


「ああもうっ、わかったよ！　次があれば俺が当番だから、だからそんな落ちこむな！」
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　しゅんと下を向く少女の様子に、アルヴィルが諦あきらめたように悲鳴を上げた。


「……ったく、ほら、シャオも笑ってないでなんか言ってやれ」


「いいじゃない、それほどファウマに信頼されてる証しよう拠こだよ」


　ふて腐くされて腕うでを組むアルヴィルを前に、シャオと呼よばれた人物が涼すずしげに微笑ほほえむ。


　と、そのシャオの様子に──


「そういえばシャオ、アルヴィルを連れて競闘宮コロセウムに行って何をしてきた？　私はてっきりミクヴァ鱗りん片ぺんを奪うばってくるとばかり思っていたが」


　指先で琥こ珀はくのブローチを弄いじくるテシエラが、にわかにその手を止めた。


「あの時の自分は目覚めかけた〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉をなだめるので精せい一いつ杯ぱいだったからね。それにあの場は大ネ特シ異リ点スがいた。彼もまたミクヴァ鱗片に目星をつけていたから、その出鼻をくじくことを優ゆう先せんした」


「アルヴィルからそれだけは聞いた、ミクヴァ鱗片を砕くだいたというのは本当か？」


「うん、あの場面ではそうするしか方法がなかった」


　テシエラの問いを予想していたかのごとく、シャオの言葉は淀よどみがなかった。


「ミクヴァ鱗片をネシリスより先に回かい収しゆうすること自体は不ふ可か能のうでなかった。けれどアレが盗ぬすまれたとなると、当然エンジュを挙げての捜そう索さくとなる。そうなると厄やつ介かい。なら誰の目にも分かるように砕いてしまえば、もはやあの触媒カタリストは分ぶん析せきしたくても手が出せなくなる。皆みなの注目が途と切ぎれた後にそれを回かい収しゆうする方が遥はるかに楽らくだ」


「でもよ、言われるように壊こわしてみたけど、ああなっちまえばもう触媒カタリストには使えないんじゃないのか？　そうすると困こまるのはこっちだろ？」


　考えこむように宙ちゆうを眺ながめ、壁によりかかった姿し勢せいのままアルヴィルが足を組くむ。


「Ris sia sophia,あの日の約束よ、 Egunis riris q-nemneここに……アルヴィルならわかるよね？」


　競闘宮コロセウムに氾はん濫らんした混こん色しよくの名めい詠えい生物、それが再さい生せいする時に聞こえた〈讃来歌オラトリオ〉。


「再生……まさか、そういうことか？」


「ま、あとは行ってみて確たしかめてみるといいかもね」


　物言いたげな視し線せんで見つめるアルヴィルにシャオが肩かたをすくめてみせる。それから離れた場所で、包帯ずくめの少女がぼんやりと首をかしげる姿があった。


「ねえシャオ、とにかくソレを回収すればいいの？」


「そうだね。前にも話したけれど、クルーエル・ソフィネットという存そん在ざいの力の源みなもとはアマリリス。しかしそのアマリリスの力は〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉に由来する」


　ファウマがうなずくのにあわせ、シャオがさらに言葉を続ける。


「つまりクルーエルが空白名詠を使うことが鍵かぎ。使えば使うほど〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の目覚めは早まる。それが今回、クルーエルの詠うたうアマリリス真言により決定的になった」


　そう、名詠すべき対象は既すでに目覚めの時を待っている。


　残るはその特有触媒カタリスト、競闘宮コロセウムに安置してあるあの触媒カタリスト。


「あとはミクヴァ鱗片を手に入れることで名詠が完成。それで全すべての名詠式、真精を含む全ての名詠生物、そしてセラフェノ音語がこの世界から一時的に消失する……さて焦あせる必要はないけど、ここは少し急ごうか」


「なあ大たい将しよう、なぜ急ぐ？　そもそも焦る必要のないよう、わざわざミクヴァ鱗片を昼間のうちに破壊したのだと思ったが」


　目を閉とじ黙もくしていたテシエラがにわかに薄うす目めを開ける。知的な青あお色いろの瞳ひとみには、いつしか怪あやしげに昂たかぶる輝きが混じっていた。


「夜ネ明イけトという名の例外がいる、彼なら気づく。そしてたぶん、大ネ特シ異リ点スもね」


　花か弁べんのかたちをした右手の火傷やけど。かつて始ツまアりラのベ島ルで受けた癒いえることのない傷を左手で覆おおい、シャオがそっと窓まど枠わくによりかかる。


「だからこそ、それぞれに相手をお願いするんだ。特にファウマ、身体からだの調子は？」


　シャオを含める場の三人の視線が集中する。他ならぬシャオの隣、椅い子すに座すわったままぼんやりと宙ちゆうを見つめる少女へ。


　その足あし下もとにいくつも付いた小さな血けつ痕こん。テシエラが身体を拭ふいた際さい、床ゆかに落ちた血の痕あとだった。


「気にしないで。わたしが自分の意い志しで手伝いたいの」


　包帯の上に衣服をまとい、壁にかかった日ひ除よけ帽ぼうをファウマが手にする。


「そう、それなら自分は何も言わないよ……さて三人とも当初の相手とかわったけど、まあ何とかなるかな。まったく、あのお喋りアマリリスは厄やつ介かいな真ま似ねをしてくれた」


「あとはやってみてのお楽しみということか」


　黄こう砂さ色いろのマフラーを巻まき直し、まずテシエラが立ちあがる。


「テシエラは彼、アルヴィルは良かったね、クラウスよりだいぶ楽かもよ」


「どうかねえ」


　コン、と床を打つアルヴィルの鎗やり。と同時。


　カチリッ──短たん針しんが、新たな時を刻きざんだ音。ややあって、柱時計から鈍どん重じゆうな鐘かねの響ひびきが伝わってくる。


「……時間か」


　清せい澄ちような月明かりに目を細め、シャオはしばし窓まどの外の風景を眺ながめていた。




　終奏『夜　─微笑ほほえムヨウニ─』
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「アーマ、いる？」


　明かりを消した暗がりの中、ネイトはベッドから半身を起こした。しかしいくら待てど、名を呼よんだ相手からの返事はない。室内を見回してもそれと思おぼしき姿すがたもない。


「アーマ……まだ帰ってないんだ」


　外に出てから既すでに数時間。宿しゆく舎しやの明かりが消え、エンジュ全体が寝ね静しずまる時間になってなお、夜色の名めい詠えい生物は帰ってきていなかった。


　……なんだろうこの感覚、首の裏うら側がわがざわざわする。


　肌はだで感じるほどの違い和わ感、そして悪お寒かん。


　目が覚めたのはきっとそれが原げん因いんなのだろう。ならばその悪寒の原因は？──自問するまでもなく、思いあたるのはたった一つ。





〝やめて、愛いとしき子よ。わたしに触ふれるのはまだ早い。あなたでは、わたしに正しい目覚めを与あたえることはできません〟





　競闘宮コロセウムの決けつ闘とう会場で確たしかに聞いた。男でも女でもない、性せい別べつという概がい念ねんを感じさせないふしぎな声。そして声の方向は、あの触媒カタリストからだった。


　通つう常じようなら触媒カタリストが声を出すという現象なんて信じない。だがそれを信じてしまう気にさせるほど、あの声、あの触媒カタリストは今も謎なぞに満ちている。


　──そして、僕ぼくはそれをまだ近くで見ていない。


　そうする前に競闘宮コロセウムは全面閉へい鎖さ処しよ置ちがとられてしまった。あの触媒カタリストを間近で見たのは舞台にいた司会役の男、そして観客席の最前列にいた賓客ゲストぐらい。


　いや、まだいる。自分の知り合いにも、触媒カタリストをすぐ間近で見た人物が。


「……レフィスさんまだ起きてるかな」


　はずみをつけ、ネイトはベッドから飛び降おりた。





「すごい静か」


　小さな夜や光こう灯とうだけがぽつりぽつりと通路を照らす。薄うす暗ぐらい足あし下もとを確かめながら、ネイトは足音を殺すようにゆっくりと通路を歩いていった。


　定められた消灯時間から既すでに二時間以上が経けい過か。学生はもちろん、宿舎の関係者も寝静まった頃だろう。そんな中、自分が会おうとする人物が起きているかわからない。


「ジール名詠学舎だから、ここだよね」


　部屋の前に掲けい示じされた校名を確かく認にん。昼間にヘレンから聞いた話では、レフィスは同校の上級生徒二人とでこの部屋を使用しているはず。


　──トン。


　心もち抑おさえた音で木もく造ぞう扉とびらを叩たたいた。数秒、十数秒。扉の前で待っても返事はない。


　……やっぱり寝ちゃってるよね。こんな時間だもの。


　溜ため息いきをつきそうになるのをぐっと堪こらえ、もう一度だけ扉を叩こうとする矢先。


「誰だれだ」


　低く押おし殺した声。だがそれはまぎれもなく。


「あ、レフィスさん。起きててくれたんですね！　えっと、僕です！」


「……ネイトか？」


　扉が半分ほど開き、ゆったりとした運動着姿すがたのレフィスが顔を見せた。


　彼が着ているのは渋しぶい藍あい色いろをした長なが袖そでの運動着だ。左ひだり肩かたには校章を模かたどったと思おぼしき刺し繡しゆう。おそらくこれがジール名詠学舎の指定運動着なのだろう。


「……ごめんなさい、こんな遅おそくに」


「俺おれは今から寝るところだったから気にしなくていい。だけど話があるなら通路でだ、他の先せん輩ぱい二人はとっくに寝てる」


　音もなく扉を閉しめ、レフィスが通路沿ぞいの壁かべによりかかる。


「で、どうしたんだ」


「ええと、今日の競闘宮コロセウムのことなんです」


　競闘宮コロセウム。その単語に彼の視し線せんが鋭するどさを増ました。


「あの不気味な名詠生物のことか。それならエンジュの関係者たちが徹てつ夜やで正体の解かい析せきにあたってると言っていた」


「いえ、それじゃないんです」


　歪いびつな名詠門チヤネルから生まれた混こん色しよくの名詠生物。あれは空白名詠を事前に知っている者なら多少は想そう像ぞうもつく。しかしその一方、アレだけはネイトにもまるでわからない。


「レフィスさんはあの時、台だい座ざに置かれた触媒カタリストから変な声なんて聞いてませんか？」


「変な声？」


　訝いぶかしげな表情でレフィスが反はん復ぷくする。


「えっと、司会者の人とか周りの声じゃなくて、もっとぼんやりして、男の人なのか女の人なのかもわからないふしぎな声です」


　そう、あえて何に近かったかと言われたら。


　巨きよ大だい化かしたアーマの声。音おん程ていこそ異ことなるが、声の質しつと響ひびきがそれに酷こく似じしていた。


「すまない、俺は聞いてない。大おお騒さわぎになる直前までヘレンと話してたし、聞き逃のがしてたかもしれないな」


　聞き逃す、それはおそらくありえない。なぜならネイトも会場でシャンテやクルーエルと話していたからだ。それでもなお、あの異質な声は鮮せん烈れつに聞こえてきた。


　──つまり聞こえていたのは僕とクルーエルさんだけ？


　いや、違ちがう。おそらくはもう一人だけ。





〝シャオ、シャオはどこ？　近くにいるのでしょう？〟





　あの声の主が捜さがしていた名前。あの言葉がシャオという人物に向けられていたならば、当然その人物も聞いていたはず。


「その声が気になるのか」


「声と、あの触媒カタリストそのものです。レフィスさんも知ってると思うけど、アレは〈孵石エツグ〉に入っていたものと同じはずなんです」


　でも何かが違う。〈孵石エツグ〉に入っていた時から明らかな変化が起きている。気がかりなのは、いったい何がいつ変化を与あたえたのか。


「僕たちは観客席にいたけど、レフィスさんは実じつ際さいに台座のすぐそばで触媒カタリストを見てましたよね。その時の様子が知りたいんです」


「すまない、昼に説明したとおりだ。俺とネシリスが駆かけつけた時には、粉々に砕くだけ散っていた。勝手にそうなったのか、あるいは誰だれかがやったのかわからない」


「……そうですか」


　それはレフィスから、そしてネシリスからも聞いている。復元のしようもないほどの崩ほう壊かい。実質、あの触媒カタリストはなくなってしまったも同然だという。


「ネイト、そんなに気になるならいっそ見に行くか？」


　──え。


　彼の提てい案あんは唐とう突とつだった。


「俺もネシリスも、あの時はすぐに会場から引き上げざるをえなかった。だから触媒カタリストが破壊されたのを見ただけで、他はろくに確かく認にんできてない。もしかしたら見落としていたものもあるかもしれない」


　競闘宮コロセウムの会場は完全封ふう鎖さ。つまり昼の事じ件けんが発生して以後、まだ調ちよう査さの手も入ってない。誰があの触媒カタリストを破壊したのか、その痕こん跡せきが残ってる可か能のう性せいはゼロではない。


「でも、こんな時間に？」


「この時間だからこそ俺も言ってるつもりだ。競闘宮コロセウムは全面閉鎖、夜のこの時間を狙ねらって忍しのびこまないかぎり簡かん単たんには入れない」


　どうしよう。クルーエルやアーマに一言告げてから？　いや、クルーエルはもう寝ているはずだし、アーマだっていつ帰るかわからない。


　──迷まよってる時間はない。
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　コンッ、カツン


　窓まどに小石がぶつかった時のような、軽くて余よ韻いんを残さない音。


　──コッ、カッ……


　まただ、また聞こえてくる。


「誰？」


　ぼんやりとしたまぶたをこすり、クルーエルはかぶっていた布ふ団とんを押おしのけた。


　音の聞こえてくる窓へと歩く。月つき影かげに照らされ、淡あわい桃もも色いろのカーテンごしに透すけるシルエットは──


「……なによ夜色トカゲ、こんな時間に」


　一目でそれとわかる。


　カーテンを開ければ案の定、窓硝子ガラスの向こうには夜色の名めい詠えい生物の姿すがたが。


「いったいどうしたの、みんな寝ねてる時間よ」


『小こ娘むすめ、話がある。外へ来てほしい』


　もう夜の一時を回っている。まず時間帯からして非ひ常じよう識しき。さらにいえば、昼の事件からくる疲ひ労ろうで全身鉛なまりのように重いというのに。


「だからってわざわざこんな時間に？」


『今しか伝える時間が残されてない。我われもさんざん迷ったのだがな』


　──違い和わ感。


　時間がないという表ひよう現げんならまだわかる。しかし時間が残されてないというのはどういうことだろう。あまりに切せつ迫ぱくした言葉ではないか。


「……どういうこと？」


『お前とネイトに託たくしたいことがある。ミオを起こさぬよう、そっと宿から出てこい』


　この時、なぜこの名詠生物がミオという名を強調したのか。


　もう一人のクラスメイトであるエイダの姿すがたがないことに、クルーエルは最後まで気づかなかった。
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　昼の喧けん噪そうが噓うそのように、夜のエンジュは鼓こ膜まくが痛いたくなるほどしんと静まっていた。


　昼間の競闘宮コロセウムで起きた不ふ可か解かいな事件、そして天上にできた奇き妙みような名詠門チヤネル。これはエンジュの人間のほぼ全員が目もく撃げきしていた。加えて競闘宮コロセウムの封鎖。周囲の住民も自主的に夜の活動を控ひかえている──そんな夜だった。


「ヘレンさんには何も言わなくて平気なんですか」


「わざわざ言うほどのものじゃない。それに、あいつだってとっくに寝てるだろうし」


　歩く足を止めず、普ふ段だんと変わらぬ無表情でレフィスが答える。


　張はりつめた静せい寂じやくを唯ゆい一いつ破やぶるのは隙すき間ま風。建物と建物の間を縫ぬう、ひゅぅっとかん高い音をたてて通つう過かする冷たい風だけだ。


「そういえば、なんでネイトはこんな時間まで制せい服ふくなんだ」


「えっと、なんとなくこっちの方が落ちつくんです。さっき少し寝てた時は、今のレフィスさんみたいに運動着でしたけど」


「今まで寝てたのに途と中ちゆうで起きてきたわけか。よほど気になるんだな、あの触媒カタリストが」


「……はい」


　小走りに近い早足で公道を進んでいく。複ふく雑ざつな網あみ目め模も様ようとなる公道の角を曲がり、背せの高い建けん造ぞう物ぶつを次々と通つう過か。やがて、さっと視し界かいが開けた。


　広大な敷しき地ちを有する大広場。


　そしてその奥おく、エンジュでも桁けた違ちがいに巨きよ大だいな影が厳おごそかにそびえ立っていた。


　──競闘宮コロセウム。


　昼間の怪かい奇き現象に対する安全措そ置ちのため、全すべての者が例外なく立入り禁きん止しとなっている。


　通常なら夜間でも光を絶たやさないと聞いていたが、今は会場ほぼ全ての照明が落とされているらしい。


「警けい備びの人がいるんですよね、きっと」


「まだ距きよ離りがあるからここからじゃ見えないな。内な部かへの立入りは警備員も許きよ可かされていないはずだから、内な部かに入ってしまえば楽なんだが」


　封ふう鎖さというからには、当然バリケードを張っただけではないだろう。入口に数人の警備員が控えていると考えるのが妥だ当とう。


「そうね、どうしようかしら。ねえネシリス？」


　背中越しに聞き覚えのある声を感じたのは、その時だった。


　厚あつ地じの白毛皮のコートに、薄うす紅べに色いろのマフラーを羽は織おった若わかい女性。その隣となり、無言で佇たたずむのは青のインバネスコートを羽織った大おお柄がらの男。


「シャンテさん、それにネシリスさん？」


「はぁーい、こんばんは」


　ネシリスにぴたりと密みつ着ちやくする恰かつ好こうで、彼女が楽しげに左手を上げる。


「シャンテ、歩くのに邪じや魔まだ」


「いいじゃないネシリス。それにほら、二人とも目を丸くしてるわよ。なんでわたしたちがいるのか、あなたから説明してあげるのが先でしょ」


　密着するシャンテから諦あきらめたように目を離はなし、ネシリスの視線が自分たちへ。


　猛もう禽きん類を思わせる鋭えい利りな眼がん光こう、こちらの思おも惑わくなど全て見とおされているかのような錯さつ覚かくを覚えるほどだ。


「おおかた昼の触媒カタリストが気になったというところか。偶ぐう然ぜんかはともかく、考えることは同じだな」


　外灯からも離れた闇やみの中、ネシリスが懐ふところから何かを投じた。小さな、子こ供どもの手に収おさまってしまうほどの小石。それが二つ。


「──これは」


　受け取った物を眺ながめ、レフィスの唇くちびるが小さくふるえた。


　鱗うろこのような模様が刻きざまれた小石。手のひら大の欠片かけらだが〈孵石エツグ〉の触媒カタリストに間違いない。ドクン、ドクンと、まるで脈打つように瞬またたいている。


　しかしなぜ二つも？


「ネシリスさん、これどうしたんですか」


「一つはサリナルヴァから資し料りようとして送られてきた。〈イ短調〉のメンバーには一人一つはこの欠片が配られている。もう一つは、昼間の式典で展てん示じされたやつだ」


　昼間の式典に展示された触媒カタリスト。だがあれは、レフィスとネシリスが駆けつけた時には砕け散っていたはずでは。


「どういうことだ。昼間の触媒カタリストなら粉々に砕くだけ散っていた。それは俺とあんたで確かく認にんしたはず」


「──再さい生せいしたのよ」


　答えたのはシャンテ。今までのおどけた音色ではない。凜りんと澄すみきった、歌后姫オペラセリアと謳うたわれる彼女の声で。


「粉々に砕け散ったはずの触媒カタリストがより集まって、再度石のかたちに凝ぎよう結けつした。ネシリスが競闘宮コロセウムから持ち帰った時、これは一ひと摑つかみの砂すなだった。それはわたしも見てるのよね。でもふしぎ、それが時間を経へて、こうして石として再生したの」


「持ち帰ったのは一握りと言ったな。つまり決けつ闘とう舞ぶ台たいに残った大部分も──」


「ええ、一つの巨大な触媒カタリストに再生している可か能のう性せいがあるわ」


　小石を投げ返すレフィスに、シャンテが首を縦たてに振る。


　……そっか、だからこの二人もそれが気になって。


「ネシリス、どうやら目的も同じみたいだし、この子たちも連れて行く？」


「自分の身に関して自分で責せき任にんをとれるのならな」


　口早に告げ、ネシリスが肩かたで風をきるように歩を進めていく。


「自分の身？」


「様子がおかしい」


　訊たずねるレフィスに振り向きもせず、その名詠士の視線はあくまで前方を見み据すえていた。


　──競闘宮コロセウムの入口脇わき、横になったまま微び動どうだにしない警備員四人。


　寝ているのは呼こ吸きゆうの深さから容よう易いに見て取れる。警備員全員が職しよく務む中に泥でい酔すい？


「あらら、ぐっすりおやすみね」


　呆あきれたように溜ため息いきをつき、警備員の一人をつま先で突つつくシャンテ。それでもまるで起きる素そ振ぶりはない。間違いなく通常の睡すい眠みんより深い。


「睡眠薬か、あるいはそれに似にた作用を起こす毒粉か。だが四人という数を考えるなら、どちらなのか迷うこともないな。シャンテ、緑風妖精エアリエルを出しておけ。毒粉が風に乗って来ると厄やつ介かいだ」


　ネシリスが指し示じするより先、彼女は既すでにコートから触媒カタリストを取りだしていた。


「……ネイト、奇き妙みようだと思わないか」


「奇妙？」


「昼間、触媒カタリストを破は壊かいしようとした時には既すでに破壊された後だった。今もこうして来てみれば、俺たちより先に誰かが侵しん入にゆうした形けい跡せき。一つ一つが、まるで見み透すかされたみたいに先回りされている」


　レフィスの呟つぶやきに、ネイトはあえて頷うなずくことをしなかった。


　──軽い恐きよう怖ふがあった。


　それに頷くことが、あたかも自分たちの先を予言してしまっているようで。


「迷うぐらいなら置いていく」


　みしりと、先を行く名めい詠えい士しからの一言が胸むねを抉えぐった。まるで反はん論ろんを寄よせつけないほど的確で冷れい徹てつな指し摘てき。


「さっきも言ったはずだ、自分の身に関しては自分で責任を負うことになると」


　……さっきのネシリスさんの言葉はそういう意味だったんだ。


　誰かに守ってもらう、そんな甘あまい考えは通用しない。ここから先に進むかどうか。その意い志し決定に他人の意見は存そん在ざいしない。相談する相手も皆かい無む。


「いえ、ついていきます」


　先を行く大特とく異い点てんの背中を見つめ、ネイトは拳こぶしを握にぎりしめた。


〝一つ確たしかなことは、お前が小こ娘むすめに見たものは決して幻げん覚かくではないということだ〟


〝天てん秤びんだと思え、小娘の秤はかりが沈しずめば、対たい極きよくにあるもう一つが浮うかびあがる〟


　あの触媒カタリストにクルーエルを脅おびやかす何かがある、もはやそのことに疑うたがいはない。


　──だからこそ、僕ぼくが何とかしなくちゃだめなんだ。
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　ほのかな薄うす緑みどり色いろの非ひ常じよう灯とうに照らされ、ぼんやりと浮かびあがる通路。


　静かで、暗く、そしてわずかに肌はだ寒ざむい。


「内な部かは警けい備び員いんがいないんですね」


「そりゃあ全面立入り禁きん止しだもの。例外は一いつ切さいなし、わたしたちだってこっそり忍しのびこむつもりだったんだから。誰だれかは知らないけど、先に警備員さんを眠ねむらせてくれて助かったわ。おかげで口実もできたし」


　本気とも冗じよう談だんともとれる声こわ音ねでシャンテが笑う。


　警備員が倒たおれており、競闘宮コロセウム内には何者かが侵入した痕こん跡せき。その不ふ審しん人物を探さぐるため、自分たちはやむなく追跡した──が、その不審人物は競闘宮コロセウムのどこにいる？


「シャンテ、どうだ」


「二体目の緑風妖精エアリエルで走そう査さしてるけど、まだ反はん応のうはないわね。音おん響きよう蝶ちようにもアタリは一つもひっかからないし」


　彼女の周囲を飛び回る、緑色に輝かがやく小さな蝶。


　音響蝶が計四対、いずれも対になる蝶が競闘宮コロセウムの各所に放たれ、怪あやしげな物音があればそれを伝えてくる仕し掛かけ。


　しかしいまだ反応がない。杞き憂ゆうなのか、それとも──


「ま、警備員を眠らせてまで競闘宮コロセウムに忍びこむ相手だもの。簡かん単たんに見つけちゃった方が気味が悪いわよね。さてさてネイト君……じゃなく、ここはレフィス君に訊きこうかな」


　唇くちびるに指先をあて、シャンテが口元を笑えみのかたちにつり上げる。


「なんだ？」


「あなたならこの通路は歩いたはずよね」


　競闘宮コロセウム外環層アウター一階、特別通路。


　決けつ闘とうに挑いどむ名詠士、および関係者のみが行き来する道だ。学生決闘の参加生徒ならば皆がここをとおった経けい験けんがある。逆ぎやくに観客席にしか行った経験のないネイトは、この通路を歩くのは初めてだ。


「一階のロビーから決闘舞ぶ台たいまでつうじる経路ではこれが最短。じゃあ、わたしたちの先を行く何者かが待ち伏ぶせている場合、どこに潜ひそむと思う？」


「……この先の、三さん叉さに分かれている箇か所しよだな」


　左が地下の控ひかえ室、中央が決闘舞台、右が観客席へと続く三叉路。この中央の道を進めば、もう決闘舞台はすぐ目の前だ。


「正解。そういうことよネイト君」


　最大の警けい戒かいをもってあたれ、それが彼女からのメッセージ。


　警戒、その必要性はネイトも承しよう知ちしている。けれど緑風妖精エアリエルの目にも留まらず、周囲を浮ふ遊ゆうする音響蝶の音探たん知ちにも引っかからない。これ以上どう警戒すればいい？


「──止まれ」


　にわかに、先頭を行く名詠士が歩調を緩ゆるめた。


「シャンテ、確かく認にんするが、今も緑風妖精エアリエルと音響蝶の探知は異い常じようないか」


「ええ、怪あやしげな物音はないわね……だけど、それがどうかしたの？」


「楽器のような音が聞こえる」


　彼の言葉は本当だった。


　まるで雪風が歌うような、微かすかなのに心ここ地ちよい音色。


　競闘宮コロセウム全体に沁しみわたるような、聞く者の気持ちを静める音色。しかし何の楽器だろう。打楽器でも弦げん楽器でもない。笛の類たぐいに似にてはいるが、ネイトの知るどんな笛の音よりずっと優やさしい。


　──あれ。


　どこでだろう、つい最近、これによく似た音色を聞いたような。


〝今君が楽器だと思っている音色こそ、彼女の声。いや声ですらない、この回かい廊ろうに聞こえているのは彼女の小さな小さな息づかい。彼女がただ息を吸すって吐はく──それだけでこの可か憐れんな音色が生まれるんだ〟


　……あの時だ。カインツに連れられ、北部の街フェルンを訪おとずれたあの時。


　でも待って。あの音色を奏かなでていたのは──


「何かくるぞ」


　ネシリスが身み構がまえたのはその時だった。





　ざぁぁっ……





　まず聞こえたのは土ど砂しや崩くずれを思わせる砂すなの音。


　直後、右側の通路から津波のごとき大量の砂波が押おしよせてきた。


「──痛いたっ！」


　押しよせた砂が目に侵入、鋭するどい砂片が眼がん球きゆうにこびりつく。両目を閉とじ、思わずネイトはその場にかがんだ。


「ありえない、室内で砂すな嵐あらしっ？」


　続くようにシャンテの悲鳴。バチバチと、火花にも似た音を上げて砂が肌はだに打ちつけられる。たかが砂すな粒つぶのはずが、まるで鉄てつ釘くぎを投げつけられたような勢いきおい。だがさらに圧あつ倒とう的なのはその砂量。


　通路を膝ひざ上うえまで埋うめつくし、なお砂嵐の勢いが止まらない。


　──このままじゃ全員押し流される。


「緑風妖精エアリエル、吹ふき飛ばしなさい！」


　砂が舞まい上がる音を切り裂さくシャンテの声。


　直後、轟ごうと唸うなる風が砂をさらに天てん井じようまで吹き上げた。天井に打ちつけられた砂が、そのまま後方の通路へと運ばれていく。


「平気？　目は？」


「ええ、何とか」


　目に入った砂を払はらい落とし、ネイトは痛む目を懸けん命めいに開けた。視し界かいが涙なみだでぼやけるが、それも次し第だいに収おさまっていく。


「……これ、黄こう砂さですか」


　指先に付着していた砂粒をネイトはじっと見つめた。


　母と大陸を回った時のこと、大陸の西端にある荒こう野やの砂によく似ている。


「参ったわね。名めい詠えい生物を警けい戒かいしてたんだけど、まさか砂の名詠だけでここまで派は手でにやられるなんて」


　シャンテの言うとおり、確かに尋じん常じようでない量と勢いの砂嵐だった。名詠式で詠よびだされたものなのは間ま違ちがいないが、どれだけの技ぎ量りようがあればこれほどのものが名詠できるのか。


「そんな状じよう況きよう分ぶん析せきをする余よ裕ゆうがあるのか？」


　前方だけを向いていたネシリスが、初めて自分たちへと振り向いていた。


　いや──自分たちではなく、さらにその後ろ？


「してやられたな」


　その言葉に振り返り。


「……レフィスさん？」


　一番後ろを歩いていたはずのレフィスが、忽こつ然ぜんと姿すがたを消していた。


　まさか今の砂に呑のまれて流された？


「厄やつ介かいね。この三さん叉さ、どれに連れ去られたのかしら」


　シャンテが見み据すえるのはあくまで中央の道。そう、まだあの音色は聞こえてくる。つまりこの先の決けつ闘とう舞ぶ台たいに、この音を生みだす奏者が待っていることになる。


「ネイト、お前はここで待っていろ」


「え？」


「予定変へん更こうだ。俺おれとシャンテだけで中央の道を抜ぬけて決闘舞台に出る」


「……どういうことですか」


　ここまで来て待機？


「レフィスがどの道に連れ去られたかわからない。残された右か、あるいは左か。どちらにせよ、この合流ポイントで誰かが待機していた方がいい。俺たちかレフィスか、いずれかが戻もどってきた時に残りの組に合流しにこい」


　戦力を分散させるリスクを冒おかしても、この中ちゆう継けい地点に情じよう報ほう伝達役を置くメリットを優ゆう先せんさせる。それがネシリスの判はん断だん。


　でも、もしいつまで経たっても誰もここに戻ってこなかったら？


「三十分経って誰も戻らなければ、迷まよわず一人で競闘宮コロセウムの外へ出ろ。サリナルヴァがケルベルクで待機している、あいつと連れん絡らくをとることだな」


　頰ほおを、冷たい汗あせが伝っていく。最強の名詠士と謳うたわれるこの男がここまで念を押す。つまり、それだけの状況ということなのだ。


「……すぐ戻ってきてくださいね」


「そんな顔しないの。ほら、子こ供どもは元気で手を振ふるくらいじゃないと」


　外向きに跳はねた髪かみを手て櫛ぐしで梳すき、シャンテが片かた目めをつむってみせる。


「じゃ、また後で会いましょ」





　その別れの言葉が全すべての始まり──


　ネイトにとって最も永ながい、そして途と方ほうもなく深く、凍いてつく夜の始まりだった。





　　　　４





　……寒いなあ。


　薄うす暗ぐらい闇やみの中、ミオはぼんやりと目を開けた。あれ、なんで部屋に風が吹ふきこんでるんだろう。寝ねる前に窓まどは閉しめたはずなのに。


「あー、もう、窓開けたのだれぇ？　クルルぅ、それともエイダ？」


　ベッドからもぞもぞと起き上がり、寝ぼけまなこで窓へと歩いていく。やっぱりだ、案の定、開けっ放しの窓とカーテン。


「だめだよぉ……ちゃんと開けたら閉めないとぉ……」


　半分意い識しきが夢ゆめの中。それでもかろうじて窓まど枠わくに手をかける。


「ねぇ……クルルぅ、だめだぁ……よぉ？」


　返事はない。


「クルルぅ、ク……ルルさぁぁん、あたしのはなし、聞いてるぉ？」


　窓枠の冷気に触ふれ、徐じよ々じよに意識が覚かく醒せいしていった。霞かすんでいた視界にもくっきりと線が入り、ものの形を描えがいていく。


「あれ、クルル？」


　返事はない。もう一度念入りに目をこする。


「……エイダ？」


　隣となりのベッドに寝ていたはずの友人二人の姿が、消えていた。
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　競闘宮コロセウム外環層アウター、四階。


　指定された場所、指定された時じ刻こくで──


　まず目についたのは、壁かべに無む造ぞう作さに立てかけてある長大な祓ジ戈ルだった。


「よぉ。七分遅おくれか、お前にしちゃ時間に正確だな」


　隠かくれもせず、その男は堂々と通路の真ん中に立っていた。


　アルヴィル・ヘルヴェルント、将しよう来らいを有望視された祓名民ジルシエでありながら突とつ然ぜん姿をくらました男。今なお彼の行方ゆくえはわからない、そのはずだった。


「…………」


「なんだ黙だまりこんで。ああ、お子様にはこの時間はちょっと遅おそいかもな」


「──アルヴィルっ！」


　溜たまっていた肺はいの呼こ気きを、エイダは胸むねの鬱うつ憤ぷんと共に吐はきだした。


「なんでいつも、あたしばかりそんな目で、そんな口でからかうんだ。あたしはもう一人前の祓名民ジルシエじゃないか、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうだって持ってる！　なのに──」


　なのに、なんでこの男はいつもこうなんだ。


　からかわれてばかり、子供扱あつかいされてばかり。


「気に入らないか？」


「……わからない」


　気に入らないんじゃない。むしろその逆ぎやくだった。


　閉へい鎖さした祓名民ジルシエの世界。真ま面じ目めを絵に描かいたような父親、母親。周囲の人間。


　その中でただ一人、底そこ抜ぬけにバカで陽気で、眩まぶしかった。親元から離はなれトレミア・アカデミーへと入学することを決めた時、最後まで別れが言いだせなかったのもこの男。そう、誰よりも心許ゆるせる相手のはずだった。なのに──


「……トレミア・アカデミーで、シャオって奴やつに会った」


「ああ、話は本人からも聞いてるぜ。『隠かくれてたつもりだったけどあっさり見つかっちゃった。彼女すごいんだね』ってな」


「アルヴィル、なんで祓名民ジルシエをやめたんだ」


　自分のように名めい詠えい学校に行くというのなら、名詠を学ぶためということでまだ目的はわかる。だが、シャオという得体の知れない人物に付きそう理由はわからない。


　……悔くやしかった。


　親しい人間を、誰だれかも知れない相手に奪うばわれてしまったようで。


「やめたわけじゃねーよ、まあ理由を言ったら破は門もんにはされそうだけどな」


「答えろ！　なんで、シャオなんて奴にホイホイついていったんだ！」


　どれだけ怒ど気きをこめてもこの男は動じない。それを誰よりわかっていながらなお、胸の奥おくに猛たける熱い何かを止められなかった。


「理由ね。知ってんだろ、俺はいちいち理由を言葉にしない主しゆ義ぎなの、面めん倒どうだしバカだからな。理り論ろん武ぶ装そうした理由が聞きたいならシャオか姐あねさんにだな」


「……姐さん？」


「そそ、うちのリーダーがそのシャオって脳のう天てん気きな奴な。それにワガママだけど寂さびしがり屋の姫ひめサン、あと怒おこると怖こええ姐さん。たった四人だけの寂しい一行さ。居い心ごこ地ちは悪くねえけどな」


　この男はもっぱらとぼけることを好み、噓うそを嫌きらう。それは自分が一番よく知っている。つまりシャオという名詠士の仲間は、アルヴィル以外にあと二人。


「アルヴィル、何をやろうとしてるんだ」


「──その前に。そういやお前、春から名詠学校行ってたよな。その時、疑ぎ問もんには思わなかったか？　そもそも、どうして自分は名詠式なんてものが使えるのかってことをよ」


「そんなの考えたことすらないね」


　人が呼こ吸きゆうをする時、息を吸すって、吐く。それを常つねに意い識しきしている者がいるだろうか。


　まばたき、呼吸、心しん臓ぞうの鼓こ動どう、血けつ液えきの流れ。それを疑問に思わないのと同じように、名詠式が『在ある』ということにエイダは疑問を持ったことはない。


「ま、そうだな。お前だけじゃなく大半の人間がそうだろうよ。……で、何を企たくらんでるって話だけどな」


　チャリッ──壁に立てかけていた祓ジ戈ルをアルヴィルが摑つかむ。


「ここで俺たちを止めなければ、お前の知る名詠式、それに名詠学校での友ダ人チの思い出も、名詠式にかかわる全てが消えちまうってのはどうだ？」
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　競闘宮コロセウム外環層アウター、避ひ難なん路ろ分ぶん岐き点てん。


　数メートル離はなれた距きよ離りに立つ相手の視し線せんを、レフィスは正面から受けとめた。


「年の割わりに落ちついているな、上出来だ」


　肩かた先さきまでの赤しやく銅どう色いろの髪かみに、深い青色の瞳ひとみを持つ女じよ性せいが呟つぶやいた。


　身体からだのラインをそのまま映うつしだすほど密みつ着ちやくした黒シャツ一枚まいという軽けい装そうに、首元には黄こう砂さ色いろの長マフラーという一見矛む盾じゆんした服装だ。


「単に、お前の言っている意味がわからないだけだ」


「そうじゃない、そう自じ己こ判はん断だんできる点が上出来だと言っているのさ」


　くっくっと低い笑い声をもらすその女性。


「そうそう、年上の女という理解のされ方だけでは寂しいな。テシエラ・リ・ネフィケルラ、それが私の名だ。短い付きあいになるだろうが覚えておくといい」


「……価か値ち観かん、法ほう則そく、歴史、それに名めい詠えい式しきに関わる全すべての人の記憶が再ふたたび殻からへと還かえる、か。悪いが俺には興きよう味みがないな」


「興味がないわけではない。あまりに唐とう突とつで抽ちゆう象しよう的な宣せん告こくだったため、まだ理解がおよんでいない。そのため予感も想そう像ぞうもできないだけ、そうだろう？」


　……空とぼけるのも無む駄だか。


　見み透すかしたような宣言は、レフィスの心中をほぼ完全に捉とらえきっていた。


「そうだな、そうかもしれない。だがそれがどうした」


「ではこう言い換かえよう。明日、お前の師しであるヨシュアが遺のこした灰はい色いろ名詠が消える。五色全すべての名詠と同様にな。灰者の王ラステイハイトもヨシュアとの記憶も、例外はない」


「──なんだと？」


　頰ほおが引きつるのが自分でもわかった。


「ほお、さすがに顔色が変わったな。つまらん無む表ひよう情じようだけかと思えばなかなかどうして、動どう揺ようした表情も似に合あうじゃないか」


「……冗じよう談だんも大たい概がいにしろ。五色の名詠全てが消えるなんてありえない」


「レフィスとやら、なぜそう言いきれる？」


「それは俺のセリフだ。どうして五色の名詠が消えるなんてことが平気で言える」


　師より受け継ついだ灰色名詠、それは自分の拠よりどころそのものだ。何より信しん頼らいし何より誇ほこりうる自分の名詠色。ミシュダルという先せん達だつによって灰色名詠の名が悪名に塗まみれようと、それだけは決して変わらない。


　それが消える？


「〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉の目覚めと共に、飛びたった世界こどもは再び自らの殻へと還る。ただそれだけのこと、名詠式とてそれは例外ではない」


　ミクヴェクス、それは名詠生物の名だろうか。ヨシュアから学んだ知ち識しきの中で該がい当とうする名詠生物は皆かい無む。それどころか近い名の響ひびきすら覚えがない。


「っと、これは私の言葉ではなく、シャオという奴やつの受け売りだがな」


「それも名詠式なのか」


　素直に答えるわけがない、なかばそう高をくくっていたにもかかわらず。


「そうだな。調ちよう律りつ者しや──ああ、今のお前の知識ならば真しん精せいという表現が妥だ当とうか。その特有触媒カタリストがこの競闘宮コロセウムにある、と言えばわかるな？」


　競闘宮コロセウムの中にある触媒カタリスト。今の自分なら、いやネイトやネシリス、シャンテだろうとまったく同じものを思いうかべるはず。


「……決けつ闘とう舞ぶ台たいにあった触媒カタリストだな」


「そう、あの触媒カタリストの名はミクヴァ鱗りん片ぺん。お前も会場で目まの当たりにしただろうが、あれには鱗うろこに似にた紋もん様ようが表面に刻きざまれている」


　かつてヨシュアが見み出いだし、そして〈孵石エツグ〉に封ふう入にゆうした未知の触媒カタリスト。かつてミシュダルからも聞かされた。それは表面に鱗のような模も様ようがついた、透とう明めい感のある白い石だと。


「あの紋様は、細かく見れば全てセラフェノ音語の原型たるセラフェノ真言の文字列。それに刻きざまれた名こそが〈ただそこに佇立する者ミクヴエクス〉であり、その名を冠かんした名詠こそがミクヴェクス真言〈全ての約束された子供たち〉。私たちが求めるシャオの名詠式だ」


　ミクヴェクス真言、全ての約束された子供たち。いずれも聞き覚えのない単語だ。


　それにセラフェノ音語の原型？　それだけ聞けば、まるでセラフェノ音語にはさらにその根こん源げんがあるように思える。しかし──


「悪いな、俺おれは研究肌はだじゃない。そんなの探究しようとも思わない」


「そうか？　それは残念だ」


　吐はき捨すてるレフィスに、テシエラが演えん技ぎじみた仕草で肩かたをすくめる。


「だが、それでもお前に一つ言っておく」


　あくまでおどけた様子の相手へ、レフィスは押おし殺した声で続けた。


「お前の言うことを信じる気はない。……だが千に一つ、億に一つの確かく率りつでそれが真実で、それによってヨシュアの遺した灰色名詠が消えるというのならば」


　懐かい中ちゆうにひそめていた銀色の硬こう貨かを握にぎりしめた。堅かたく握った拳こぶしの中、指先の隙すき間まから溢あふれるようにこぼれる灰色の輝かがやき。


「灰はい色いろ名めい詠えいはヨシュア、そしてミシュダルが苦く悩のうの果てに作り上げた悲願の結けつ晶しようだ。お前らが誰であろうと関係ない。俺は、灰色名詠を守りとおす」


　lefisレフイス──セラフェノ音語においてその単語が示しめすのは『子』。師しであり養父であるヨシュアから授さずけられた、自分の最も大切な名前だ。


　ヨシュアから受け継ついだ名前、そして灰色名詠式。絶ぜつ対たいに失うわけにはいかない。


「そう、それでいい」


　ゆっくりと、テシエラの黄砂色のマフラーが発光していく。


　黄金にも似た黄色の名詠門チヤネル。


「覚かく悟ごを決めたのならかかってこい。だが私の名詠は性タ格チが悪いぞ？」


　ズッズズ……背はい後ごで何かが崩くずれていく音。巨きよ岩がんによって構こう成せいされた身体からだが崩ほう壊かいし、細かい灰色の砂すなとなって床ゆかに舞まう。


　自分が詠よびだしていた灰色の小型精せい命めい、王に傅く子アルセイ・レフイス。


「性タ格チが悪い？　それで謙けん遜そんのつもりか、大概にしろ」


　心中の動揺を悟さとられぬよう表情を保たもち、レフィスは汗あせばんだ拳を握り直した。


「テシエラといったな、何をした」


「何って、お前も見ていただろう？　こいつで一いち撃げき加えただけだ」


　あざけるように笑うテシエラの隣となり、腰こしほどの高さを漂ただよう黄色の発光体が一つ。


　第二音階名詠ノーブルアリアに属ぞくする黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。この名詠生物の一撃を受け、自分の小型精命は何の抵てい抗こうもできぬまま消え去った。


　……そんなはずあるか。


　学生決闘で証しよう明めいしたように、灰色名詠は特に頑がん丈じような名詠生物が多い。とりわけこの小型精命はレフィスの切り札の一つ。並なみ大たい抵ていの攻こう撃げきでは倒たおせない。事実、赤の第二音階名詠ノーブルアリアである火食い鳥の攻撃にも耐たえきった。そのはずが、たったの一撃で？


「……なるほど」


　息を吐はきだし、レフィスは唇くちびるの端はしを苦々しく歪ゆがめた。


　性タ格チが悪い？　否いな、そんな生やさしい言葉で括くくれるものではない。もっと凶きよう悪あく、もっと異い質しつな何かをこの女の名詠式は秘ひめている。


「どうやらまず、お前の名詠式の秘ひ密みつを暴あばくことから始める必要がありそうだな」


「無ぶ難なんな判はん断だんだな。もっとも、それで私との差が埋うまるとは思わないが」


「それを決めるのはお前じゃない」


　抑よく揚ようなく吐き捨すてる。が、相手の表情に変わりはなかった。


「はは、なるほど安心した。骨ほねはありそうじゃないか」


　わからない。灰色名詠はこの女にとっても未知のはず。なのになぜこうも平静を保てる。


　こうして対たい峙じしていてなお得体が知れない。この女の器うつわが測はかりきれない。


　……すまないネイト、合流するのは手間取りそうだ。
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「どうした？　例の触媒カタリストのある決けつ闘とう舞ぶ台たいにたどり着きたいならせいぜい急げ。もっとも、万が一私の手をかいくぐれたとしても徒労に終わるがな」


「徒労、だと？」


「私の仲間も一人、決闘舞台に控ひかえている。ただそれだけだ。だがな──」


　くくっ。


　絞しぼった笑い声を通路に響ひびかせ、テシエラはゆっくりと両手を広げた。


「私たちの三番手。そのお嬢じようさんは……底なしに強いぞ。私や他の仲間の誰よりな」
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　決闘会場へと続く通路。


　靴くつ裏うらが床の感覚と距きよ離りを覚えるほど、過か去こ何度となくとおってきた道だった。


　得体の知れない、だが気を許ゆるした途と端たんに心奪うばわれそうなほど透すきとおった音色は止やむことを知らない。誰が何を奏かなでているのか──だが、それも関係ない。


　全すべてが今までと同じ。今までと同じように、自分にできることをするだけなのだから。


「シャンテ、顔色が悪いぞ」


　隣となりを歩く同どう伴はん者しやへ、ネシリスは顔を向けることなく声をかけた。


「あら、あなたが心配してくれるなんて嬉うれしいわね」


　艶つややかな声。だが彼女はその言葉を否ひ定ていしようとはしなかった。


「……少し昔のことを思いだしたの。わたしが名詠士になる前の、歌うた姫ひめとしてもてはやされてる時のこと。あなたが頻ひん繁ぱんにわたしのお店に来てくれてた時のこと」


「もう忘わすれろ」


「忘れられないわ、でもいいの。覚悟はできてるから」


　わずかに、ネシリスは横目でシャンテを盗ぬすみ見た。


　凜りんとした素す顔がお。普ふ段だんはおどけた自信家というヴェールに隠かくしている、全ての不ふ純じゆん物ぶつを取り払はらった後に残る彼女の素顔。


「迷まよわないなら、好きにしろ」


　そして、ネシリスは決闘舞台へと足を踏ふみ入れた。





　──こんばんは──





　聞こえていた音色が、止んだ。


　旋せん律りつは消え、代わって響くのは至し高こうの声。天上の鐘かねを思わせる、どんな人工的な訓練も及およばない自然の奇き跡せきがそこにはあった。


「入口にいた警けい備び員いんを眠ねむらせたのはお前か」


「わたしじゃない。でも、わたしの知り合いがやったこと」


　台だい座ざの取り払われた決闘舞台。


　その中央に立つのは一人の少女だった。


　口元以外を隠かくす巨きよ大だいな日ひ除よけ帽ぼうに、光こう沢たくある青と白の絹きぬ糸いとで織おり上げられた上質のドレス。しかしその淑しゆく女じよらしき装よそおいと対照的に、ドレスからのぞく少女の肌はだは、痛いた々いたしいまでにびっしりと包帯に覆おおわれていた。


「やっぱり貴女あなただったのね……ファウマ！」


　魔ま性しようとも称たたえられる歌后姫オペラセリアの声が観客席まで轟とどろいた。この時、もし観客席に観客がいれば悩なやんだだろう。この二人、どちらの声が上なのか。


　だがその迷いは一いつ瞬しゆん。次の瞬間には、全ての観客が同じ名を挙げることになる。


「……ごめんなさい、わたし人の名前と顔を覚えるのが苦手なの」


　この、ファウマと呼よばれた少女の名を。


「ねえ、あなたがネシリス？」


「俺を知っているのか」


「ええ、シャオが言ってたの。この状じよう況きようで三さん叉さ路ろの中央を選ぶのは当然、最も立場のある者。ならばあなたが来るのも当然だって、一番強くて一番場ば慣なれしたあなたが」


　少女の、帽子の陰に紛まぎれた視し線せんを確たしかに感じる。


「俺がここにいることとお前がここで待っていたこと、関係があるとは思えんな」


「あるわ、だってあなたより弱かったらこのミクヴァ鱗りん片ぺんを取られちゃうもの。だから、仲間みんなの中で一番強いわたしがここにいるの」


　少女の足あし下もとに、無む造ぞう作さに転がる昼間の触媒カタリスト。大人でも一ひと抱かかえはある巨大な石。砕くだけていたはずのそれが完全に再さい生せいしていた。


「お前らの仲間が何人か知らないが、その中でお前が最も強いと？」


「うん。本当はテシエラがあなたと戦いたがってたんだけど、テシエラは……えっと、名前忘れちゃったけど灰はい色いろ名めい詠えいの子の相手。だからわたしがあなたの相手」


　──そのテシエラというのがレフィスを連れて行ったわけか。


　先の砂すな嵐あらしもおそらくそいつの仕し業わざ。残された黄こう砂さから推すい測そくするに黄色名詠の詠うたい手。意図してのことか、この少女は自分の情じよう報ほうが流出することをまるで気にしてないらしい。


　偽にせの情報による工作か、あるいは自分たちなど恐おそれるに足りずと踏んでいるのか。


「わたしが負ければこのミクヴァ鱗片はあなたの自由。だけどもしわたしが勝てば、あなたが昼間持ち去った一欠片かけらを渡わたして」


　ミクヴァ鱗片、それがこの触媒カタリストの名前なのだろう。なるほど、自分がその一部を偶ぐう然ぜん持ち帰ったがために、それを奪うばうため決けつ闘とう舞ぶ台たいで待ち伏ぶせていたというわけだ。


　だが。


「幼よう稚ちだな」


「幼稚？」


　ぽかんと、あっけにとられたような声で少女が反はん復ぷくする。


「発想が幼稚だ。勝負に勝った方が手に入れるのではなく、必要なものを手に入れた方が勝者だ。そうだろう」


「……ごめんなさい、わたし違いがわからない。でも一番手っ取り早いのは、わたしに勝って触媒カタリストを手に入れること。そうでしょ」


　ミクヴァ鱗片を持ち帰るという使命だけが至上の目的。ただそれだけに拘こだわるしかない、不器用な女。


　──似ている、こいつと俺は。


「わたしに勝てばいいだけよ。それが一番わかりやすいでしょ？」


「そうだな、それに異い論ろんはない」


　日除け帽の下、少女の口元が微笑ほほえんだ。


「話がつうじる人でうれしいな。……それじゃ、始めましょ？」





　　　　５





　待ち続けていた。





　途と方ほうもなく永ながい一秒。


　一分が一時間、一時間が一日。いや、もしかすれば一年にも匹ひつ敵てきするほどに。


「……レフィスさん、シャンテさん、ネシリスさん」


　中央の道から決闘舞台へ進んだ二人。そしてどの道に連れ去られたのかもわからないレフィス。捜さがしに行きたい、何度その衝しよう動どうに駆かられたことだろう。そのたびにネイトは壁かべに拳こぶしを打ちつけた。


　……我が慢まんしなくちゃだめだ。それがネシリスさんとの約束だもの。


　今はただ、三人が戻もどってくるのを待つしかない。一分一秒でも早く、三人の声と足音が聞こえてくるのを信じて。


　だが、静せい寂じやくを破やぶったのは声でも足音でもなく──





　Yem ole , saria夢、螺旋の quo ciel lef sic彼方へ降り





　Yem orza , 栄、悲劇のsaria quo mofie olte頂へと昇る





〈讃来歌オラトリオ〉？


　……なんで、こんな誰だれもいないはずの通路に詠うたが聞こえるの。





　elmei ilis全ての切望は空白の yun hutia sm EgunI世界を漂うだろう





　noe , elmai oneかつて、全ての子らが lan arma sm EgunIそうしていたように





　自分の知らない声。どんどん、詠う声が大きくなっていく。


　……つまり、詠っている人が近づいてきている？





　xeoi loar夜の風は besti torn -l- kele冷たく鋭く





　zeon lef罪色の涙は kamyu da goen uc zarabel記憶の筺を lef nazarie Ies錆びつかせ





　yupa jes loarもはや帰ることのない風は sis neckt univa遥かなる -o- sis defea彼方へと quo somel mihhya消えていく





　コツッ──


　小さな、か細い足音が通路に響ひびく。でも三さん叉さ路ろのどこから？


　決闘舞台へ続く中央？　否いな。


　砂すな嵐あらしのやってきた右の通路？　否。


　残された左の通路？　それすら否。


「……まさか」


　ゆっくりと、ネイトは背はい後ごを振ふり返った。


　足音の方向は、自分たちがやってきた通路だったからだ。





　O sia Sophia ,それでもなお、 Yem ele dia quo約束の丘へと ririsia tis私は歩く





　薄うす暗ぐらい通路にぽつんと佇たたずむ人型の淀よどみ。


　陰かげや影かげとはまるで別種の、形けい容ようできない不ふ可か思し議ぎを伴ともなった誰かがそこにいた。





　O sia Sophia ,──全ての Riris ele , Selah pheno約束された sias Orbie Risis子供たちのために





　コツッ


　詠と足音がそこで止まる。自分の、すぐ数メートル手前で。


「あなたと会うのを楽しみにしていた」


　夜と同化するようで、だが決定的に何かが違ちがう。そんな色のローブをまとう人物だった。


　光こう沢たくある漆しつ黒こくの髪かみに、優やさしさと憂うれいを秘ひめた双そう眸ぼう。中性的な容よう貌ぼうに、神秘的な艶つややかさを持つ唇くちびる。そこにうっすらと塗ぬられた黒のルージュが、この暗さの中でもほのかな輝かがやきを放っている。


「初めまして、ネイト・イェレミーアス」


　にこりと、まさにそんな形容がふさわしいかのように、あまりに無む垢くな顔で微笑ほほえむ名詠士。その笑顔を、そして〈讃来歌オラトリオ〉を聴きいた時から確かく信しんできていた。


　夜の名を持つ空白名めい詠えいの詠い手。


　アマリリスが敵てき視ししていた人物。


　名前も名詠式も、全てが自分と相反する存そん在ざい。


　……この人がシャオ。


「自じ己こ紹しよう介かいは必要ないみたいだね。なら自己紹介の代わりに一つ問題を」


　問題？


「そうだよ。全ては、最も原初の疑ぎ問もんから始まるべきなんだ。もし正せい解かいできたら、自分もあなたのどんな質しつ問もんにも答えてあげる」


　シャオが、ローブからほっそりとした手を差しだした。


　そこには何も握にぎられていない。


　ただ、小さな小さな名詠門チヤネルだけが光り輝いていた。


「名詠式において、名詠される対象が必ず通つう過かするのがこの名詠門チヤネル。ではネイト・イェレミーアス──この門の先に、いったい何があると思う？」






　あとがき







　今あとがきを書いている時期はまだ涼すずしげな初しよ夏かですが、実際この本が刊行される頃には夏真まっ盛さかりになっている気がします。……多分、自分は溶とけてます。





　この書きだし、去年の７月に刊行された三巻で書いたものを、ほとんどそのまま使ってみました。去年の自分と今年の自分、暑さに弱いのは相あい変かわらずみたいです。


　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。


　黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい七巻、手にとってくださってありがとうございます。


　ここからお話は第二楽章エピソード２。舞台もトレミア・アカデミーから、大陸中央部の大都市へ。新しい舞台、新しい人物たちをまじえ、物語は一気に佳か境きようへ。今回はその始まりということもあり、第一楽章エピソード１のあらすじなども巻頭に加くわえた仕し様ようです。


　ところで、第二楽章エピソード２からはあらすじ以外にも『黄昏色の詠使い』で大きな出来事がありまして、物語的にも区切りの良いこの巻から文庫カバーが一いつ新しんしました。


　大小さまざまな変化がありますが、たとえば今回からイラストが全ぜん面めんじきになったり、『黄昏色の詠使い』のタイトルロゴが新しくなりました。このあとがきを書いてる時はまだ自分も見本を見ていないので、どんなものになるのかドキドキしてます。


　他にも、カバーの袖そでにあった本の予告紹介が裏表紙の部分に印刷されています。本がビニルシートに包まれたままでも紹介が確認できる素す敵てき仕し様よう。でも、今までカバーの袖にあった紹介が消えたことで恐おそろしいものが追つい加かされました。


　……そう、著ちよ者しや紹しよう介かい。これに何時間迷まよったことか。


　ちなみに最初考えてた案では、「血液型はＡ型、星座はおとめ座です」などと書いて行を埋うめようとしてました。一晩寝て冷静になった後、妙みように恥はずかしくなってDeleteキーを連打したのが六月の終わりです。





　とまあそれはさておき、ここでひとつおまけの話を──


　この巻以降、本の表紙や目次に数行ずつ、セラフェノ真言の詞が綴つづられていきます。


　実はこの詞を七巻から最終巻までつなげることで、これそのものが、『黄昏色の詠使い』の世界観だけど本編とはまた別の小さな歌物語オラトリオになります。


　もちろん日本語訳もサイトで順次ご紹介いたしますが、〈讃来歌オラトリオ〉などからセラフェノ音語＆真言を解読されたという方がいましたら、ぜひ翻ほん訳やくに挑戦してみてください。


　本編と一緒に、こちらのおまけも楽しんでもらえるよう、がんばります。


　さて、そのようなわけで、今回も多くの人に力を貸していただきました。


　本編内容はもちろん、誤ご字じ脱だつ字じ等などのチェックまでお世話になりっぱなしの編集Ｋさん。


　ますます素敵なイラストで『黄昏色』を彩いろどってくださる竹たけ岡おか美み穂ほさん、今回は特に他校の制服デザインや新たな重要人物も多く、大変だったことかと思います。


　そして、この本を手にとってくださったあなた。日々、本当にありがとうございます。ブログへのコメントやお手紙、メールなど、どれも形式は違えど、その一つ一つに支えられている毎日です。


　物語も第二楽章エピソード２となり、いよいよ物語の根こん幹かんに関わる佳境に突とつ入にゆう。


　この巻も含ふくめ、ここから先は全てクライマックスとなるよう励はげんでまいりますので、今後ともお付き合いいただければ幸いです。


　それでは、八巻でお会いできることを願いつつ。





　二○○八年、六月のとある日の朝に　　細音　啓


　http://members.jcom.home.ne.jp/0445901901/（更新は……えっと、９月のどこかに）
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黄昏色の詠使い[image: ]


新しん約やくの扉とびら、汝なんじミクヴァの洗せん礼れいよ





細さざ音ね　啓けい






[image: ]


平成24年2月2日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2008 Kei Sazane, Kobuichi, Miho Takeoka/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P335.jpg





OEBPS/images/P349.jpg





OEBPS/images/K001.jpg
(B RIaS KB 5S]

| /UA.\ / / \ Oa






OEBPS/images/ROMA07.png





OEBPS/images/P004_zzz.jpg
Sto
C]m,}y -

[B5FU&AMIREN]

» " "
fKeinezys * FRuguzy - FSurisuzy *

"Bedrcy - FArZuss Oié’é&ﬁl& 22
VWb LABOMBENL, K5

TYEEFTE < BRI - Bk 13 &
DYVEXA NI, BHFRUREBORER
HAETRE T B0, BREEERTSH
BRLEF - PAFS—ALEEBA L, ¥
=TI, SARBEREEEWV. X1+
BLYULIOEFOBRAZRHELTVWC,
ZhHHZH. AZRLEEIREEKIC

SEHSWES N, X1 MIThER W
HEDLDRBRULID, ULHLEDOBIC,
I—TIILOLIEZIRMZIVIR, &
SIKRBROZHABKERDI VY AEVSA
VOFEEH>T

Kluele Sophi Net ¥
IL—=C)LY AR
HELREKEID 16 ROV, QEZH’LT:ﬁE
ﬁ?ﬁ!@%ﬁ(iﬂ:*ﬂéﬂufk\fch\ ES

1 FEBFESNTASOZRAL@MESS T
EERBT D

Nciiht Ycl’\lemihas\

REZKEKOD 13 ROVEF, RIEOBSE
BHT NI L—TIVIC, RV ER
. BALROFEER LY v ADBENE
BHHZ1HITHP

BEDHENGETK #
TR Wit

CEEDIRA

AT I AL/ Z—7 2
REZKDENEAT

Evhemary Yehlemihas

FA OB TOR/, FAREThTWREREKOMEE
BURIT. 1Y EONRERT. RETREBRK
DRMELTHET S

AR ) 2T
gkt

4T

Xins Airwincle

B EE—ASBR2TORKEYRY— UL, “U&" O
REEROBKL, 177V —LRPERRKERV. &
DOHERVWEFTETW

Armariris

IN—TLODIESEAEHONM, B5EI—T/
OFWEENT, ¥ ADENEM->TVBELL., Ur
A LR BEBEHES

>/ )V
K AKX DN

Misc}](lerr

KOAIFE &~ I = o DT, REEHRORME
ROTABEMEWRL L BHE. AWSRRE, RO
BOBWEENCREE R TH

ZEEZAEADENT

Xeo

&' (vH) OREROROFE. X1 bEJIL—IILO
BIACRNTREFYRBTFEERT. R MCHUBEARE
]oh' ZOBEN - ERBWEIETREH






OEBPS/images/P133.jpg





OEBPS/images/P067.jpg





OEBPS/images/KUGIRI_V.png





OEBPS/images/COVER.jpg
2= 5 _m
&n 5
s o N
o ~
L N
5\ 0

H Hﬁéew__aﬁbw_

RS

5, Miqveqs, Heckt, Armariris
ia, De elmai pheno xed

S AZ AN E

BT A

El\

iglar.
ille ria hiz ilis.






OEBPS/images/KUGIRI.png





OEBPS/images/K004.jpg
ﬁ@z éti%%ﬁﬂ@am ﬁ»o e
LA$Q LA 6~4°
D IHERSIH 4 &Kt@a@f :

* HEL DI 0 |

AFERENNLUE KSR W OHo —





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P037.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
B 49 3.0 3 A VEE O W BR O TS IN 42

2y r" T A
w\_cs\ KRHPOWIFRHLSERBOEDS®

D2 —HI NN 127 #KHs

y/ Ay 3
“‘vﬂ&maihték:téﬁué (

HNR0iGIE S _R—






OEBPS/images/P297.jpg





OEBPS/images/P283.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
e

@TThIFL

[BEBOKEL 1 JIFRBIFIC
WMEATITHEIBET7VIIT7R
RIS REEEZRE. BIETT
Ea—, BRICROEEVESI
D> TTTOZDERT DIEME
Ro BFRIGIBBEBSEERED,
Rifi. BREHSZRBICIEED
[SEB] D2AFILEBB/LE U,
B LEDBRETHRUDIFLDEHLK
DORBISRRTY, R&LT
F9,

A5 AN IR

AN=FHA2 : 7I75—-00D

s





OEBPS/images/P223.jpg





OEBPS/images/P241.jpg





OEBPS/images/P019.jpg
&
-

(

=

\\ -
S N
\
4/4”
\ | Af )N
i/

il
\
,

DA
\i“\





